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はじめに  
 

本 調 査 報 告 は 、 平 成 24 年 度 林 野 庁 補 助 事 業 で あ る 地 域 材 供 給 倍 増 事 業 の

う ち 、「 木 材 の ト レ ー サ ビ リ テ ィ の 確 保 」 の 調 査 結 果 を 取 り ま と め た も の で

あ る 。  
 

本 調 査 の 目 的 は 、一 つ に は 、合 法 木 材 の 認 定 団 体 及 び 認 定 事 業 者 の 活 動 状

況 を 把 握 分 析 し 、合 法 木 材 推 進 活 動 の 段 階 的 改 善 に 寄 与 す る と と も に 、そ の

結 果 を 適 宜 公 表 し 、合 法 木 材 供 給 シ ス テ ム 全 体 の 信 頼 性 、透 明 性 の 確 保 に 資

す る こ と で あ り 、Ⅰ 章「 合 法 木 材 認 定 事 業 体 ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果 」及 び Ⅱ 章

「 合 法 木 材 認 定 事 業 者 ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果 」は 認 定 団 体 、認 定 事 業 者 の 協 力

を 得 て 実 施 し た 。  
 も う 一 つ の 目 的 は 、次 の よ う な も の で あ る 。木 材 部 門 に お い て も 環 境 に 配

慮 し た 様 々 な 認 証・認 定 制 度 が 活 動 し て い る 中 で 、合 法 木 材 推 進 活 動 に お い

て も 信 頼 性 ・ 透 明 性 の 確 保 ・ 向 上 が こ れ ま で 以 上 に 必 要 に な っ て き て い る 。   
ま た 、こ れ を 担 保 す る た め の 認 定 団 体 及 び 認 定 事 業 者 に よ る 自 主 的 モ ニ タ

リ ン グ の 実 施 が 欠 か せ な い も の に な っ て き て い る 。こ の よ う な 状 況 に 対 応 す

る た め 、本 調 査 に お い て は Ⅲ 章「 合 法 木 材 の 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ 実 施 体 制 の

検 討 」に お い て 、認 定 団 体 が 主 体 と な っ て 実 施 す る 新 た な 自 主 的 モ ニ タ リ ン

グ の 実 施 体 制 に つ い て 検 討 を 行 い 、 今 後 の 方 向 に 向 け て の 提 言 を 行 っ た 。  
 
 こ の 報 告 書 が 、信 頼 性 、透 明 性 の 確 保 な ど 合 法 木 材 供 給 活 動 の 今 後 の 発 展

に と っ て 、 い く ら か で も 寄 与 す る こ と が で き れ ば 幸 い で あ る 。  
 
 な お 、こ の 調 査 は 以 下 の メ ン バ ー に よ っ て 実 施 し た こ と を 付 記 し て お き た

い 。  
 立 花  敏   筑 波 大 学 大 学 院 准 教 授        Ⅰ 章 、 Ⅱ 章 担 当  
 根 本 昌 彦   鳥 取 環 境 大 学 教 授          Ⅰ 章 、 Ⅱ 章 担 当  
 渡 辺 昭 治   南 九 州 大 学 教 授           Ⅰ 章 、 Ⅱ 章 担 当  
 荒 谷 明 日 兒  林 業 経 済 研 究 所 理 事 長（ 事 務 局 兼 務 ）Ⅰ 章 、Ⅱ 章 、Ⅲ 章 担 当  
 
 
 
平 成 25 年 ３ 月  

            財 団 法 人  林 業 経 済 研 究 所  
                       理 事 長  荒 谷 明 日 兒  
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Ⅰ．合法木材認定団体ヒアリング調査結果  

 
１ ． 趣 旨 と 概 要  
（ １ ） 趣 旨  
 合 法 木 材 供 給 認 定 事 業 者 認 定 団 体 の 活 動 実 態 を よ り 具 体 的 に 把 握 す る と  
と も に 、今 後 の 認 定 団 体 の 活 動 の 透 明 性・信 頼 性 を さ ら に 向 上 さ せ る た め に 、 
認 定 団 体 を 対 象 と し た ヒ ア リ ン グ を 実 施 し た 。  
 
（ ２ ） 調 査 の 対 象 と 実 施 方 法  
 今 回 の ヒ ア リ ン グ の 対 象 と な っ た 認 定 団 体 は 、全 て 県 木 連 関 係 の 認 定 団 体  
で 合 計 ７ 団 体 で あ っ た 。 調 査 は 平 成 25 年 1 月 か ら 3 月 初 旬 に か け て 、 林 業  
経 済 研 究 所 か ら の 調 査 員 の 訪 問 に よ っ て 行 っ た 。  
 
（ ３ ） ヒ ア リ ン グ の 内 容  
  １ ） 認 定 団 体 の 事 務 局 体 制  
  ２ ） 審 査 委 員 会 と 事 業 者 の 認 定  
  ３ ） 認 定 事 業 者 の 活 動 実 態 の 把 握  
  ４ ） 立 入 検 査 規 定 の 整 備 と 立 入 検 査 の 実 施  
  ５ ） 認 定 団 体 研 修 へ の 参 加  
  ６ ） 認 定 事 業 者 研 修 の 開 催  

 ７ ） 情 報 公 開 の 状 況  
  ８ ） 普 及 活 動 の 状 況  
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２ ． 調 査 結 果  
（ １ ）  認 定 団 体 の 事 務 局 体 制  

今 回 調 査 対 象 と な っ た 認 定 団 体 で あ る 県 木 連 事 務 局 の 人 的 体 制 は 、常 勤 役

職 員 と 非 常 勤 職 員 を 含 め て 2～ 5 人 （ 平 均 2 .7 人 ） と な っ て い る 。 ま た 、 こ

れ ら 県 木 連 で は 県 木 連 本 来 の 業 務 の 他 に も 、各 種 の 認 定 事 業 や 委 託 事 業 な ど

を 実 施 し て お り 、基 本 的 に 人 員 不 足 の 状 況 に あ る の が 実 態 で あ る 。こ の た め

1 人 で い く つ も の 事 業 を 実 施 し て お り 、合 法 木 材 関 連 の 事 業 を 担 当 す る 人 員

も 、 1 人 か ら 多 く て 3 名 （ 平 均 1 .7 人 ） と な っ て い る 。 ま た 、 複 数 人 で 担 当

し て い る 場 合 も 中 心 と な る の は 1 人（ そ れ も 他 の 仕 事 を 担 当 し て る ）で 、他

は 少 し ず つ 分 担 と い う か た ち に な っ て い る 。  
事 務 局 役 職 員 数 の 最 も 多 い 団 体 G（ 常 勤 2 名 、 非 常 勤 3 名 ） に お い て も 、

平 成 25 年 度 に は 非 常 勤 職 員 が 現 状 の 3 名 か ら 1 名 に 削 減 さ れ る こ と に な っ

て い る 。  
こ の よ う に 認 定 団 体 に お け る 人 的 体 制 の 弱 さ は 、財 政 基 盤 の 弱 さ と も 相 俟

っ て 、認 定 事 業 者 の 現 場 に お け る 日 常 活 動 に 対 す る 指 導 に 十 分 な 力 を 注 げ な

い と い っ た 面 で 、合 法 木 材 推 進 活 動 に と っ て の 弱 点 に な っ て い る こ と は 、従

来 の ア ン ケ ー ト 調 査 、 ヒ ア リ ン グ 調 査 か ら も 見 て 取 れ る 。  
 
表 Ⅰ － １  合 法 木 材 関 連 の 事 務 局 体 制  

 
 
 
 

認定団体 うち合法 備　　考
職員数 木材関係

A 常勤２ 常勤２名 非常勤職員はいない。常勤２名でJAS関係の仕事も
行っている。

B 常勤３名、非常勤２名 常勤１名 当初は専務理事が担当。当時サポート役だった人が
現在担当している。

C 常勤２名 常勤２名 副理事長が主として担当し、女性職員が事務的に
サポートしている。
２５年度に副理事長が退任するため、現在は後任者も
サポートしている。

D ４名 １名＋α 本来の仕事以外に様々な団体の事務局も担当して
いるため、各種認定事業、委託事業など仕事が多い。
前任の専務理事が急逝したため、引継が十分出来て
いないところに問題がある。

E ３名 ３名 中心となるのは専務理事だが、他の人も少しずつ分担
している。

F 常勤３名 常勤２名 専務理事と事務職員とで実施している。
G 常勤２名、非常勤３名 常勤１名 現状では非常勤が３名であるが、２５年度は１名になる

予定である。
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（ ２ ）  審 査 委 員 会 と 認 定 事 業 者 の 認 定  
１ ） 審 査 委 員 会 の 設 置  

 審 査 委 員 会 の 設 置 は 「 認 定 要 領 」（ ひ な 形 ） に お い て 定 め ら れ て お り 、 今

回 ヒ ア リ ン グ の 対 象 と な っ た 認 定 団 体 で は 、全 て 審 査 委 員 会 は 設 置 さ れ 、審

査 委 員 数 と し て は 概 ね 5 名 前 後 で あ る 。  
各 団 体 の 状 況 は 次 の と お り で あ る 。  

 ○ 「 県 木 連 の 理 事 、 副 理 事 （ 3 名 ）、 専 務 理 事 5 名 で 構 成 し て い る 」  
（ 団 体 A ） 

 ○ 「 県 地 域 温 暖 化 防 止 活 動 セ ン タ ー 防 止 セ ン タ ー 長 （ 委 員 長 ）、 森 林 管 理  
署 、 県 農 林 水 産 部 次 長 、 県 木 連 副 会 長 、 県 木 連 理 事 で 構 成 さ れ て お り 、 
委 員 長 を 第 3 者 と 考 え て い る 」（ 団 体 B）  

 ○ 「 県 木 連 の 理 事 、 監 事 の 計 10 名 で 構 成 さ れ て い る 」（ 団 体 Ｃ ）  
○「 審 査 委 員 会 は 県 木 連 の 会 長・副 会 長（ ６ 名 ）会 議 の メ ン バ ー に 専 務 理  

事 を 加 え て い る 」（ 団 体 D）  
 ○「 県 木 協 の 3 つ の 専 門 部 会（ 素 材 生 産 、製 材 、木 材 業 ）の 部 会 長 を 委 員  
  と し て い る 」（ 団 体 E）  
 ○ 「 審 査 委 員 会 メ ン バ ー は 県 木 連 会 長 、 副 会 長 （ 3 名 ） 理 事 （ 3 名 ） に よ  

っ て い る 」（ 団 体 F）  
 ○ 「 県 木 協 の 会 長 、 副 会 長 、 理 事 （ 2 名 ） の 4 名 で 構 成 さ れ て い る 」  

（ 団 体 G ） 
 
 

２ ） 第 3 者 委 員 の 選 任  
第 3 者 委 員 が 選 任 さ れ て い る の は 7 団 体 の う ち 団 体 B だ け で あ っ た 。 こ

こ で は 県 の 地 域 温 暖 化 防 止 活 動 推 進 セ ン タ ー 長 を 第 3 者 と し て 位 置 づ け 、審

査 委 員 長 と し て い る 。  
他 の 団 体 で 第 3 者 委 員 を 選 任 し て い な い 理 由 と し て は 、  
○ 「 必 要 性 が 認 め ら れ な い 」（ 団 体 C、 D）  
○ 「 討 議 の 内 容 が 専 門 的 す ぎ る 」（ 団 体 E）  
○ 「 委 員 の 選 定 、 日 程 の 設 定 な ど が 煩 雑 に な る し 、 委 員 謝 金 が 増 え る 」  

（ 団 体 F） 
○ 「 内 部 だ け の 方 が や り や す い が 、 必 要 が あ れ ば 検 討 す る 」（ 団 体 G）  
○ 「 当 初 に 、 な ぜ 含 め な か っ た の か 不 明 」（ 団 体 A）  

な ど が あ る 。  
 ち な み に 、 昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ で も 第 3 者 委 員 を 選 任 し て い た の は 11 認

定 団 体 の う ち 1 認 定 団 体 に 過 ぎ な か っ た 。ま た 、昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ で 、選
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任 し な い 理 由 と し て あ げ ら れ て い た 理 由 と し て は 、  
 ○「 利 益 誘 導 す る よ う な 審 査 で も な い の で 、第 3 者 委 員 の 選 任 は 重 視 し て  

い な い 」  
○ 「 第 3 者 が 入 ら な い 方 が 動 き や す い 」  

と い っ た も の が あ っ た 。  
認 定 審 査 の 信 頼 性 ・ 透 明 性 を 確 保 ・ 向 上 さ せ る た め の 1 つ の 手 段 と し て 、

第 ３ 者 委 員 の 選 任 は 検 討 に 値 す る と 考 え ら れ る し 、木 材 業 界 だ け で な く 、建

築 業 界 な ど 他 の 業 界 、さ ら に は 一 般 消 費 者 な ど に 対 し て 合 法 木 材 推 進 活 動 を

拡 大 し て い く 場 合 、 様 々 な 点 で 協 力 を 得 ら れ る の で は な い か と 考 え ら れ る 。 
  
 表 Ⅰ － ２  審 査 委 員 会 の 設 置 と 第 3 者 委 員 の 選 任  

 
 

３ ） 審 査 委 員 会 の 開 催 方 法 と 開 催 頻 度  
審 査 委 員 会 の 開 催 方 法 は「 面 談・持 ち 回 り 併 用 」と す る と こ ろ ４ 団 体 、「 面  

談 方 式 」 2 団 体 、「 持 ち 回 り 方 式 」 1 団 体 と な っ た 。当 初 は「 面 談 方 式 」で あ  
っ た と こ ろ も 、申 請 数 が 落 ち 着 い て き た こ と も あ っ て 、近 年 は メ ー ル に よ る

も の も 含 め て 、「 面 談 ・ 持 ち 回 り 併 用 」 へ の 移 行 が 進 ん で い る よ う で あ る 。

昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ の 結 果 を 見 る と 、 11 団 体 の う ち「 面 談 方 式 」は 7 団 体 、

「 持 ち 回 り 方 式 」3 団 体 、「 面 談・持 ち 回 り 併 用 」1 団 体 で あ り 、「 面 談 方 式 」

が 多 く 今 回 と は 傾 向 が 違 っ て い た 。  

審査委員会の 第３者委員の選任 備　　考

の設置 の選任

A ○ × 審査委員会は理事長、副理事長（３名）、専務理事の５名
で構成されている。
第３者を含めなかった理由は不明。

B ○ ○ 審査委員会は県地域温暖化防止活動推進センター長
（委員長）のほか、森林管理署、県農林水産部次長、
県木連副会長、県木連理事で構成されている。
委員長を第３者として位置づけている。

C ○ × 認定団体の役員など10名で構成している。
第3者は含めないが、これは会合の頻度が多いため、なる
べく内部で行おうという考えによる。

D ○ × 会長・副会長会議を審査委員会としている。
第３者を含めないのはその必要性がないことによる。

E ○ × 審査委員会は木連内部の専門部会委員長によって構成
される。
第３者を含めないのは、内容が専門的過ぎることによる。

F ○ × 審査委員会は会長、副会長（３名）、理事（３名）で構成
される。
第３者が含まれないのは、委員の選定、日程設定が煩雑
になること、委員謝金などがますことによる。

G ○ × 審査委員会は会長、副会長、理事（２名）で構成される。
第３者が含まれないのは、内部委員だけの方がやり
やすいこと理由だが、必要であれば検討する。
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今 回 の ヒ ア リ ン グ で の 主 な 意 見 は 次 の と お り で あ る 。  
 ○ 「 対 面 方 式 で の 審 査 委 員 会 を 開 催 し な い の は 、 理 事 長 、 副 理 事 長 の 事  
  業 所 が 県 内 に 分 散 し て い る こ と 。手 弁 当 で 集 ま っ て も ら う た め 、経 済 的  

負 担 を な る べ く か け な い よ う に す る こ と な ど に よ る 。但 し 、申 請 書 類 は  
あ ら か じ め 事 務 局 で チ ェ ッ ク し て 郵 送 す る の で 、 問 題 は 起 き て お ら ず 、 
対 面 で の 審 査 委 員 会 を 開 く ま で も な い と 考 え て い る 」（ 団 体 A）  

○「 当 初 は 3 カ 月 に 1 度 の ペ ー ス で 対 面 で の 審 査 委 員 会 を 開 催 し て い た が 、 
 最 近 は 申 請 数 も 落 ち 着 き 、申 請 が あ っ た 都 度 に し て い る 。ま た 都 合 の つ  

か な い 時 は 持 ち 回 り に し て い る 」（ 団 体 B）  
 ○「 当 初 か ら 開 催 頻 度 は 多 く 、年 に 5 回 程 度 対 面 方 式 で 開 催 し て い る 。こ  

の 他 、緊 急 を 要 す る 案 件 が あ っ た 場 合 は 郵 送・メ ー ル に よ る 回 り 持 ち 方  
式 を と っ て い る 」（ 団 体 C）  

 
表 Ⅰ － ３  審 査 委 員 会 の 開 催 と 開 催 頻 度  

 
 
（ ３ ）  認 定 事 業 者 の 活 動 実 態 の 把 握  
 認 定 事 業 者 の 活 動 実 態 の 把 握 に つ い て は 、こ れ ま で 全 国 木 材 組 合 連 合 会 及  
び 林 業 経 済 研 究 所 に よ る 認 定 事 業 者 モ ニ タ リ ン グ を 実 施 し た こ と が あ る の  
は 7 団 体 の う ち 5 団 体 で あ っ た 。 ち な み に 昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ 結 果 で は 11  
団 体 の う ち 2 団 体 が 認 定 事 業 者 モ ニ タ リ ン グ を 実 施 し て い た 。  

こ の 全 国 木 材 組 合 連 合 会 及 び 林 業 経 済 研 究 所 に よ る 認 定 事 業 者 モ ニ タ リ

ン グ 以 外 に 認 定 事 業 者 の 活 動 実 態 を 把 握 す る 方 法 と し て 、認 定 団 体 独 自 の 取

組 み で モ ニ タ リ ン グ を 実 施 し て い る の が 団 体 C で あ る 。  
 こ こ で は 、 当 初 約 90 あ っ た 認 定 事 業 者 に 対 し 、 認 定 期 間 の う ち 1 回 は 現

場 で の ヒ ア リ ン グ を 実 施 す る と の 計 画 の も と に 、毎 年 、計 画 を 立 て て 認 定 団

体 役 員 に よ る「 現 場 検 査 」を 行 っ て き た 。し か し 、近 年 、認 定 事 業 者 の 数 が

開催方式 開催頻度 備　　考

A 持ち回り方式 適宜 当初は、面談方式も採用していたが、最近は持ち回りになっている。
理事長、副理事長の事業所が広範囲に存在しているとともに、
それぞれ多忙なこと、また交通費は自己負担になることから、
前もって事務局が書類をチェックし、郵送している。

B 面談方式 適宜 当初はほぼ３ヶ月ごとに行っていたが、申請数が落ち着いたことから、
最近は申請の都度開催し、都合のつかない時は持ち回りにしている。

C 面談・持回り併用 5回／年 面談方式で5回程度の他、急を要する時には郵送などによる持ち回り
方式によっている。

D 面談・持回り併用 適宜 申請件数が1件といった場合は、持回りによっている。

E 面談・持回り併用 適宜 申請件数が1件といった場合は、メールによって行い、近年はその
傾向が強まっている。

F 面談方式 4～5回／年 組合長会議にあわせて、定例的に開催している。
G 面談・持回り併用 4回／年 年4回の理事会に合わせて開催するが、急を要するときはメールで

対応している。
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増 え て い る た め 、当 初 考 え て い た 周 期 で 実 施 す る こ と が 困 難 に な っ て き て い

る 。  
 活 動 実 態 を 把 握 す る 方 法 と し て 多 い の は 、「 他 の 要 件 で 認 定 事 業 者 の と こ

ろ を 訪 問 し た 際 に 情 報 を 収 集 し て く る と 」と い う も の で 、 7 団 体 中 ４ 団 体 と

な っ た 。な お 、昨 年 度 ヒ ア リ ン グ で は 11 団 体 中 3 団 体 と い う 結 果 で あ っ た 。  
事 業 者 訪 問 に 関 す る 今 年 度 の ヒ ア リ ン グ で の 意 見 と し て は 、次 の よ う な も  

の が あ る 。  
○「 供 給 相 手 か ら 要 求 が な い の で 合 法 木 材 を 出 荷 し て い な い と い う 認 定 事  

業 者 が 大 部 分 で あ る た め 、こ の た め だ け に 訪 問 す る こ と は 難 し い 。但 し 、 
研 修 会 の 時 に 実 績 の あ る と こ ろ か ら 納 品 書 を も ら う な ど し て 実 態 を 把  
握 し て い る 」（ 団 体 A）  

 ○「 合 法 木 材 取 扱 実 績 報 告 書 の 提 出 を 依 頼 す る 時 に 情 報 収 集 や 指 導 を 行 っ  
て い る 」（ 団 体 B、 D）  

○「 公 共 工 事 発 注 時 の 合 法 木 材 証 明 等 に つ い て の 質 問 が あ る 時 な ど に 、情  
報 収 集 を し て い る 」（ 団 体 G）  

ち な み に 、昨 年 度 は「 何 も 問 題 が な い の に 認 定 事 業 者 を 訪 問 す る の は 不 自

然 だ 」 と い っ た 意 見 も 出 さ れ て い た 。  
 研 修 会 や そ の 他 会 議 の 際 に 情 報 収 集 を 行 う と い う 方 法 も あ る が 、現 場 で の  
ヒ ア リ ン グ に 比 べ 、「 現 場 検 査 」 と い う こ と か ら す る と 、 効 果 は 格 段 に 小 さ  
く な る 。 認 定 事 業 者 の 活 動 実 態 の 把 握 は 、 合 法 木 材 推 進 活 動 の 信 頼 性 ・ 透  
明 性 を 確 保 し 、さ ら に 向 上 さ せ て い く う え で 不 可 欠 な も の で あ る が 、一 部 を  
除 い て 、全 体 的 に は あ ま り 積 極 的 な 行 動 は と ら れ て い な い と 見 る こ と が で き  
る 。こ の 原 因 が 先 に 記 し た 事 務 局 の 人 員 不 足 、財 源 不 足 に あ る こ と は い う ま  
で も な い 。  
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表 Ⅰ － ４  認 定 事 業 者 の 活 動 実 態 の 把 握  

 
 
（ ４ ）  立 入 検 査 の 実 態  

立 入 検 査 に 関 す る 規 定 に つ い て は 、全 て の 認 定 団 体 に お い て 整 備 さ れ て い

た が 、立 入 検 査 を 実 際 に 実 施 し た の は 団 体 A だ け で あ っ た 。し か し 、団 体 C
が 毎 年 実 施 し て い る 事 業 者 訪 問 も こ れ に 該 当 す る と 考 え ら れ る 。団 体 A で は 、

平 成 24 年 度 に お い て 、 木 質 バ イ オ マ ス 関 係 の 書 類 に 不 備 の あ っ た 認 定 事 業

者 が あ り 、 立 入 検 査 を 実 施 す る こ と で 指 導 を 行 っ た と し て い る 。  
ち な み に 昨 年 度 は 、 11 認 定 団 体 の う ち 立 入 検 査 規 定 が 整 備 さ れ て い た の

は 9 認 定 団 体 で 、立 入 検 査 の 実 績 の あ っ た の は 今 回 と 同 様 、 1 団 体 に す ぎ な

か っ た 。  
立 入 検 査 に つ い て は 、 今 後 の 対 応 も 含 め て 次 の よ う な 意 見 が あ っ た 。  
○ 「 状 況 に よ っ て 実 施 す る 」（ 団 体 B）  
○「 外 部 か ら の 批 判 や 苦 情 に は 役 員 会 と し て 対 応 し 、必 要 が あ れ ば 立 入 検

査 も 実 施 す る こ と に な っ て い る 」（ 団 体 C）  
○ 「 必 要 性 を 感 じ て い な い 」（ 団 体 D）  
○ 「 立 入 検 査 の 必 要 性 は 認 識 し て い る が 、 そ こ ま で 手 が 回 ら な い 」  

（ 団 体 G ） 
○「 バ イ オ マ ス 発 電 の バ ー ク の 扱 い が 難 し く 、今 後 は そ の 取 扱 い の 確 認 に  

現 場 へ 行 く 必 要 が 出 て く る 。ま た 、木 材 利 用 ポ イ ン ト に 合 法 木 材 も 適 応

に な る の で 、書 類 に 不 備 が な い よ う 指 導 す る こ と が 必 要 に な る 」（ 団 体 A） 

モニタリング 事業者訪問 その他 備　　考
の実施

A ○ ○ ○ 平成22年度に3事業者に対しモニタリングを実施した。
木質バイオマス関連についてもヒアリングを行うとともに、
書類作成の指導をしている。
合法木材単独での事業体訪問による情報収集ではなく、
他の用務で訪問した際に情報収集を行っている。
研修会に際し、取扱実績のある事業者から納品書を送付
してもらい、チェックしている。

B ○ ○ ○ 平成20年に2～3件、平成22年に2件に対しモニタリング
を行った。
他の用務で訪問した際、また、取扱実績報告書の提出
依頼の際に情報収集や指導を行っている。

C ○ ○ × 認定期間中に1度は各事業者の訪問検査ができるよう、
毎年、計画的に事業者を訪問している。

D ○ × ○ 平成23年度の6件に対しモニタリングを行った。
取扱実績報告の際に情報収集を行っている。

E × ○ × 他の要件で訪問した際に話を聞く程度であるが、全ての
認定事業者から聞いているわけではない。

F × ○ × JAS関連での訪問の際に聞き取りを行っている。
G ○ × ○ 平成23年度に４事業者を対象にモニタリングを実施した。

質問があるときに情報収集を行う。

7



○「 県 木 連 の 仕 事 で の 優 先 順 位 を 考 え 、状 況 に よ り 実 施 す る 。認 定 事 業 者  
 と の 信 頼 関 係 が 一 番 で 、現 状 で は う ま く い っ て い る 。伐 採 届 の 提 出 や 伐  

採 が き ち っ と 行 わ れ て い る か の 確 認 が 重 要 だ が 、山 土 場 ま で 行 っ て 確 認  
す る に は 人 員 的 に 難 し い 。ま た 、南 洋 材 や 北 洋 材 の よ う に 違 法 伐 採 の リ  
ス ク の 高 い も の と 国 産 材 を 同 じ よ う に 扱 っ て い い の か と い う 疑 問 も あ  
る 」（ 団 体 B）  

○ 「 地 区 組 合 長 に 任 せ て あ り 、 そ れ を 信 頼 し て い る 」（ 団 体 G）  
な お 、昨 年 度 は「 規 定 は あ る が 使 っ た こ と は な い 。認 定 団 体 と し て は 認 定

事 業 者 に よ る 活 動 が ル ー ル に 適 合 し て い る か ど う か を 判 断 し て 認 定 し て い

る 。こ の た め 、個 々 の 製 品 が 合 法 で あ る か の 責 任 は 当 然 、個 々 の 認 定 事 業 者

が 負 う べ き も の で あ る 」 と い っ た 意 見 も あ げ ら れ て い た 。  
従 来 実 施 し て き た 認 定 団 体 ア ン ケ ー ト 及 び 認 定 団 体 ヒ ア リ ン グ に お い て  

も 、立 入 検 査 に つ い て は「 規 定 は 整 備 さ れ て い る が 、実 際 に 実 施 し た こ と が

な い 」と い う の が 大 勢 で あ っ た 。し か し 、本 来 で あ れ ば 、立 入 検 査 は 認 定 事

業 者 の 活 動 状 況 の 把 握 と 対 に な っ て 動 く べ き も の で あ り 、認 定 団 体 の 責 任 に

お い て 適 宜 実 施 さ れ る べ き も の で あ る と 考 え ら れ る 。  
し か し 、 現 状 に お い て は 、 そ れ を 適 宜 実 施 す る だ け の 人 的 、 ま た 経 済 的 条 件

が 認 定 団 体 に 備 わ っ て い な い こ と か ら 、 今 後 は 最 低 限 の 頻 度 で は あ っ て も 、 信

頼 性・透 明 性 を 確 保・向 上 さ せ て い く 観 点 か ら 、「 現 場 検 査 」の 実 施 に 向 け て 努

力 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

 
表 Ⅰ － ５  立 入 検 査 規 定 の 有 無 と 立 入 検 査 の 実 施  

 

 
 
 

規定の整備 立入検査 問題発生 今後の実施 備　　考
の実施 の有無

A ○ ○ ○ ○ 今年度、バイオマス関連で書類の不備が
見つかり、指導の際に実施した。

B ○ × × ○ 状況によって実施する。
C ○ ○ × × 毎年、計画的に行っている事業者訪問が

立入検査に該当するとも考えられる。
D ○ × × × 規定の中に立入検査の条項はあるが、これ

まで実施したことはなく、必要性も感じてい
ない。

E ○ × × × 規定の中に立入検査の条項はあるが、これ
まで実施したことはない。

F ○ × × × 地区組合長に任せ、信頼している。
G ○ × × × 立入検査の必要性は認識しているが、人員

不足で手が回らない。
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（ ５ ）  認 定 団 体 研 修 へ の 参 加 状 況  
全 国 木 材 組 合 連 合 会 が 毎 年 開 催 し て い る 認 定 団 体 研 修 へ の 参 加 に つ い て  

は 、 各 認 定 団 体 と も 毎 年 参 加 し て い る 。  
 ま た 、こ の 認 定 団 体 研 修 の 結 果・内 容 を 認 定 事 業 者 の 指 導 に ど の よ う に 反  
映 さ せ て い る か に つ い て は 、  
 ○ 「 認 定 事 業 者 研 修 の テ キ ス ト 作 り に 反 映 さ せ て い る 」（ 団 体 A、 C、 G） 
 ○「 重 要 な 点 が あ れ ば 地 区 協 議 会 で 紹 介 し た り 、パ ン フ レ ッ ト と し て 配 布  

し て い る 。今 後 は 会 報 に も 掲 載 し た い 。ま た 、新 規 認 定 取 得 者 に 対 す る  
説 明 に 使 っ て い る 」（ 団 体 B）  

○ 「 組 合 長 会 議 な ど で 紹 介 し て い る 」（ 団 体 F）  
 ○「 認 定 団 体 研 修 の 内 容 を 認 定 事 業 者 レ ベ ル に 伝 え よ う と 思 っ て も 、伝 え  

に く い し 、認 定 事 業 者 研 修 に 反 映 で き る よ う な 内 容 で も な い 」（ 団 体 D）  
 ○「 現 状 で は 認 定 団 体 研 修 の 内 容 を 、傘 下 の 認 定 事 業 者 教 育 に 反 映 さ せ る  

よ う な こ と は し て い な い 」（ 団 体 E）  
な ど の 例 が あ げ ら れ た 。  
 「 認 定 事 業 者 研 修 の テ キ ス ト 作 り に 反 映 さ せ て い る 」と い っ た よ う に 認 定  
団 体 研 修 の 結 果 を 積 極 的 に 反 映 さ せ よ う と し て い る 団 体 は 、今 回 調 査 対 象 と  
な っ た 事 業 者 の 半 数 程 度 に す ぎ な い 。  

本 来 で あ れ ば 認 定 団 体 研 修 で 指 摘 さ れ た 注 意 点 や 、合 法 木 材 推 進 活 動 に お

け る 新 し い 動 き な ど に 関 し て は 、認 定 事 業 者 に 対 し て 徹 底 さ す べ き も の と 考

え ら れ る が 、現 実 に は ま だ そ う な っ て い な い 。今 後 、こ の よ う な 方 向 へ 動 く

こ と が 望 ま れ る が 、そ の た め に は 認 定 事 業 者 に と っ て 必 要 な 情 報 を 認 定 団 体

研 修 の テ ー マ と し て 取 り 上 げ て い く 必 要 が あ る 。  
 な お 、 今 後 へ の 要 望 と し て 、  
 ○「 合 法 木 材 の 認 知 度 の 向 上 と 利 用 増 加 の た め に は 団 体 研 修 の 継 続 が 必 要  

で あ り 、特 に 木 材 利 用 ポ イ ン ト な ど 新 し い 制 度 に 関 す る 説 明 、ま た 、そ  
の 制 度 と 合 法 木 材 と の 関 係 の 説 明 が 必 要 で あ る 。ま た 、TPP と の 関 わ り  
な ど ホ ッ ト な 動 き に 関 す る 講 演 な ど も 必 要 で は な い か 。さ ら に 、地 域 性  
を 生 か す 企 画 が あ っ て も よ い 。先 行 す る 優 良 事 例 が 紹 介 さ れ る と 、他 の  
認 定 事 業 者 に と っ て も 参 考 に な る 」（ 団 体 A）  

○「 合 法 木 材 取 引 で 受 注 や 収 益 が 増 え た 事 例 な ど 実 益 に つ な が る も の が あ  
れ ば 、 合 法 木 材 の 意 義 を 一 層 明 示 で き る と 思 わ れ る 」（ 団 体 B）  

○「 認 定 事 業 者 が 日 常 の 現 場 で 参 考 に な る よ う な 事 柄 、分 別 管 理 や 文 書 管  
理 の や り 方 な ど の 具 体 的 事 例 と い っ た 実 務 レ ベ ル で の 内 容 の も の が ほ

し い 」（ 団 体 C）  
○「 も う 少 し 噛 み 砕 い て 一 般 の 人 に も わ か る よ う な 内 容 が ほ し い し 、現 場  

9



で 使 え る よ う な 内 容 に し て ほ し い 」（ 団 体 D）  
な ど が あ げ ら れ て お り 、認 定 事 業 者 の 日 常 活 動 に 対 し て 役 立 つ よ う な 内 容 を

望 む 傾 向 が 強 い 。こ の よ う な 傾 向 は 昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ に お い て も 明 ら か に

な っ て お り 、 早 急 な 対 応 が 望 ま れ る 。  
 ま た 、 昨 年 度 は 団 体 研 修 の 内 容 の 活 用 に 関 し て 、「 参 加 者 の 勉 強 の 範 囲 を

出 て い な い 」と の 意 見 が あ っ た 。今 年 度 に お い て は 、こ の よ う な 意 見 は 出 さ

れ て い な い が 、全 体 的 に 同 様 な 傾 向 は あ る と 考 え ら れ る 。こ の 改 善 に は 前 述

し た よ う な 研 修 内 容 の 再 検 討 も 不 可 欠 で あ る と 考 え ら れ る 。  
 
表 Ⅰ － ６  団 体 研 修 へ の 参 加  

 
 
（ ６ ）  認 定 団 体 主 催 の 認 定 事 業 者 研 修 会 の 開 催 状 況  
 認 定 団 体 主 催 の 認 定 事 業 者 研 修 は 、「 開 催 し た こ と が な い 」 と し て い る 1
団 体 を 除 け ば 6 団 体 で 開 催 さ れ 、 半 分 の 3 団 体 （ 団 体 A、 C、 D） は 毎 年 、

残 り 3 団 体（ B、 F、 G）は「 時 々 、数 年 に 1 度 実 施 す る 」と い う か た ち に な

っ て い る 。  
 「 時 々 開 催 」の 中 に は「 平 成 19～ 20 年 に 開 催 し て 以 降 、開 催 し て い な い 」

（ 団 体 B） と い う と こ ろ も あ る が 、 こ の よ う な と こ ろ も 「 平 成 24 年 度 に 新

規 加 入 が 多 か っ た の で 、 平 成 25 年 度 に は 開 催 を 検 討 し た い 」 と し て い る 。  
 ま た 、 こ れ ま で 「 開 催 し た こ と が な い 」 と し た 団 体 E も 、「 平 成 25 年 度

に は 実 施 し た い 」 と し て い る 。  
な お 、 団 体 A は 、 認 定 事 業 者 が 遠 方 に 散 在 し て い る と い う こ と も あ っ て 、

1 年 2 回 、 場 所 を 変 え て 開 催 し て い る し 、 団 体 C も 平 成 22 年 度 に は 2 か 所

で 開 催 し て い た 。こ の よ う に 場 所 を 変 え て 年 に 数 回 開 催 す る 例 は 、こ れ ま で

に も 見 ら れ た 。  
 開 催 の 方 法 を 見 る と 「 単 独 開 催 」、「 共 催 」 と も に そ れ ぞ れ 3 団 体 と な り 、

「 毎 年 開 催 」 で は 共 催 が 2 団 体 （ 団 体 A、 D）、「 時 々 開 催 」 で は 「 単 独 で 開

催 」 が 2 団 体 （ 団 体 B、 F） と な る 。 昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ 結 果 で も 「 毎 年 開

催 」し て い る 団 体 で は「 共 催 」が 多 く 、「 時 々 開 催 」し て い る と こ ろ で は「 単

独 で 開 催 」が 多 か っ た 。こ れ ら か ら す る と「 毎 年 開 催 す る に は 単 独 で は 人 手・

毎回参加 何回か参加 参加したことなし 備　　考

A ○ × × 今年度は2人参加。1人は新任だったので勉強になった。
B ○ × × 毎年、専務理事が参加。担当が参加したことはない。
C ○ × × 毎年副理事長が参加しており、事務担当者が参加した

こともある。
D ○ × × 専務理事が参加している。
E ○ × × 今年度は専務理事（新任）が参加した。
F ○ × × 初年度から毎年参加している。
G ○ × × 毎年参加している。

10



経 費 の 面 で 難 し く 、共 催 に よ っ て 負 担 を 軽 減 さ せ よ う 」と い う 事 情 が あ る と

考 え ら れ る 。な お 、今 年 度 の ヒ ア リ ン グ で は 、共 催 の 相 手 は い ず れ も 県 森 林

組 合 連 合 会 、 県 森 林 整 備 協 会 連 合 会 な ど 川 上 側 の 団 体 が 多 い 。  
 参 加 の 呼 び か け 範 囲 及 び 参 加 人 数 に つ い て は 、 次 の と お り で あ る 。  
 ○ 「 今 年 度 は 、 今 後 認 定 取 得 を 予 定 し て い る と こ ろ に も 声 を か け た ほ か 、 

県 内 の 各 種 団 体 に も 案 内 を 出 し た 。ま た 、今 年 度 は 講 演 会 と 同 時 に 開 催  
し た の で 参 加 が 増 え た 。 参 加 人 員 100 名 」（ 団 体 A）  

 ○ 「 こ れ ま で は 合 法 木 材 供 給 認 定 事 業 者 だ け を 対 象 に し た 」（ 団 体 B）  
 ○「 県 木 連 会 員 、県 森 連 会 員 、建 築 業 界 に 参 加 呼 び か け を し た ほ か 、市 ・ 

町 ・ 村 等 の 自 治 体 に も 電 話 で 案 内 を し た 。 今 年 度 は 参 加 人 数 70 名 」  
（ 団 体 C ） 

 ○ 「 認 定 事 業 者 83 名 と 県 担 当 者 1 名 が 参 加 し た 」（ 団 体 D）  
 ○ 「 県 木 連 会 員 を 対 象 に し た 」（ 団 体 F）  
 ○ 「 平 成 19、 22 年 度 は 認 定 事 業 者 だ け を 対 象 に し た が 、 平 成 20 年 度 は

認 定 事 業 者 の 他 に 県 ・ 市 ・ 町 ・ 村 の 担 当 者 も 含 め た 。 参 加 人 員 は 平 成

20 年 度 63 名 、 平 成 22 年 度 45 名 」（ 団 体 G）  
研 修 内 容 ・ テ ー マ と テ キ ス ト の 作 成 に つ い て み る と 、  
○「 合 法 木 材 推 進 制 度 の 仕 組 み 、手 続 き な ど を 説 明 す る ほ か 、関 連 す る テ  

ー マ で 講 演 会 を 企 画 す る こ と も あ る 。 平 成 24 年 度 は 専 務 理 事 が 作 成 し  
た テ キ ス ト で 、 バ イ オ マ ス 発 電 と の 関 係 に つ い て の 講 演 を 行 っ た 」  

（ 団 体 A ） 
 ○「 全 国 木 材 組 合 連 合 会 か ら テ キ ス ト を 入 手 し 、合 法 木 材 推 進 活 動 の 仕 組  

み 等 を 説 明 し て い る 」（ 団 体 B）  
 ○ 「 平 成 23 年 度 は 国 土 交 通 省 東 北 整 備 局 に 依 頼 し て 公 共 建 築 物 の 木 造 化  

に つ い て 、 平 成 24 年 度 は 林 業 経 済 研 究 所 に 依 頼 し て 合 法 木 材 推 進 活 動  
の 実 態 と 今 後 の 方 向 に つ い て 、ま た 県 庁 に 依 頼 し て 県 内 の 森 林・林 業 ・ 
木 材 産 業 の 現 状 と 課 題 に つ い て の 講 演 会 を 実 施 し た 」（ 団 体 C)  

 ○「 認 定 団 体 規 定 、実 施 要 領 を テ キ ス ト に し て 、申 請 か ら 事 業 実 施 ま で の  
流 れ を 説 明 し て い る 」（ 団 体 F）  

 ○「 県 木 協 が 原 案 を 作 成 し 、県 森 連 と 調 整 し て テ ー マ 等 を 決 定 す る 。平 成  
19 年 度 は 合 法 木 材 の 周 知 と 認 定 の 仕 組 み 、平 成 20 年 度 は こ れ ら に 加 え  
て 合 法 木 材 の メ リ ッ ト 、 平 成 22 年 度 は 法 令 遵 守 の 徹 底 化 に つ い て 、 主  
に 全 国 木 材 組 合 連 合 会 の 認 定 団 体 研 修 で 使 用 し た テ キ ス ト を 再 編 集 し  
て 実 施 し た 」（ 団 体 G）  

な ど と な っ て お り 、 か な り 積 極 的 に 企 画 を 立 て 実 施 し て い る と こ ろ も あ る 。 
 さ ら に 今 後 の 方 針 に つ い て は 、  
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 ○「 今 後 も 年 2 回 は 実 施 し た い 。大 勢 の 参 加 者 を 得 て 、合 法 木 材 の 周 知 ・ 
拡 大 を 図 る こ と が 重 要 だ が 、 会 費 だ け で 経 費 を 負 担 す る こ と は 難 し く 、 
全 木 連 の 助 成 が な け れ ば 開 催 で き な い 」（ 団 体 A）  

 ○ 「 最 近 は 必 要 性 を 感 じ な か っ た た め 、 開 催 し て い な か っ た が 、 平 成 25  
年 度 は 新 規 加 入 も あ っ た こ と か ら 、 開 催 を 検 討 し た い 」（ 団 体 B）  

 ○ 「 平 成 25 年 度 は 、 未 認 定 事 業 者 や 建 築 業 界 へ の 普 及 を 図 る こ と な  
ど を 含 め て 、 受 講 者 の 拡 大 を 図 り た い 」（ 団 体 D）  

 ○ 「 平 成 2 5 年 度 は 木 質 バ イ オ マ ス 関 連 を テ ー マ に 開 催 し た い 」（ 団 体 F） 
 ○ 「 平 成 25 年 度 は 県 木 連 と の 共 催 を 予 定 し て い る 。 今 後 は 建 築 ・ 設 計 関  

係 者 も 含 め て 開 催 し た い 」（ 団 体 G）  
と い っ た 意 見 が 出 さ れ た 。  
 
表 Ⅰ － ７  認 定 団 体 主 催 の 認 定 事 業 者 研 修 会 の 開 催  

 

 
（ ７ ）  情 報 公 開 の 実 態  
 信 頼 性・透 明 性 の 確 保 の た め に も 、ま た 、合 法 木 材 の Ｐ Ｒ の た め に も 情 報

の 公 開 は 不 可 欠 で あ る が 、 そ の 実 態 は 次 の よ う な も の で あ る 。  
１ ） 合 法 ナ ビ に よ る 情 報 の 公 開  
合 法 ナ ビ に よ る 情 報 の 公 開 に つ い て は 、 7 認 定 団 体 の 全 て が 最 新 の 認 定 事

業 者 名 簿 を 公 開 し て い る 。 ち な み に 昨 年 度 の 認 定 団 体 ヒ ア リ ン グ で は 、「 認

定 事 業 者 名 簿 の 更 新 の 方 法 が 難 し く 、作 業 が 面 倒 だ 」と の 意 見 が 出 さ れ る な

ど 、11 団 体 の う ち 、最 新 の 情 報 を 掲 載 し て い た の は 3 団 体 に す ぎ な か っ た 。  

毎年 開催 時々 開催 開催した 備　　考

単独 共催 単独 共催 こと無い

A × ○ × × 専務理事が県森林整備協連の専務理事
を兼務していることと、出来るだけ多くの
人たちに参加してもらうため、共催で
実施している。

B × × ○ × 平成19年、20年に開催したが、その後は
必要性を感じないため、開催していない。
今年度は新規加入が多かったこと
もあって、開催を検討したい。

C ○ × × × 毎年、講習会も含めて実施している。
D × ○ × × 今年度は、県森連との共催で実施した。

来年度は未受講者、建築業界などへの
普及も含め、受講者の拡大を目指す。

E × × × × ○ 来年度は県森連との共催で実施で実施
したい。

F × × ○ × 発足当初に一度だけ開催した。
来年度は木質バイオマス関係も含め、
開催を検討している。

G × × × ○ 県森連との共催で実施している。
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こ の 他 、 行 動 規 範 、 実 施 要 領 、 規 定 類 の 公 開 に つ い て は 、 分 別 管 理 ・ 文 書

管 理 方 針 書 だ け は 非 公 開 、そ の 他 は 公 開 に し て い る と こ ろ が 半 数 近 く あ っ た 。 
 
表 Ⅰ － ８  合 法 ナ ビ で の 情 報 公 開  

 

 
２ ） 合 法 ナ ビ 以 外 で の 情 報 の 公 開  
合 法 ナ ビ 以 外 で の 情 報 の 公 開 に つ い て は 、団 体 の HP で 公 開 し て い る と す

る の が 5 団 体 、そ の 他 の 手 段 で 情 報 公 開 を 行 っ て い る の が 3 団 体 で あ り 、全

て の 認 定 団 体 が 合 法 ナ ビ 以 外 で も 何 ら か の 方 法 で 情 報 提 供 を 行 っ て い た 。  
な お 、 昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ で は 、 11 団 体 の う ち 合 法 ナ ビ 以 外 で 情 報 を 公

開 し て い た の は 4 団 体 で あ っ た 。  
 合 法 ナ ビ 以 外 で の 情 報 の 公 開 に 関 す る 実 態 及 び 意 見 は 、次 の よ う に な っ て

い る 。  
 ○「『 木 産 協 だ よ り 』や 団 体 HP で 公 開 し て い る 。『 県 産 材 は ど こ で 買 え る  

か ？ 』と い う 質 問 は あ る が 、合 法 木 材 に 対 す る 関 心 は 低 い 。大 手 新 聞 や  
雑 誌 へ の 広 告 掲 載 も 有 効 で は な い か 」（ 団 体 A）  

 ○「 会 報（ 隔 月 ）に 必 要 に 応 じ 掲 載 す る ほ か 、実 績 報 告 を 依 頼 す る 時 に パ  
ン フ レ ッ ト な ど を 同 封 し て い る 。以 前 、県 外 の 業 者 か ら『 合 法 ナ ビ を 見  
た が 内 容 が 違 う の で は な い か 』と の 問 い 合 わ せ が あ り 、そ の 後 は 正 確 を  
期 す る よ う に し て い る 。一 般 消 費 者 か ら の 問 い 合 わ せ は な い 」（ 団 体 B）  

 ○「 団 体 HP で も 公 表 し て い る が 、会 報 等 に は 掲 載 し て い な い 」（ 団 体 C）  
 ○「 団 体 HP を 刷 新 す る 計 画 が あ り 、そ の 時 に は 合 法 木 材 に 関 す る 情 報 も 、  

単 に 認 定 事 業 者 一 覧 だ け で な く 、合 法 木 材 の 意 味 や 実 施 要 領 等 も 掲 載 し

た い と 考 え て い る 」（ 団 体 D）  
 ○ 「 団 体 HP で も 情 報 公 開 を 図 っ て い る 」（ 団 体 E）  
 ○「 団 体 HP で も 情 報 公 開 を 図 っ て お り 、地 域 型 住 宅 ブ ラ ン ド 化 事 業 の 募  
  集 の 際 に は 、 設 計 士 か ら 内 容 の 問 い 合 わ せ が あ っ た 」（ 団 体 F）  

　　　公開している 備　　考

最新情報 非最新情報

A ○ 新しい認定事業体が生じたり、脱退する認定事業体があった場合は、
直ちに掲載するようにしている。

B ○ 平成24年12月に、認定事業体名簿を改訂して掲載した。
行動規範、実施要領、分別管理・文書管理方針書も公開している。

C ○ 認定事業者リストは、最新のものを掲載している。
D ○ 認定事業者リストは、最新のものを掲載している。
E ○ 認定事業者リストは、最新のものを掲載している。
F ○ 最新の情報を公開しているが、分別管理・文書管理方針書は非公開

にしている。
G ○ 行動規範、実施要領、認定事業体一覧は公開しているが、分別管理・

文書管理方針書は非公開にしている。
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 ○「 団 体 HP で も 情 報 公 開 を 図 っ て お り 、年 に 数 回 は 認 定 事 業 者 に 関 し て  
の 電 話 で の 照 会 が あ る 。今 後 は 分 別 管 理・文 書 管 理 方 針 書 も 掲 載 す る よ  
う 検 討 し た い 」（ 団 体 G）  
 
表 Ⅰ － ９  合 法 ナ ビ 以 外 で の 情 報 公 開  

 
 
（ ８ ）  普 及 活 動 の 実 態  

１ ） 未 認 定 事 業 者 へ の 働 き か け  
 未 認 定 事 業 者 へ の 働 き か け は 、7 認 定 団 体 の う ち 団 体 F が 地 区 組 合 を 通 し

て 、 ま た 団 体 G が 研 修 会 な ど で 加 入 呼 び か け を 行 っ て い る こ と の 2 例 を 除

け ば 、 ほ と ん ど 行 わ れ て い な い 。  
 昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ で も 、 11 認 定 団 体 中 2 団 体 が 、 合 法 木 材 認 定 説 明 会

の 開 催 や 県 産 材 認 証 関 連 会 議 の 際 に そ れ ぞ れ 勧 誘 す る に と ど ま っ て い た 。ま

た 、昨 年 度 は「 こ の 制 度 を あ ま り 意 味 の あ る も の と し て 認 識 し て い な い た め 」、

「 現 状 で は 、あ ま り 有 用 な 制 度 で は な い と 認 識 し て い る た め 」勧 誘 は し て い

な い と い う 極 め て 否 定 的 な 意 見 も 出 さ れ て い た 。  
 な お 今 年 度 の 意 見 を 見 る と 次 の と お り で あ る 。  
 ○ 「 素 材 生 産 業 者 の 加 入 率 の 低 い こ と が 問 題 で あ る 」（ 団 体 B）  
 ○ 「 公 共 建 築 木 造 化 事 業 な ど も あ り 、 認 定 事 業 者 数 は 近 年 増 え た 」  

（ 団 体 C ） 
 ○「 公 共 事 業 な ど の 関 係 で 合 法 木 材 を 要 求 さ れ な い 限 り 、認 定 事 業 者 と し  

て は 全 く 関 心 が な い 。ま た 、具 体 的 な メ リ ッ ト を 説 明 で き な い と 勧 誘 す  
る の も 難 し い 。こ の た め 総 会 の 時 に 情 報 と し て 紹 介 す る 程 度 で あ る 。し  
か し 、昨 年 か ら 固 定 価 格 買 取 制 度 の 関 係 で 、非 組 合 員 の 廃 棄 業 者 な ど が  
バ イ オ マ ス 供 給 業 者 の 認 定 を 求 め て く る ケ ー ス が 2～ 3 例 あ り 、 こ れ ら  
に つ い て は 準 会 員 と し て 合 法 木 材 と の 抱 き 合 わ せ で 認 定 す る こ と に し  
て い る 」（ 団 体 D）  

 ○「 参 加 を 呼 び か け て い る が 、公 共 事 業 な ど で 合 法 木 材 に 関 わ る 業 者 以 外  
は 関 心 が な く 、 強 制 的 に 働 き か け る こ と は 難 し い 」（ 団 体 E）  

 ○ 「 県 下 19 地 区 組 合 を 通 し て 呼 び か け を 行 っ て い る が 、 今 後 、 地 域 型 住

団体HP その他の方法 特にない

A ○ ○ 団体HPのほか、毎月刊行する機関誌などで情報公開を行っている。
B ○ 隔月に刊行する会報に、必要に応じて情報を掲載している。
C ○ × 団体HPで情報の公開を行っている。
D ○ × 団体HPの刷新を考えており、合法木材関係の情報も充実させる予定

である。
E ○ ○ HP、会報で情報の周知を図っている。
F ○ × 「合法ナビ」と同じものを団体HPにも掲載している。
G ○ × 団体HPで行動規範、実施要領､認定事業者一覧、分別管理・文書

管理方針書を掲載している。
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宅 ブ ラ ン ド 化 事 業 や 木 材 利 用 エ コ ポ イ ン ト 制 度 に 付 随 し て 、加 入 申 請 が

出 て く る 可 能 性 が あ る 」（ 団 体 F）  
 ○「 バ イ オ マ ス 関 係 が 認 定 事 業 者 認 定 に 入 っ た の で 、素 材 生 産 業 者 に 働 き  

か け て い き た い し 、 研 修 会 へ の 参 加 も 呼 び か け た い 」（ 団 体 G）  
 
表 Ⅰ ― 10 未 認 定 事 業 者 へ の 働 き か け  

 
 

２ ） 行 政 機 関 、 建 築 業 界 、 DI Y 業 界 へ の 働 き か け  
 行 政 機 関 、建 築 業 界 、DI Y 業 界 へ の 働 き か け に つ い て は 、全 て の 認 定 団 体

が 行 っ て い る の は パ ン フ レ ッ ト や ポ ス タ ー の 配 布 で 、そ れ 以 外 の こ と は 1 認

定 団 体 を 除 い て ほ と ん ど な さ れ て い な い 。 昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ で は 、 11 認

定 団 体 の う ち 、パ ン フ レ ッ ト や ポ ス タ ー の 配 布 を 行 っ て い た の は 8 認 定 団 体

で 、 3 認 定 団 体 は 全 く な に も し て い な か っ た 。  
 今 年 度 の ヒ ア リ ン グ で 、パ ン フ レ ッ ト や ポ ス タ ー の 配 布 以 外 の 動 き を し て

い た の は 団 体 D で あ る 。「 3 年 前 、 DIY 業 界 に 参 加 し て も ら お う と 県 内 を 主

に 展 開 し て い る D IY 企 業 に 勧 誘 を 行 っ た が 、 断 ら れ た と い う 経 緯 が あ る 」

と し て い た 。最 終 的 に は 成 功 し な か っ た が 、こ の よ う な 動 き は 注 目 に 値 す る 。 
 こ の 他 、今 後 の 動 き も 含 め て の 意 見 と し て は 次 の よ う な も の が あ る が 、「 行

政 機 関 、建 築 業 界 、DIY 業 界 へ の 働 き か け を 今 も 行 っ て い な い し 、今 後 も 行

え な い 」 と し た と こ ろ は 、 そ の 理 由 と し て 「 人 手 不 足 」 を あ げ て い た 。  
 ○「 合 法 木 材 の 認 知 度 の 向 上 が 第 一 だ か ら 、今 後 は 建 築 士 会 な ど に 働 き か  

け て い き た い 」（ 団 体 A）  
 ○ 「 研 修 会 へ の 勧 誘 な ど 、 建 築 業 界 へ の 働 き か け は 考 え て い き た い 」  

（ 団 体 D ） 
 ○ 「 平 成 25 年 度 か ら は 、 研 修 会 開 催 に 当 た っ て は 県 庁 、 建 築 関 係 団 体 に

も 働 き か け よ う と 考 え て い る 」（ 団 体 E）  
 ○「 今 後 は 県 建 築 組 合 、建 築 士 会 な ど へ も 研 修 会 へ の 参 加 を 呼 び か け た い 」 

（ 団 体 G） 
 
 

行っている 備　　考

A × 積極的には行っていない。
B × 素材生産業者の認定比率が低いが、積極的な働きかけはしていない。
C × 特別行っていない。
D × 具体的メリットがないため積極的には行っていない。
E × 認定事業者以外は合法木材に関心がないため、強制的な働きかけは難しい。
F ○ 現在は地区組合を通して呼びかけている。
G ○ 研修会などで呼びかけているが、今後は素材生産者への勧誘を検討したい。
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表 Ⅰ － １ １  行 政 機 関 、 建 築 業 界 、 DI Y 業 界 へ の 働 き か け  

 

 
３ ） 消 費 者 へ の 働 き か け  

 消 費 者 へ の 働 き か け を 行 っ て い た の は 、７ 認 定 団 体 の う ち ５ 認 定 団 体 で あ

り 、 ２ 認 定 団 体 は 実 施 し て い な い 。 昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ で は 11 認 定 団 体 の

う ち 4 認 定 団 体 が 実 施 し て い た 。  
 働 き か け の 内 容 と し て は 、昨 年 度 も そ う で あ っ た が 、主 に 県 な ど が 開 催 す

る 催 し 物 へ の 参 加 で あ る 。  
 今 年 度 の 動 き を 見 る と 次 の と お り で あ る 。  
 ○ 「 県 の 林 業 祭 （ 参 加 者 10 万 人 ） で 、 合 法 木 材 、 JAS、 認 証 材 の Ｐ Ｒ ブ  

ー ス を 設 け 消 費 者 へ の 働 き か け を し て い る 。但 し 、消 費 者 は パ ン フ レ ッ  
ト は 持 ち 帰 る が 、盛 り 上 が る と こ ろ ま で い か な い 。来 年 度 は 景 品（ 木 製  
し お り ）を 準 備 す る 予 定 で 、こ う い う こ と で 消 費 者 の 関 心 を 高 め て い き  
た い 」（ 団 体 Ａ ）  

 ○「 毎 年 、県 の 農 林 業 祭 に 出 展 し 、パ ン フ レ ッ ト な ど を 配 布 し 、合 法 木 材

の Ｐ Ｒ を 行 っ て い る 」（ 団 体 Ｃ ）  
 ○「 県 の 住 宅 フ ェ ア で 合 法 木 材 コ ー ナ ー を 設 け 、ク イ ズ 形 式 の ア ト ラ ク シ  

ョ ン な ど で 関 心 を 呼 ん だ 」（ 団 体 E）  
 ○ 「 木 材 市 場 と 共 催 で 、 市 場 内 に 特 設 会 場 を 設 け Ｐ Ｒ を 行 っ た 。 参 加 者

1000 人 」（ 団 体 Ｇ ）  
○「 農 林 水 産 省『 消 費 者 の 部 屋 』に 椅 子 、テ ー ブ ル を 出 品 し た 。こ の 他 は

パンフ・ポスター 研修会等への 行っていない 備　　考
の配布 勧誘

A ○ × 今後、建築士協会に対し研修会への出席を
働きかけを行いたい。

B ○ × パンフ・ポスターは市町村林務担当、建築士
会支部に送付した。
ＤＩＹ業界にも働きかけたがことわられた。

Ｃ ○ ○ 研修会には建築業界に呼び掛けている。
Ｄ × ○ 他業界への働きかけは特に行っていないが、

今後、検討する事も考えている。
Ｅ ○ × パンフ・ポスターは県庁、建築関係に届けてい

る。
今後、これらに対し研修会参加をよびかける
ことを考えている。

Ｆ ○ × ○ パンフ・ポスターを県農林事務所、森林技術
センターなどに配布しているほかは、特に働き
かけは行っていない。

Ｇ ○ × 認定事業者だけでなく会員全てに配布する
ほか、イベントへの参加者にも配布している。
今後、研修会については建設組合、建築士会
などへの参加呼びかけを行いたい。
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特 に 行 っ て い な い 」（ 団 体 Ｂ ）  
 ま た 、 消 費 者 向 け の 働 き を 行 っ て い な い 団 体 D か ら は 、「 イ ベ ン ト の 開 催  
な ど あ る の だ ろ う が 、ど れ だ け 効 果 が あ る の か 疑 問 で あ る 」と の 意 見 が 出 さ  
れ た 。  
 昨 年 度 の ヒ ア リ ン グ で は「 消 費 者 へ の 働 き か け も 必 要 で は あ る が 、人 手 不  
足 で 実 施 で き な い 」と い う 意 見 が あ り 、今 年 度 も 同 様 な 意 見 が 出 さ れ た 。こ  
れ に つ い て も 、認 定 事 業 者 研 修 と 同 じ よ う に 、一 つ の 認 定 団 体 単 独 で の 行 動  
で な く 、 他 の 認 定 団 体 と の 共 催 も 考 え ら れ る 。  
 
 
表 Ⅰ － １ ２  消 費 者 へ の 働 き か け  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行っている 備　　考

Ａ ○ 県の林業祭り（参加者10万人）で、合法木材、ＪＡＳ、認証材のＰＲブースを設置し
消費者への働きかけを行っている。
消費者はパンフレットは持ち帰るが、盛り上がるところまではいっていない。
来年度は景品（木製しおり）を準備する予定で、消費者の関心を強めていきたい。

Ｂ ○ 農林水産省「消費者の家」に椅子、テーブルを出品した。
Ｃ ○ 県の農林業際に参加し、合法木材のPRをしている。
Ｄ × 特に行っていない。イベントの開催などもあろうが、どれだけ効果があるのか

疑問である。
Ｅ ○ 県住宅フェアーで合法木材コーナーを設け、クイズ形式のアトラクションなども

やっており、人々の関心を呼んでいる。
Ｆ × 特に行っていない。
Ｇ ○ 平成24年度は木材市場と共催で、市場の特設会場で開催した（参加者1000人）。
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Ⅱ．合法木材供給認定事業者ヒアリング調査結果  
 

１ ． 趣 旨 と 概 要  
（ １ ） 趣 旨  

合 法 木 材 供 給 認 定 事 業 者 の 活 動 実 態 を よ り 具 体 的 に 把 握 し 、今 後 、認 定 事

業 者 の 活 動 の 透 明 性・信 頼 性 を 向 上 さ せ る た め に 、認 定 事 業 者 を 対 象 と し た

ヒ ア リ ン グ を 実 施 し た 。認 定 事 業 者 へ の ヒ ア リ ン グ は 、従 来 、認 定 団 体 の 役

職 員 に 依 頼 し 実 施 し て き た が 、今 回 は 林 業 経 済 研 究 所 か ら の 調 査 員 の 訪 問 に

よ っ て 実 施 し た 。  
 
（ ２ ） 調 査 の 対 象 と 実 施 方 法  

今 回 の ヒ ア リ ン グ の 対 象 と な っ た 認 定 事 業 者 は 29 で あ り 、 内 訳 と し て は  
素 材 流 通 業 2、製 材 業 5、プ レ カ ッ ト 加 工 業 4、合 板 製 造 業 2、そ の 他 製 造 業

7、木 材 製 品 流 通 業 9 で あ っ た 。調 査 は 平 成 24 年 12 月 か ら 3 月 初 旬 に か け

て 実 施 し た 。  
 
（ ３ ） ヒ ア リ ン グ の 内 容  
 １ ） 合 法 木 材 の 調 達 状 況  
 ２ ） 合 法 木 材 の 供 給 状 況  
 ３ ） 分 別 管 理 の 状 況  
 ４ ） 文 書 管 理 の 状 況  
 ５ ） 分 別 管 理 責 任 者 の 選 任 の 公 表  
 ６ ） 認 定 事 業 者 研 修 へ の 参 加 状 況  
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２ ． 調 査 結 果  
（ １ ） 合 法 木 材 の 調 達 状 況  

１ ） 調 達 方 針  
 合 法 木 材 の 調 達 方 針 に つ い て の 結 果 は 次 の と お り で あ る 。  
 ○「 全 量 合 法 木 材 と す る 」69％（ 20 事 業 者 ） ［ 昨 年 度 47％（ 16 事 業 者 ）］   
 ○「 出 来 る だ け 」21％（ 6 事 業 者 ）     ［ 昨 年 度 35％（ 12 事 業 者 ）］  
 ○「 要 請 が あ っ た 時 だ け 」10％（ 3 事 業 者 ）  ［ 昨 年 度 18％（ 6 事 業 者 ）］  
 全 体 の 90％ が 「 全 て 合 法 木 材 に す る 」 も し く は 「 出 来 る だ け 合 法 木 材 と

す る 」と い う 調 達 方 針 の 下 で 活 動 を し て い る 。認 定 団 体 に よ っ て は 調 達 方 針

の 策 定 を 義 務 付 け て い な い と こ ろ も あ る が 、そ の よ う な 認 定 団 体 傘 下 の 認 定

事 業 者 に お い て も 、文 書 化 は し て い な い も の の 、目 標 を「 全 て 合 法 木 材 に す

る 」も し く は「 出 来 る だ け 合 法 木 材 と す る 」と し て 認 識 し て い る と こ ろ が 多

か っ た 。  
 対 象 と な っ た 認 定 事 業 者 の 中 に は 複 数 の 事 業 を 行 っ て い る と こ ろ も あ る

た め 、 主 な 業 種 別 で み る と 、 サ ン プ ル 数 が 少 な い と い う 問 題 は あ る も の の 、

各 業 種 の 平 均 比 率 よ り 高 い の は 、「 全 量 合 法 木 材 に す る 」 で は 素 材 流 通 業 及

び 合 板 製 造 業 が 100％ （ そ れ ぞ れ 2 事 業 者 ）、 製 品 流 通 業 89％ （ 8 事 業 者 ）、

製 材 業 80％（ 4 事 業 者 ）で 比 率 が 高 い 。こ れ に 対 し て「 出 来 る だ け 合 法 木 材

に す る 」 は そ の 他 製 造 業 で 57％ （ 4 事 業 者 ）、 プ レ カ ッ ト 加 工 業 25％ （ 1 事

業 者 ） と 比 率 が 高 か っ た 。  
 な お 、「 要 請 が あ っ た 時 だ け 」は 、プ レ カ ッ ト 加 工 業 25％（ 1 事 業 者 ）、そ

の 他 製 造 業 14％ （ 1 事 業 者 ）、 流 通 業 11％ （ 1 事 業 者 ） な ど と な っ た 。  
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表 Ⅱ － １  合 法 木 材 の 調 達 方 針  

 

 
２ ） 調 達 の 際 の 合 法 木 材 の 比 率  

調 達 の 際 の 合 法 木 材 の 比 率 に つ い て は 、 次 の と お り で あ る 。  
○「 100％ 」41％（ 12 事 業 者 ）        ［ 昨 年 度 32％（ 11 事 業 者 ）］  

 ○「 80～ 99％ 」34％（ 10 事 業 者 ）      ［ 昨 年 度 24％（ 8 事 業 者 ）］  
 ○「 60～ 79％ 」な し             ［ 昨 年 度 12％（ 4 事 業 者 ）］  
 ○「 40～ 59％ 」3％（ 1 事 業 者 ）       ［ 昨 年 度   6％（ 2 事 業 者 ）］  
 ○「 20～ 39％ 」3％（ 1 事 業 者 ）       ［ 昨 年 度   3％（ 1 事 業 者 ）］  
 ○「 0～ 19％ 」10％（ 3 事 業 者 ）       ［ 昨 年 度 24％（ 8 事 業 者 ）］  
 こ れ を 見 る と 、「 100％ 」 と す る も の と 「 80～ 99％ 」 と す る も の の 比 率 が

全 体 の 75％ と な り 、 昨 年 度 の 56％ よ り 20 ポ イ ン ト 程 度 上 昇 し た 反 面 、「 0
～ 19％ 」 と す る も の の 比 率 が 昨 年 度 よ り 大 き く 低 下 し た 。  
 主 要 業 種 別 に み る と 、 合 法 木 材 比 率 「 100％ 」 と す る は 合 板 製 造 業 100％
（ 2 事 業 者 ）、製 材 業 80％（ 4 事 業 者 ）、プ レ カ ッ ト 加 工 業 50％（ 2 事 業 者 ）。

「 80～ 99％ 」と す る も の は 素 材 流 通 業 100％（ 2 事 業 者 ）、そ の 他 製 造 業 43％
（ 3 事 業 者 ）で あ る 。ま た 、木 材 製 品 流 通 業 で は「 40～ 59％ 」と す る も の と

「 20～ 39％ 」 と す る も の が そ れ ぞ れ 11％ （ 1 事 業 者 ） ず つ あ る 。  
さ ら に 「 1～ 19％ 」 と し た も の は 、 そ の 他 製 造 業 で 29％ （ 2 事 業 者 ）、 プ

レ カ ッ ト 加 工 業 で 25％ （ 1 事 業 者 ） と な っ た 。  
  

区分 全量 出来るだけ 要請時だけ 不明 合計
合法木材 合法木材 合法木材

素材流通業 2 0 0 0 2
製材業 4 1 0 0 5
プレカット 2 1 1 0 4
合板製造業 2 0 0 0 2
その他製造業 2 4 1 0 7
木材製品流通業 8 0 1 0 9

合計 20 6 3 0 29

区分 全量 出来るだけ 要請時だけ 不明 合計
合法木材 合法木材 合法木材

素材流通業 100% 0% 0% 0% 100%
製材業 80% 20% 0% 0% 100%
プレカット 50% 25% 25% 0% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 29% 57% 14% 0% 100%
木材製品流通業 89% 0% 11% 0% 100%

合計 69% 21% 10% 0% 100%
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表 Ⅱ － ２  調 達 時 に お け る 合 法 木 材 の 比 率  

 
 

３ ） 調 達 相 手 先 が 認 定 事 業 者 で あ る か の 確 認  
 調 達 相 手 先 が 認 定 事 業 者 で あ る か の 確 認 に つ い て は 、昨 年 度 、一 昨 年 度 と

ほ ぼ 同 じ 傾 向 を 示 し 、「 全 て 確 認 し て い る 」 が 全 体 の 3／ ４ を 占 め た 。  
 ○「 全 て 確 認 し て い る 」76％（ 22 事 業 者 ）  ［ 昨 年 度 76％（ 26 事 業 者 ）］  
 ○「 一 部 確 認 し て い る 」24％（ 7 事 業 者 ）  ［ 昨 年 度  21％（ 7 事 業 者 ）］  
 ○「 確 認 し て い な い 」な し                   ［ 昨 年 度   3％（ 1 事 業 者 ）］  
 業 種 別 で は 、「 全 て 確 認 す る 」 は 、 素 材 流 通 業 、 プ レ カ ッ ト 加 工 業 、 合 板

製 造 業 で そ れ ぞ れ 100％（ そ れ ぞ れ 2 事 業 者 、 4 事 業 者 、 2 事 業 者 ）と な り 、

「 一 部 確 認 す る 」 で は 、 そ の 他 製 造 業 43％ （ 3 事 業 者 ）、 製 材 業 40％ （ 2 事

業 者 ） で 比 率 が 高 か っ た 。  
な お 、調 達 相 手 先 が 認 定 事 業 者 で あ る か の 確 認 に つ い て は 、つ ぎ の よ う な

事 例 が あ っ た 。  
○ 「 初 め て 取 引 を す る 調 達 相 手 に 対 し て は 確 認 し て い る 」  
○「 調 達 相 手 先 が 認 定 事 業 者 で あ る こ と を 、認 定 書 の 写 し を 取 り 寄 せ て 確

認 し て い る 」  
○ 「 調 達 相 手 先 が 認 定 事 業 者 で あ る こ と は 、 電 話 で 確 認 し て い る 」  
○「 全 て 合 法 木 材 の 供 給 認 定 事 業 者 で あ る と の 認 識 だ が 、原 木 市 場 か ら の

調 達 に つ い て は 、 出 材 者 が 認 定 事 業 者 で あ る か 確 認 し き れ て い な い 」  
  
 
 
 

区分 100% 80～99％ 60～79％ 40～59％ 20～39％ 1～19％ 不明 合計

素材流通業 0 2 0 0 0 0 0 2
製材業 4 1 0 0 0 0 0 5
プレカット 2 1 0 0 0 1 0 4
合板製造業 2 0 0 0 0 0 0 2
その他製造業 2 3 0 0 0 2 0 7
木材製品流通業 2 3 0 1 1 0 2 9

合計 12 10 0 1 1 3 2 29

区分 100% 80～99％ 60～79％ 40～59％ 20～39％ 1～19％ 不明 合計

素材流通業 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 100%
製材業 80% 20% 0% 0% 0% 0% 0% 100%
プレカット 50% 25% 0% 0% 0% 25% 0% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 29% 43% 0% 0% 0% 29% 0% 100%
木材製品流通業 22% 33% 0% 11% 11% 0% 22% 100%

合計 41% 34% 0% 3% 3% 10% 7% 100%

21



表 Ⅱ － ３  調 達 相 手 先 が 合 法 木 材 認 定 事 業 者 で あ る か の 確 認  

 
 

４ ） 調 達 の 際 の 認 定 事 業 者 の 比 率  
 調 達 の 際 の 認 定 事 業 者 の 比 率 に つ い て は 、「 全 て 認 定 事 業 者 」、「 認 定 事 業

者 が 多 い 」、「 認 定 事 業 者 は 少 な い 」の 順 に な る こ と は 昨 年 度 、一 昨 年 度 と 変

わ ら ず 、同 じ よ う な 傾 向 に あ る 。し か し 、今 年 度 は「 認 定 事 業 者 が 多 い 」の

比 率 は 変 わ ら な い も の の 、「 全 て 認 定 事 業 者 」の 比 率 が 昨 年 度 と 比 べ て 高 く 、

「 認 定 事 業 者 は 少 な い 」 の 比 率 は 低 下 し た 。  
 ○「 全 て 認 定 事 業 者 」45％（ 13 事 業 者 ）   ［ 昨 年 度 38％（ 13 事 業 者 ）］  
 ○「 認 定 事 業 者 が 多 い 」45％（ 13 事 業 者 ）  ［ 昨 年 度 44％（ 15 事 業 者 ）］  
 ○「 認 定 事 業 者 は 少 な い 」7％（ 2 事 業 者 ）  ［ 昨 年 度 18％（  6 事 業 者 ）］  
 主 な 業 種 別 に み る と 、「 全 て 認 定 業 者 」と す る も の は 合 板 製 造 業 100％（ 2
事 業 者 ）、 製 材 業 80％ （ 4 事 業 者 ）、 プ レ カ ッ ト 加 工 業 50％ （ 2 事 業 者 ） で

多 く 、「 認 定 事 業 者 が 多 い 」 は 素 材 流 通 業 者 100％ （ 2 事 業 者 ）、 木 材 製 品 製

造 業 56％（ 5 事 業 者 ）、プ レ カ ッ ト 加 工 業 者 50％（ 2 事 業 者 ）の 順 と な っ た 。  
 
 
 
 
 
 

区分 全て 一部 確認 不明 合計
確認する 確認する していない

素材流通業 2 0 0 0 2
製材業 3 2 0 0 5
プレカット 4 0 0 0 4
合板製造業 2 0 0 0 2
その他製造業 4 3 0 0 7
木材製品流通業 7 2 0 0 9

合計 22 7 0 0 29

区分 全て 一部 確認 不明 合計
確認する 確認する していない

素材流通業 100% 0% 0% 0% 100%
製材業 60% 40% 0% 0% 100%
プレカット 100% 0% 0% 0% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 57% 43% 0% 0% 100%
木材製品流通業 78% 22% 0% 0% 100%

合計 76% 24% 0% 0% 100%
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表 Ⅱ － ４  調 達 の 際 の 認 定 事 業 者 の 比 率  

 

 
５ ） 調 達 の 際 の 伝 票 ・ 証 明 書 に よ る 確 認  

 調 達 の 際 の 伝 票・証 明 書 に よ る 確 認 に つ い て は 、「 全 て 確 認 し て い る 」、「 確

認 す る こ と が 多 い 」、「 確 認 し な い こ と が 多 い 」 が ほ ぼ 1／ 3 ず つ を 占 め て い

る 。昨 年 度 、一 昨 年 度 の 結 果 で は「 全 て 確 認 し て い る 」、「 確 認 す る こ と が 多

い 」、「 確 認 こ と は 少 な い 」 の 順 に ほ ぼ 60％ 、 25％ 、 10％ と な っ て お り 、 今

年 度 は か な り 傾 向 が 変 わ っ て い る 。  
 ○「 全 て 確 認 し て い る 」31％（ 9 事 業 者 ）   ［ 昨 年 度 62％（ 21 事 業 者 ）］  
 ○「 確 認 す る こ と が 多 い 」31％（ 9 事 業 者 ）  ［ 昨 年 度 26％（ 9 事 業 者 ）］  
 ○「 確 認 す る こ と は 少 な い 」34％（ 10 事 業 者 ） ［ 昨 年 度 12％（ 4 事 業 者 ）］  
 ○ 「 全 く 確 認 し な い 」 3％ （ 1 認 定 事 業 者 ）  ［ 昨 年 度 な し ］  
 ヒ ア リ ン グ に お い て「 確 認 し な い こ と が 多 い 」と し た 認 定 事 業 者 の う ち に

は 、「 調 達 相 手 先 が 全 て 認 定 事 業 者 、 も し く は そ の 多 く が 認 定 事 業 者 で あ る

か ら 、何 も 伝 票・証 明 書 で 合 法 木 材 で あ る こ と を 確 認 す る 必 要 は な い 」と す

る と こ ろ が あ っ た 。 こ の よ う な 意 見 は 昨 年 度 に お い て も 示 さ れ て い た 。  
 こ の た め 「 調 達 の 際 の 認 定 事 業 者 の 比 率 」 と の 関 係 で み る と 、「 調 達 相 手

先 は 全 て 認 定 事 業 者 」と す る 13 認 定 事 業 者 の う ち 、「 調 達 の 際 の 伝 票・証 明

書 は 全 て 確 認 す る 」は 6 事 業 者（ 46％ ）、「 確 認 す る こ と が 多 い 」は 4 事 業 者

（ 31％ ）、 と な る 。「 全 て 確 認 す る 」 と 「 確 認 す る こ と が 多 い 」 で 77％ と な

り 、「 調 達 相 手 先 は 全 て 認 定 事 業 者 」 と す る と こ ろ で は 、 25％ 程 度 は ほ と ん

区分 全て 認定事業者 認定事業者 認定事業者 不明 合計
認定事業者 が多い は少ない はいない

素材流通業 0 2 0 0 0 2
製材業 4 1 0 0 0 5
プレカット 2 2 0 0 0 4
合板製造業 2 0 0 0 0 2
その他製造業 2 3 1 0 1 7
木材製品流通業 3 5 1 0 0 9

合計 13 13 2 0 1 29

区分 全て 認定事業者 認定事業者 認定事業者 不明 合計
認定事業者 が多い は少ない はいない

素材流通業 0% 100% 0% 0% 0% 100%
製材業 80% 20% 0% 0% 0% 100%
プレカット 50% 50% 0% 0% 0% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 29% 43% 14% 0% 14% 100%
木材製品流通業 33% 56% 11% 0% 0% 100%

合計 45% 45% 7% 0% 3% 100%
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ど 確 認 し て い な い 。  
 ま た 、「 調 達 相 手 先 は 認 定 事 業 者 が 多 い 」 と す る 13 認 定 事 業 者 で は 、「 全

て 確 認 す る 」 2 事 業 者 （ 15％ ）、「 確 認 す る こ と が 多 い 」 5 事 業 者 （ 38％ ） と

い う よ う に 、「 全 て 確 認 す る 」と「 確 認 す る こ と が 多 い 」で 53％ と な り 、約

半 数 は ほ と ん ど 確 認 し て い な い 。  
 「 調 達 相 手 先 は 全 て 認 定 事 業 者 」と「 調 達 相 手 先 は 認 定 事 業 者 が 多 い 」と

で は 、「 調 達 の 際 の 伝 票 ・ 証 明 書 に よ る 確 認 」 に か な り な 差 が あ る 。  
 な お 、調 達 相 手 先 の 企 業 が 認 定 事 業 者 で あ る こ と が 証 明 さ れ て も 、そ の 時

に 入 荷 さ れ た 品 物 が 合 法 木 材 で あ る こ と の 証 明 に は な ら な い 。こ の た め 、ガ

イ ド ラ イ ン に も 記 載 さ れ て い る よ う に 、入 荷 さ れ た そ れ ぞ れ の 品 物 が 合 法 木

材 で あ る こ と を 伝 票 も し く は 証 明 書 に よ っ て 確 認 し け れ ば な ら な い 。こ れ が

分 別 管 理 の 第 一 歩 で あ り 、こ れ を き ち ん と し な い と 合 法 木 材 で な い も の を 合

法 木 材 と し て 管 理 す る こ と に な る 。  
 主 要 業 種 別 に は 、「 全 て 確 認 す る 」 は 合 板 製 造 業 100％ （ 2 事 業 者 ）、 素 材

流 通 業 者 50％（ 1 事 業 者 ）、そ の 他 製 造 業 43％（ 3 事 業 者 ）、製 材 業 40％（ 2
事 業 者 ）。「 確 認 す る こ と が 多 い 」は プ レ カ ッ ト 75％（ 3 事 業 者 ）、製 材 業 40％
（ 2 事 業 者 ）、 木 材 製 品 流 通 業 33％ （ 3 事 業 者 ）。「 確 認 す る こ と は 少 な い 」

は 素 材 流 通 業 者 50％ （ 1 事 業 者 ）、 木 材 製 品 流 通 業 44％ （ 4 事 業 者 ）、 そ の

他 製 造 業 43％ （ 3 事 業 者 ）。「 全 く 確 認 し な い 」 は 木 材 製 品 流 通 業 11％ （ 1
事 業 者 ） で あ る 。  

調 達 方 針 に 関 し て は 次 の よ う な 活 動 実 態 及 び 意 見 が 見 ら れ た 。  
○ 「 県 産 認 証 材 は 全 て 合 法 木 材 で あ る と 認 識 し て い る 」  
○「 納 入 さ れ る 木 材 は 、全 て が 合 法 木 材 の 印 字 の あ る 伝 票 で 取 引 さ れ て い  

る 」  
○「 原 木 市 場 は 合 法 証 明 の な い 材 は 受 け 付 け な い と し て お り 、伐 採 届 け の

提 出 は 必 須 に な っ て い る 」  
○「 森 林 組 合 、素 材 生 産 業 者 か ら 原 木 が 搬 入 さ れ る 時 、合 法 木 材 で あ る 旨

の 伝 票 ・ 証 明 書 は 来 る が 、 伐 採 届 の 写 し が 来 な い こ と が あ る 」  
○ 「 素 材 生 産 者 か ら の 入 荷 の 場 合 、 伐 採 届 け の 写 し が 後 日 送 ら れ て く る 」 
○「 原 木 市 場 は 要 求 し な い と 印 字 な し で 納 入 し て く る 。証 明 を 依 頼 す る と 、

伝 票 に 書 き 入 れ て く る 」  
○「 調 達 先 は 全 て 認 定 事 業 者 で 、以 前 は 合 法 の 印 字 の あ る 伝 票 が 使 わ れ て

い た が 、 最 近 は 印 字 が な く な っ た 」  
○ 「 調 達 先 に よ っ て 合 法 木 材 で あ る 旨 伝 票 に 印 刷 し て い る と こ ろ 、 認 定  

業 者 の 認 定 番 号 だ け が 印 刷 し て い る と こ ろ な ど ま ち ま ち で あ る 」  
○「 調 達 相 手 先 は 全 て 合 法 木 材 の 認 定 事 業 者 な の で 、取 扱 う 木 材 は 全 て 合  
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法 木 材 で あ る と 認 識 し て お り 、 確 認 す る こ と は 少 な い 」  
○「 調 達 相 手 先 は 基 本 的 に 合 法 木 材 認 定 事 業 者 で あ り 、取 扱 う 木 材 は 全 て

合 法 木 材 で あ る と 認 識 し て 調 達 し て い る 。こ の た め 特 段 必 要 の あ る と き

だ け 意 識 的 に 確 認 を 行 っ て い る 。但 し 、木 材 エ コ ポ イ ン ト 制 が 動 き 出 せ

ば 、 確 認 の 必 要 性 が 高 ま ろ う 」  
○「 調 達 相 手 先 に よ っ て 、伝 票 に 合 法 木 材 で あ る 旨 の 説 明 が さ れ て い る も

の と そ う で な い も の が あ る 。但 し 、調 達 相 手 先 は 全 て 認 定 事 業 者 な の で 、

全 て 合 法 木 材 で あ る と 認 識 し て い る 」  
 ○「 自 社 で は 全 て 確 認 し て な い が 、調 達 相 手 先 で 全 て 確 認 し て お り 、基 本

的 に 合 法 で あ る と 認 識 し て い る 」  
 ○「 正 確 に 言 え ば 全 て で は な い が 、ほ と ん ど が 認 定 事 業 者 な の で 、全 て 合

法 木 材 で あ る と の 認 識 で あ り 、 確 認 は し て い な い 」  
 ○「 外 材 に つ い て は 認 定 事 業 者 で あ る 調 達 相 手 先 を 信 用 し て 確 認 し て い な

い が 、 国 産 材 に つ い て は 確 認 す る 場 合 が 多 い 」  
 ○ 「 商 社 経 由 で 購 入 す る 原 木 は 合 法 の 印 字 の あ る 伝 票 で 取 引 し て い る が 、

原 木 市 場 経 由 の も の に は 伝 票 に 印 字 が 無 く 、合 法 証 明 の 必 要 な と き に 証

明 書 の 発 行 を 依 頼 す る 。こ の た め 原 木 市 場 経 由 の も の に つ い て は 確 認 し

き れ て い な い 」  
 ○「 国 産 材 原 木 は 全 て 森 林 組 合 か ら 合 法 証 明 が つ い て 入 荷 さ れ る が 、米 材

は ウ エ ア ハ ゥ ザ ー 社 の も の な の で い つ で も 証 明 が と れ る し 、 欧 州 材 も

PEFC 材 な の で い つ で も 証 明 が と れ る の で あ ま り 確 認 し て い な い 」  
○「 PEFC 材 に つ い て は 、証 明 書 は 求 め て い な い が 問 題 は な い と 認 識 し て

い る 」  
○「 合 法 木 材 取 扱 実 績 報 告 で は FSC 材 だ け を 合 法 木 材 と し て 扱 っ て い る 」  

 ○「 基 本 的 に 合 法 木 材 に し て い る が 、屋 敷 林 の よ う な と こ ろ か ら 持 ち 込 ま

れ る 場 合 、 合 法 か ど う か の 確 認 は 出 来 て い な い 」  
 ○ 「 足 繁 く 素 材 生 産 業 者 を 回 り 、 ど こ で 伐 採 さ れ た も の か 確 認 し て お り 、

基 本 的 に 全 て 合 法 木 材 で あ る と 認 識 し て い る 」  
 ○「 調 達 先 が 限 定 さ れ て い る の で 、普 段 か ら 様 々 な 情 報 が 入 り 、合 法 的 に

伐 採 さ れ た も の か ど う か は わ か る 」  
 ○「 常 に 合 法 木 材 の 需 要 が あ る わ け で は な い の で 、要 求 が あ っ た 時 だ け 確

認 を し て 取 引 し て い る 」  
 ○「 商 流 だ け を 担 当 し 、現 物 は 調 達 先 か ら 供 給 先 へ ダ イ レ ク ト に 流 れ る 場

合 、 品 物 ・ 伝 票 ご と の 証 明 の チ ェ ッ ク に 難 し さ が あ る 」  
 ○「 森 林 認 証 材 は 環 境 に 配 慮 さ れ た 材 で 、ま た 合 法 木 材 で あ る 。ま た 、輸  

入 さ れ る 早 生 樹 人 工 林 材 は 天 然 林 伐 採 を 削 減 す る こ と で 環 境 に 配 慮 さ
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れ た 材 で あ る 。こ の よ う な こ と か ら 、輸 入 さ れ た 早 生 樹 人 工 林 材 は 合 法

木 材 で あ る と 認 識 し て 取 扱 っ て い る 」  
表 Ⅱ － ５  調 達 の 際 の 伝 票 ・ 証 明 書 に よ る 確 認  

 
 
（ ２ ） 合 法 木 材 の 供 給 状 況  
１ ） 供 給 方 針  
 供 給 方 針 に つ い て は 、 傾 向 と し て は 昨 年 度 と 変 わ っ て お ら ず 、「 全 量 合 法

木 材 と す る 」 と 「 出 来 る だ け 合 法 木 材 と す る 」 を 加 え る と 、 全 体 の 80％ に

な る 。  
 調 達 方 針 と 同 じ く 、認 定 団 体 に よ っ て は 供 給 方 針 の 策 定 を 義 務 付 け て い な

い と こ ろ も あ る が 、そ の よ う な 認 定 団 体 傘 下 の 認 定 事 業 者 に お い て も 、文 書

化 は し て い な い も の の 、目 標 を「 全 て 合 法 木 材 に す る 」も し く は「 出 来 る だ

け 合 法 木 材 と す る 」 と し て 認 識 し て い る と こ ろ が 多 か っ た 。  
 ○「 全 量 合 法 木 材 と す る 」62％（ 18 事 業 者 ） ［ 昨 年 度 57％（ 27 事 業 者 ）］   
 ○「 出 来 る だ け 」17％（ 5 事 業 者 ）      ［ 昨 年 度 19％（ 9 事 業 者 ）］  
 ○「 要 請 が あ っ た 時 だ け 」21％（ 6 事 業 者 ） ［ 昨 年 度 21％（ 10 事 業 者 ）］  
 主 な 業 種 別 で み る と 、「 全 量 合 法 木 材 と す る 」 は 素 材 流 通 業 100％ （ 2 事  
業 者 ）、 合 板 製 造 業 100％ （ 2 事 業 者 ）、 木 材 製 品 流 通 業 89％ （ 8 事 業 者 ） で  
比 率 が 高 か っ た が 、そ の 他 製 造 業 で は「 出 来 る だ け 合 法 木 材 と す る 」と す る  
も の が 57％ （ 4 事 業 者 ）、 製 材 業 20％ （ 1 事 業 者 ）、「 要 請 が あ っ た 時 だ け 合  
法 木 材 に す る 」で は プ レ カ ッ ト 加 工 業 で 50％（ 2 事 業 者 ）、そ の 他 製 造 業 29％  

区分 全て 確認する 確認する 全く確認 不明 合計
確認する ことが多い ことは少ない しない

素材流通業 1 0 1 0 0 2
製材業 2 2 1 0 0 5
プレカット 0 3 1 0 0 4
合板製造業 2 0 0 0 0 2
その他製造業 3 1 3 0 0 7
木材製品流通業 1 3 4 1 0 9

合計 9 9 10 1 0 29

区分 全て 確認する 確認する 全く確認 不明 合計
確認する ことが多い ことは少ない しない

素材流通業 50% 0% 50% 0% 0% 100%
製材業 40% 40% 20% 0% 0% 100%
プレカット 0% 75% 25% 0% 0% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 43% 14% 43% 0% 0% 100%
木材製品流通業 11% 33% 44% 11% 0% 100%

合計 31% 31% 34% 3% 0% 100%

26



（ 2 事 業 者 ） と な っ た 。  
  
表 Ⅱ － ６  供 給 方 針  

 

 
２ ） 合 法 木 材 の 供 給 比 率  

供 給 の 際 の 合 法 木 材 の 比 率 に つ い て は 、 次 の と お り で あ る 。  
○「 100％ 」28％（ 8 事 業 者 ）         ［ 昨 年 度 40％（ 19 事 業 者 ）］  

 ○「 80～ 99％ 」34％（ 10 事 業 者 ）      ［ 昨 年 度 19％（ 9 事 業 者 ）］  
 ○「 60～ 79％ 」な し                          ［ 昨 年 度  9％（ 4 事 業 者 ）］  
 ○「 40～ 59％ 」3％（ 1 事 業 者 ）              ［ 昨 年 度  2％  （ 1 事 業 者 ）］  
 ○「 20～ 39％ 」な し                          ［ 昨 年 度  6％（ 3 事 業 者 ）］  
 ○「 1～ 19％ 」10％（ 3 事 業 者 ）            ［ 昨 年 度 21％（ 10 事 業 者 ）］  
 昨 年 度 と 比 べ 「 100％ 」 と す る も の の 比 率 の 低 下 と 、「 80～ 99％ 」 と す る

も の の 増 加 が 見 ら れ る が 、 両 者 を 合 わ せ る と 今 年 度 は 62％ と 昨 年 度 の 59％

と 比 べ 大 き な 変 化 は な い 。ま た 、「 1～ 19％ 」の 比 率 が 昨 年 度 の 21％ か ら 10％
へ 半 減 し て い る 。  

こ の 供 給 比 率 と 調 達 比 率 と を 比 べ る と 、 調 達 比 率 で は 「 100％ 」 と す る も

の と「 80～ 99％ 」と す る も の が 合 わ せ て 75％ と な り 、供 給 比 率 の 62％ よ り

高 く な っ て い る が 、調 達 比 率 の 場 合 は 当 該 認 定 事 業 者 の 意 識 が 大 き く 影 響 す

る の に 対 し 、供 給 比 率 の 場 合 は 供 給 相 手 先 の 意 識 の 影 響 が 大 き く 働 く こ と に

よ る と 考 え ら れ る 。  

区分 全量 出来るだけ 要請時だけ 不明 合計
合法木材 合法木材 合法木材

素材流通業 2 0 0 0 2
製材業 3 1 1 0 5
プレカット 2 0 2 0 4
合板製造業 2 0 0 0 2
その他製造業 1 4 2 0 7
木材製品流通業 8 0 1 0 9

合計 18 5 6 0 29

区分 全量 出来るだけ 要請時だけ 不明 合計
合法木材 合法木材 合法木材

素材流通業 100% 0% 0% 0% 100%
製材業 60% 20% 20% 0% 100%
プレカット 50% 0% 50% 0% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 14% 57% 29% 0% 100%
木材製品流通業 89% 0% 11% 0% 100%

合計 62% 17% 21% 0% 100%
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主 要 業 種 別 に み る と 、 合 法 木 材 比 率 「 100％ 」 と す る も の が 多 い の は 合 板

製 造 業 100％（ 2 事 業 者 ）、製 材 業 60％（ 3 事 業 者 ）で あ り 、「 80～ 99％ 」と

す る も の で は 素 材 流 通 業 100％ （ 2 事 業 者 ）、 木 材 流 通 業 44％ （ 4 事 業 者 ）、

そ の 他 製 造 業 43％ （ 3 事 業 者 ） で あ る 。  
ま た 、「 1～ 19％ 」と し た も の の 比 率 は 製 材 業 、プ レ カ ッ ト 加 工 業 、そ の 他

製 造 業 の 順 に 高 い 。  
 

表 Ⅱ － ７  合 法 木 材 の 供 給 比 率  

 
 
３ ） 供 給 相 手 先 が 認 定 業 者 で あ る か の 確 認  
 供 給 相 手 先 が 認 定 業 者 で あ る か の 確 認 に つ い て は 、「 全 て 確 認 し て い る 」

の 比 率 が 昨 年 度 と 比 べ て 大 き く 低 下 し 、 反 面 、「 確 認 し て い な い 」 の 比 率 が

倍 増 し て い る 。 な お 、 一 昨 年 は 「 全 て 確 認 し て い る 」 51％ 、「 一 部 確 認 し て

い る 」 35％ 、「 確 認 し て い な い 」 10％ で あ っ た の で 、「 確 認 し て い な い 」が 4
倍 に 増 加 し た こ と が わ か る 。  

○「 全 て 確 認 し て い る 」28％（ 8 事 業 者 ）  ［ 昨 年 度 49％（ 23 事 業 者 ）］  
○「 一 部 確 認 し て い る 」31％（ 9 事 業 者 ）  ［ 昨 年 度 28％（ 13 事 業 者 ）］  
○「 確 認 し て い な い 」41％（ 12 事 業 者 ）   ［ 昨 年 度 21％（ 10 事 業 者 ）］  

 主 要 業 種 別 で は 、「 全 て 確 認 す る 」 の 比 率 は 素 材 流 通 業 50％ （ 1 事 業 者 ）、

プ レ カ ッ ト 加 工 業 50％ （ 2 事 業 者 ）、 合 板 製 造 業 50％ （ 1 事 業 者 ）、 製 材 業

40％（ 2 事 業 者 ）で そ れ ぞ れ 高 く 、「 一 部 確 認 し て い る 」は そ の 他 製 造 業 57％
（ 4 事 業 者 ）、 製 材 業 40％ （ 2 事 業 者 ）、 木 材 製 品 流 通 業 33％ （ 3 事 業 者 ）。

「 確 認 し て い な い 」で は 木 材 製 品 流 通 業 56％（ 5 事 業 者 ）、素 材 流 通 業 50％
（ 1 事 業 者 ）、プ レ カ ッ ト 50％（ 2 事 業 者 ）、合 板 製 造 業 50％（ 1 事 業 者 ）で

区分 100% 80～99％ 60～79％ 40～59％ 20～39％ 1～19％ 不明 合計

素材流通業 0 2 0 0 0 0 0 2
製材業 3 0 0 0 0 1 1 5
プレカット 1 1 0 0 0 1 1 4
合板製造業 2 0 0 0 0 0 0 2
その他製造業 0 3 0 0 0 1 3 7
木材製品流通業 2 4 0 1 0 0 2 9

合計 8 10 0 1 0 3 7 29

区分 100% 80～99％ 60～79％ 40～59％ 20～39％ 1～19％ 不明 合計

素材流通業 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 100%
製材業 60% 0% 0% 0% 0% 20% 20% 100%
プレカット 25% 25% 0% 0% 0% 25% 25% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 0% 43% 0% 0% 0% 14% 43% 100%
木材製品流通業 22% 44% 0% 11% 0% 0% 22% 100%

合計 28% 34% 0% 3% 0% 10% 24% 100%
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の 比 率 が 高 い 。  
  
表 Ⅱ － ８  供 給 相 手 先 が 合 法 木 材 認 定 事 業 者 で あ る か の 確 認   

 
 
４ ） 供 給 の 際 の 合 法 木 材 認 定 事 業 者 の 比 率  

供 給 の 際 の 認 定 事 業 者 の 比 率 に つ い て は 、昨 年 度 と 比 べ「 一 部 認 定 事 業 者 」

と す る も の の 比 率 は 全 体 の 約 65％ で 変 わ ら な い も の の 、「 全 て 認 定 事 業 者 」

と す る も の の 比 率 が 10 ポ イ ン ト 程 度 減 少 し 、反 面 、「 認 定 事 業 者 は な い 」と

す る も の の 比 率 が 10 ポ イ ン ト 程 度 増 加 し た 。  
 ○「 全 て 認 定 事 業 者 」21％（ 6 事 業 者 ）   ［ 昨 年 度 32％（ 15 事 業 者 ）］  
 ○「 一 部 認 定 事 業 者 」66％（ 19 事 業 者 ）   ［ 昨 年 度 64％（ 30 事 業 者 ）］  
 ○「 認 定 事 業 者 は な い 」10％（ 3 事 業 者 ）   ［ 昨 年 度 2％（ 1 事 業 者 ）］  
 主 な 業 種 別 に み る と 、「 全 て 認 定 業 者 」 の 比 率 は 素 材 流 通 業 50％ （ 1 事 業

者 ）、 合 板 製 造 業 50％ （ １ 事 業 者 ） で 高 く 、「 一 部 認 定 事 業 者 」 と す る も の

は 木 材 製 品 流 通 業 86％ （ 6 事 業 者 ）、 製 材 業 60％ （ 3 事 業 者 ） で 高 か っ た 。

こ れ に 対 し 「 認 定 事 業 者 は い な い 」 と す る も の の 比 率 は プ レ カ ッ ト 加 工 業 、

製 材 業 、 そ の 他 製 造 業 の 順 に 高 い 。  
 
 
 
 

区分 全て 一部 確認 不明 合計
確認する 確認する していない

素材流通業 1 0 1 0 2
製材業 2 2 1 0 5
プレカット 2 0 2 0 4
合板製造業 1 0 1 0 2
その他製造業 1 4 2 0 7
木材製品流通業 1 3 5 0 9

合計 8 9 12 0 29

区分 全て 一部 確認 不明 合計
確認する 確認する していない

素材流通業 50% 0% 50% 0% 100%
製材業 40% 40% 20% 0% 100%
プレカット 50% 0% 50% 0% 100%
合板製造業 50% 0% 50% 0% 100%
その他製造業 14% 57% 29% 0% 100%
木材製品流通業 11% 33% 56% 0% 100%

合計 28% 31% 41% 0% 100%
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表 Ⅱ － ９  供 給 の 際 の 合 法 木 材 認 定 事 業 者 の 比 率  

 

 
５ ） 供 給 の 際 の 合 法 木 材 で あ る こ と を 証 明 し た 伝 票 ・ 証 明 書 の 発 行  
 供 給 の 際 の 合 法 木 材 で あ る こ と を 証 明 し た 伝 票・証 明 書 の 発 行 に つ い て は 、

次 の と お り で 、「 要 望 の あ っ た 時 だ け 発 行 す る 」と す る も の が 全 体 の 70％ を

占 め て い る 。  
○ 「 要 望 の 如 何 に か か わ ら ず 発 行 す る 」 17％ （ 5 事 業 者 ）  
○ 「 要 望 の あ っ た 時 だ け 発 行 す る 」 69％ （ 20 事 業 者 ）  
○ 「 全 く 発 行 し な い 」 14％ （ 4 事 業 者 ）  

 昨 年 度 は 質 問 形 式 が 異 な っ て い た が 、 次 の と お り で あ っ た 。  
○ 「 合 法 木 材 で あ る こ と を 全 て 明 示 し て い る 」 40％ （ 19 事 業 者 ）  
○ 「 合 法 木 材 で あ る こ と を 明 示 す る 場 合 が 多 い 」 32％ （ 15 事 業 者 ）  
○ 「 合 法 木 材 で あ る こ と を 明 示 し な い 場 合 が 多 い 」 17％ （ 8 事 業 者 ）  
○ 「 合 法 木 材 で あ る こ と を 全 く 明 示 し な い 」 9％ （ 4 事 業 者 ）  

 「 全 て 明 示 し て い る 」 を 「 要 望 の 如 何 に か か わ ら ず 発 行 す る 」 に 、「 明 示

す る 場 合 が 多 い 」と「 明 示 し な い 場 合 が 多 い 」を「 要 望 の あ っ た 時 だ け 発 行

す る 」 に 、「 全 く 明 示 し な い 」 を 「 全 く 発 行 し な い 」 に そ れ ぞ れ 置 き 換 え て

み る と 、昨 年 度 と 比 べ て「 要 望 の 如 何 に か か わ ら ず 発 行 す る 」の 比 率 が 40％
か ら 17％ へ 半 減 し 、「 要 望 の あ っ た 時 だ け 発 行 す る 」が 50％ か ら 70％ へ 20
ポ イ ン ト 、「 全 く 発 行 し な い 」が 10％ か ら 15％ へ 若 干 増 加 し て い る 。大 勢 と

し て 「 要 望 の あ っ た 時 だ け 発 行 す る 」 傾 向 に あ る こ と が わ か る 。  

区分 全て 一部 認定事業者 不明 合計
認定事業者 認定事業者 はいない

素材流通業 1 1 0 0 2
製材業 1 3 1 0 5
プレカット 1 2 1 0 4
合板製造業 1 1 0 0 2
その他製造業 1 4 1 1 7
木材製品流通業 1 6 0 0 7

合計 6 19 3 1 29

区分 全て 一部 認定事業者 不明 合計
認定事業者 認定事業者 はいない

素材流通業 50% 50% 0% 0% 100%
製材業 20% 60% 20% 0% 100%
プレカット 25% 50% 25% 0% 100%
合板製造業 50% 50% 0% 0% 100%
その他製造業 14% 57% 14% 14% 100%
木材製品流通業 14% 86% 0% 0% 100%

合計 21% 66% 10% 3% 100%
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 な お 、主 要 業 種 別 に み る と「 要 望 の 如 何 に か か わ ら ず 発 行 す る 」は 素 材 流

通 業 50％ （ 1 事 業 者 ）、 製 材 業 40％ （ 2 事 業 者 ）、 木 材 製 品 流 通 業 22％ （ 2
事 業 者 ）、「 要 望 の あ っ た 時 だ け 発 行 す る 」は 木 材 製 品 流 通 業 78％（ 7 事 業 者 ）、

カ ッ ト 加 工 業 75％ （ 3 事 業 者 ）、 そ の 他 製 造 業 71％ （ 5 事 業 者 ） で の 比 率 が

高 い 。 ま た 、「 全 く 発 行 し な い 」 は 合 板 製 造 業 、 そ の 他 製 造 業 、 プ レ カ ッ ト

の 順 に な る 。  
 な お 合 法 木 材 供 給 の 活 動 実 態 及 び 意 見 と し て は 、 次 の よ う な も の が あ る 。 
 ○ 「 伝 票 に は 会 社 名 と 認 定 番 号 だ け を 印 刷 し て い る 」  
 ○「 全 て 合 法 木 材 と 確 信 し て い る が 、証 明 を す る の は 川 下 側 か ら 要 求 の あ  
  っ た 時 だ け で 、そ の 時 に は 川 上 側 に 証 明 書 を 要 求 し て い る 。し か し 、証  

明 書 を 要 求 さ れ る 割 合 は 全 体 の 1％ 程 度 で あ る 」  
 ○「 原 木 市 場 か ら の 調 達 に つ い て は 全 て 証 明 が つ い て く る が 、製 品 を 出 荷  

す る 時 は 要 求 の あ っ た 時 だ け （ 1％ 程 度 ） で あ る 。 必 要 が あ れ ば 伝 票 へ  
の 印 字 も 考 え ら れ る が 、 今 の と こ ろ 必 要 性 を 感 じ て い な い 」  

 ○「 調 達 先 か ら の 証 明 を そ の ま ま 製 品 に 添 付 し て 供 給 先 に 送 っ て お り 、自  
社 と し て の 証 明 は 行 っ て い な い 」  

 ○「 大 口 の 販 売 先 で 、あ る 程 度 固 定 し て い る と こ ろ と は 、年 度 当 初 に 合 法  
木 材 で あ る こ と を 合 意 し て 供 給 し 、 伝 票 ・ 証 明 書 は 発 行 し て い な い 」  

○「 証 明 を 求 め ら れ る の は 補 助 金 関 係 の 物 件 が あ る と き だ け で 、月 １ 件 程  
度 と 多 く な い 」  

 ○「 伝 票 に は 合 法 木 材 で あ る 旨 の 記 載 を し て い る が 、証 明 書 は 商 社 や 問 屋  
か ら 要 求 さ れ た 時 だ け 発 行 し て い る 」  

 ○「 現 在 は 要 求 の あ っ た と き だ け 合 法 木 材 で あ る 旨 明 示 し て い る が 、製 品  
  の 全 て が 合 法 木 材 で あ る の で 、 今 後 は そ の 旨 伝 票 に 印 刷 す る 」  
 ○ 「 販 売 先 の 90％ 以 上 が 大 工 ・ 工 務 店 な の で 、 証 明 を 求 め ら れ る こ と は  

な い 。し か し 、県 産 材 住 宅 の 場 合 は 県 産 材 で あ る 証 明 と と も に 合 法 性 の  
証 明 を 行 っ て い る し 、 公 共 事 業 へ の 納 入 の 際 に は 証 明 を つ け て い る 」  

 ○「 大 工・工 務 店 へ 供 給 す る 場 合 は 証 明 を 求 め ら れ る こ と は な い が 、プ レ  
カ ッ ト 向 け に は 県 産 材 住 宅 用 の 場 合 や 公 共 事 業 の 場 合 に 、求 め ら れ る こ  
と が あ る 」  

 ○「 県 産 材 住 宅 の 場 合 は 調 達 相 手 先 か ら 産 地 証 明 と と も に 合 法 証 明 を 入 手  
す る が 、 出 荷 先 が 大 工 ・ 工 務 店 な の で 合 法 証 明 を 出 す こ と は な い 」  

 ○ 「 合 法 木 材 の 要 請 は ほ と ん ど 無 い の で 、 意 欲 が 薄 れ る 」  
 ○ 「 合 法 木 材 を 要 求 す る 買 い 手 が 少 な い 。『 合 法 木 材 が 社 会 的 に ど の よ う  

な 意 味 を 持 つ の か 』 と い っ た こ と を 周 知 さ せ る 必 要 が あ る 」  
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表 Ⅱ － １ ０  供 給 の 際 に 合 法 木 材 で あ る こ と を 明 示 し た 伝 票・証 明 書 の 発 行  

 
 
（ ３ ） 分 別 管 理 の 状 況  

１ ） 分 別 管 理 方 針 書 の 制 定 と 公 開  
 分 別 管 理 方 針 書 の 制 定 と 公 開 に つ い て は 、昨 年 度 と 比 べ「 定 め 、公 開 し て

い る 」 と す る も の の 比 率 が 10％ 程 度 減 少 し た 。  
○「 定 め 、公 開 し て い る 」31％（ 9 事 業 者 ） ［ 昨 年 度 40％（ 19 事 業 者 ）］  
○ 「 定 め て い る が 、 公 開 し て い な い 」 48％ （ 14 事 業 者 ）  
                     ［ 昨 年 度 43％（ 20 事 業 者 ）］ 
○「 定 め て い な い 」21％（ 6 事 業 者 ）    ［ 昨 年 度  17％（  8 事 業 者 ）］  
主 要 業 種 で み る と 、「 定 め 、公 開 し て い る 」は 合 板 製 造 業 100％（ 2 事 業 者 ）

で 高 く 、 次 い で 製 材 業 40％ （ 2 事 業 者 ） と な る 。「 定 め て い る が 、 公 開 し て

い な い 」は そ の 他 製 造 業 71％（ 5 事 業 者 ）、木 材 製 品 流 通 業 67％（ 6 事 業 者 ）、

素 材 流 通 業 50％ （ 1 事 業 者 ） で 比 率 が 高 く 、「 定 め て い な い 」 と す る も の は

素 材 流 通 業 、 プ レ カ ッ ト 加 工 業 、 製 材 業 で 比 率 が 高 い 。  
合 法 木 材 推 進 活 動 に お い て 分 別 管 理 は 最 低 必 須 条 件 で あ る た め 、そ の 実 施

方 法 を 定 め た 分 別 管 理 方 針 書 の 制 定 は 不 可 欠 な も の で あ り 、「 定 め て い な い 」

と こ ろ で は 早 急 な 制 定 が 望 ま れ る 。ま た 、信 頼 性・透 明 性 確 保 の 点 か ら 、分

別 管 理 方 針 書 の 公 開 も 望 ま れ る 。  
な お 、「 定 め て い な い 」と し た と こ ろ で は 、「 全 量 が 合 法 木 材 な の で 、分 別

区分 要望の如何に 要望のあった時 全く発行 不明 合計
関わらず だけ発行 しない
全て発行

素材流通業 1 1 0 0 2
製材業 2 3 0 0 5
プレカット 0 3 1 0 4
合板製造業 0 1 1 0 2
その他製造業 0 5 2 0 7
木材製品流通業 2 7 0 0 9

合計 5 20 4 0 29

区分 要望の如何に 要望のあった時 全く発行 不明 合計
関わらず だけ発行 しない
全て発行

素材流通業 50% 50% 0% 0% 100%
製材業 40% 60% 0% 0% 100%
プレカット 0% 75% 25% 0% 100%
合板製造業 0% 50% 50% 0% 100%
その他製造業 0% 71% 29% 0% 100%
木材製品流通業 22% 78% 0% 0% 100%

合計 17% 69% 14% 0% 100%
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管 理 方 針 書 は 作 っ て い な い 」 と こ ろ が 多 い 。 し か し 、「 調 達 相 手 先 が 認 定 事

業 者 な の で 、そ こ か ら の 材 は 全 て 合 法 木 材 で あ る と 認 識 し て い る 」と い う 意

見 に み ら れ る よ う に 、「 認 識 し て い る 」 こ と と 「 確 認 し て い る 」 こ と と の 間

に 混 乱 が 生 じ て い る と こ ろ に 問 題 が あ る 。  
 
表 Ⅱ － １ １  分 別 管 理 方 針 書 の 制 定 と 公 開  

 

 
２ ） 分 別 管 理 場 所 の 設 定 と 利 用  
 分 別 管 理 場 所 の 設 定 と 利 用 に つ い て は 、昨 年 度 最 も 比 率 の 高 か っ た「 設 定

し 、利 用 さ れ て い る 」が 低 下 し 、「 設 定 さ れ て い な い 」の 比 率 が 高 く な っ た 。  
○ 「 設 定 し 、 利 用 さ れ て い る 」 38％ （ 11 事 業 者 ）  

［ 昨 年 度 45％（ 21 事 業 者 ）］ 
○ 「 設 定 さ れ て い る が 、 利 用 さ れ て い な い 」 17％ （ 5 事 業 者 ）  

                      ［ 昨 年 度 13％（ 6 事 業 者 ）］  
○「 設 定 し て い な い 」45％（ 13 事 業 者 ）   ［ 昨 年 度 41％（ 13 事 業 者 ）］  

 「 設 定 し て い な い 」の 比 率 が 高 い の は 、調 達 す る 木 材 に 占 め る 合 法 木 材 の

比 率 が 「 100％ 」、「 80～ 99％ 」 で あ る と す る 認 定 事 業 者 に お い て で あ り 、こ

れ ら は 調 達 す る 木 材 の「 全 て も し く は ほ と ん ど が 合 法 木 材 」で あ る か ら 分 別

管 理 の 必 要 が な い と し て い る 。し か し 、本 来 で あ れ ば「 80～ 99％ 」の 場 合 は 、

分 別 管 理 は 必 要 で あ る 。  
 主 要 業 種 で み る と「 設 定 し 、利 用 さ れ て い る 」の 比 率 は プ レ カ ッ ト 加 工 業

区分 定め 定めているが 定めていない 不明 合計
公開している 公開して

素材流通業 0 1 1 0 2
製材業 2 1 2 0 5
プレカット 1 1 2 0 4
合板製造業 2 0 0 0 2
その他製造業 2 5 0 0 7
木材製品流通業 2 6 1 0 9

合計 9 14 6 0 29

区分 定め 定めているが 定めていない 不明 合計
公開している 公開して

素材流通業 0% 50% 50% 0% 100%
製材業 40% 20% 40% 0% 100%
プレカット 25% 25% 50% 0% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 29% 71% 0% 0% 100%
木材製品流通業 22% 67% 11% 0% 100%

合計 31% 48% 21% 0% 100%
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75％（ 3 事 業 者 ）、そ の 他 製 造 業 71％（ 5 事 業 者 ）で 高 く 、「 設 定 さ れ て い る

が 、利 用 さ れ て い な い 」は 木 材 流 通 業 33％（ 3 事 業 者 ）、そ の 他 製 造 業 29％

（ 2 事 業 者 ） で 高 か っ た 。 ま た 、「 設 定 し て い な い 」 は 素 材 流 通 業 100％ （ 2
事 業 者 ）、 合 板 製 造 業 100％ （ 2 事 業 者 ）、 製 材 業 80％ （ 4 事 業 者 ） な ど の 順

に な る 。  
 現 場 で の 活 動 実 態 及 び 意 見 と し て 、 次 の よ う な も の が あ っ た 。  
 ○ 「 全 て 合 法 木 材 で あ る の で 、 分 別 管 理 は し て い な い 」  
 ○「 分 別 管 理 は 、調 達 先 ご と に 木 口 に 色 分 け し て 管 理 し て お り 、製 品 に し  

た 時 に も 区 別 が つ く よ う に し て い る 」  
 ○「 プ レ カ ッ ト は 基 本 的 に 邸 別 一 括 管 理 を し て い る た め 、そ れ だ け で 分 別  

管 理 に な る 。そ れ ぞ れ の 部 材 の 調 達 先 も 把 握 し て い る の で 、証 明 の 要 求  
が あ れ ば 書 類 は 作 れ る 」  

 ○「 森 林 認 証 材 に つ い て は 、バ ン ド ル に 合 法 木 材 で あ る 旨 の ラ ベ ル が 貼 付  
さ れ て い る の で 場 所 を 設 定 し て 分 別 管 理 を 行 う 必 要 は な い 。ま た 、そ の  
他 に つ い て も 、全 て 合 法 木 材 と い う 認 識 な の で ，特 別 、分 別 管 理 は 行 っ  
て い な い 」  

 ○「 場 所 を 設 定 し て の 分 別 管 理 は し て い な い が 、バ ン ド ル に 合 法 木 材 で あ  
る 旨 を 明 記 し た カ ー ド を 貼 付 し て 識 別 し て い る 」  

○「 流 通 業 者 で は 入 荷 ト ラ ッ ク 単 位 で 保 管 場 所 に ロ ッ ト を 作 り 、こ れ を 伝

票 ・ コ ン ピ ュ ー タ で 管 理 す る た め 、 特 別 に 場 所 を 区 分 す る 必 要 は な い 」 
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表 Ⅱ － １ ２  分 別 管 理 の 場 所 の 設 定 と 利 用  

 
 
（ ４ ） 文 書 管 理 の 状 況  
 文 書 管 理 に つ い て は 次 の と お り で あ る 。  
○ 「 伝 票 ・ 管 理 簿 は 整 備 ・ 保 管 さ れ て い る 」 62％ （ 18 事 業 者 ）  
○ 「 伝 票 ・ 管 理 簿 は 整 備 さ れ て い る が 、 管 理 簿 は 伝 票 綴 り に よ る 」  

21％（ 6 事 業 者 ） 
○ 「 伝 票 ・ 管 理 簿 は 整 備 さ れ て い な い 」 17％ （ ５ 事 業 者 ）  
 文 書 管 理 も 分 別 管 理 と 同 様 に 、合 法 木 材 の 信 頼 性・透 明 性 を 担 保 す る た め

の 大 変 重 要 な 手 段 で あ る 。ほ と ん ど の 認 定 事 業 者 で 伝 票・管 理 簿 は 整 備 保 管

さ れ て い る が 、 管 理 簿 の 代 わ り に 伝 票 綴 り で 代 用 し て い る と こ ろ も あ る 。  
な お 、「 伝 票・管 理 簿 は 整 備 さ れ て い な い 」と し た と こ ろ で は 、「 取 り 扱 う

木 材 の 全 て 、も し く は ほ と ん ど が 合 法 木 材 で あ る こ と か ら 、特 別 、合 法 木 材

を 区 分 し て 文 書 管 理 す る 必 要 は な い 」 と い う 意 見 が 多 か っ た 。  
文 書 管 理 に つ い て は 手 間 が か か る こ と か ら 、文 書 管 理 を 簡 単 に 行 え る マ ニ

ュ ア ル が ほ し い と の 意 見 が 以 前 か ら あ っ た が 、今 回 も 同 様 な 意 見 が あ げ ら れ

た 。  
 昨 年 度 は 質 問 形 式 が 異 な り 、 次 の よ う な 結 果 で あ っ た 。  
○ 「 管 理 簿 は 整 備 さ れ 十 分 活 用 さ れ て い る 」 43％ （ 20 事 業 者 ）  
○ 「 管 理 簿 は 整 備 さ れ て い る が 活 用 さ れ て い な い 」 13％ （ 6 事 業 者 ）  
○ 「 管 理 簿 は 整 備 さ れ て い な い 」 40％ （ 19 事 業 者 ）  

区分 設定し 設定しているが 設定していない 不明 合計
利用している 利用していない

素材流通業 0 0 2 0 2
製材業 1 0 4 0 5
プレカット 3 0 1 0 4
合板製造業 0 0 2 0 2
その他製造業 5 2 0 0 7
木材製品流通業 2 3 4 0 9

合計 11 5 13 0 29

区分 設定し 設定しているが 設定していない 不明 合計
利用している 利用していない

素材流通業 0% 0% 100% 0% 100%
製材業 20% 0% 80% 0% 100%
プレカット 75% 0% 25% 0% 100%
合板製造業 0% 0% 100% 0% 100%
その他製造業 71% 29% 0% 0% 100%
木材製品流通業 22% 33% 44% 0% 100%

合計 38% 17% 45% 0% 100%
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 主 要 業 種 別 に み る と 、「 伝 票 ・ 管 理 簿 は 整 備 ・ 保 管 さ れ て い る 」 は 合 板 製

造 業 100％ （ 2 事 業 者 ）、 木 材 流 通 業 67％ （ 6 事 業 者 ）。 ま た 、「 伝 票 ・ 管 理

簿 は 整 備 さ れ て い る が 、管 理 簿 は 伝 票 綴 り に よ る 」は プ レ カ ッ ト 加 工 業 50％
（ 2 事 業 者 ）、そ の 他 製 造 業 29％（ 2 事 業 者 ）、木 材 製 品 流 通 業 22％（ 2 事 業

者 ） で そ れ ぞ れ 比 率 が 高 か っ た 。「 伝 票 ・ 管 理 簿 は 整 備 さ れ て い な い 」 に つ

い て は 素 材 流 通 業 50％ （ 1 事 業 者 ）、 製 材 業 40％ （ 2 事 業 者 ） で の 比 率 が 高

い 。  
 現 場 の 実 態 及 び 意 見 と し て は 次 の と お り で あ る 。  
 ○「 扱 っ て い る の が 全 て 合 法 木 材 な の で 、区 別 し て 帳 簿 等 を 管 理 す る 必 要

が な い 」  
 ○「 証 明 書 を 発 行 し た 時 は 、一 連 の も の を PDF フ ァ イ ル で 保 管 し て い る 」  
 ○「 伝 票 の 保 管 期 間 が 5 年 間 と な っ て い る が 、長 す ぎ る 。保 管 場 所 の 問 題  

も あ る の で 、 短 く し て ほ し い 」  
 ○「 文 書 管 理 を 簡 単 に 行 う た め ，最 低 限 こ れ だ け は 必 要 と い う マ ニ ュ ア ル

が ほ し い 」  
 
表 Ⅱ － １ ３  文 書 管 理  

 

 

区分 伝票・管理簿 伝票は整備・保管 伝票・管理簿 不明 合計
は整備・保管 されているが は整備・保管
されている 管理簿は伝票綴り されていない

による

素材流通業 1 0 1 0 2
製材業 3 0 2 0 5
プレカット 2 2 0 0 4
合板製造業 2 0 0 0 2
その他製造業 4 2 1 0 7
木材製品流通業 6 2 1 0 9

合計 18 6 5 0 29

区分 伝票・管理簿 伝票は整備・保管 伝票・管理簿 不明 合計
は整備・保管 されているが は整備・保管
されている 管理簿は伝票綴り されていない

による

素材流通業 50% 0% 50% 0% 100%
製材業 60% 0% 40% 0% 100%
プレカット 50% 50% 0% 0% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 57% 29% 14% 0% 100%
木材製品流通業 67% 22% 11% 0% 100%

合計 62% 21% 17% 0% 100%
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（ ５ ） 分 別 管 理 責 任 者 と 文 書 管 理 責 任 者 の 選 任 と 公 表  
分 別 管 理 責 任 者 と 文 書 管 理 責 任 者 の 選 任 と 公 表 に つ い て は 、公 表 さ れ て い

る か い な い か は と も か く 、 ほ と ん ど の 認 定 事 業 者 で 選 任 さ れ て い る 。  
○ 「 と も に 選 任 さ れ 、 公 表 さ れ て い る 」 38％ （ 11 事 業 者 ）  

［ 昨 年 度 51％ （ 2 4 事 業 者 ）］ 
○ 「 と も に 選 任 さ れ て い る が 、 公 表 さ れ て い な い 」 55％ ( 16 事 業 者 )  

［ 昨 年 度 32％ （ 1 5 事 業 者 ）］ 
○ 「 と も に 選 任 さ れ て い な い 」 7％ （ 2 事 業 者 ）  

    ［ 昨 年 度  17％（ 8 事 業 者 ）］  
 「 と も に 選 任 さ れ て い な い 」の 比 率 は 昨 年 度 と 比 べ 減 少 し た が 、選 任 さ れ

て い な い 認 定 事 業 者 に お い て は 早 急 な 対 応 が 望 ま れ る 。ま た 、信 頼 性・透 明

性 の 確 保 ・ 向 上 の 点 か ら 、 公 表 さ れ る こ と が 望 ま し い 。  
 主 要 業 種 別 に は 、「 と も に 選 任 さ れ 、公 表 さ れ て い る 」は 合 板 製 造 業 100％
（ 2 事 業 ）、そ の 他 製 造 業 71％（ 5 事 業 者 ）、製 材 業 60％（ 3 事 業 者 ）の 順 に

な り 、「 と も に 選 任 さ れ て い る が 、公 表 さ れ て い な い 」は 素 材 流 通 業 者 100％
（ 2 事 業 者 ）、 木 材 製 品 流 通 業 者 89％ （ 8 事 業 者 ） の 順 に な る 。  
 責 任 者 の 役 割 と し て は 、「 当 初 、 伝 票 に 合 法 木 材 の 印 字 の な い こ と が あ っ

た が 、責 任 者 が そ の 都 度 連 絡 し て 伝 票 を 取 り 直 し た 。こ の よ う な 経 験 が あ っ

て 、 今 で は 適 切 に 行 わ れ て い る 」 と い っ た 意 見 も あ っ た 。  
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表 Ⅱ － １ ４  分 別 管 理 責 任 者 と 文 書 管 理 責 任 者 の 選 任 と 公 表  

 

 
（ ６ ） 認 定 事 業 者 研 修 へ の 参 加  
 認 定 事 業 者 研 修 へ の 参 加 に つ い て は 、 次 の と お り で あ る 。  

○「 責 任 者 が 常 に 参 加 」52％（ 16 事 業 者 ） ［ 昨 年 度 36％（ 17 事 業 者 ）］  
○「 責 任 者 が 時 々 参 加 」23％（ ７ 事 業 者 ）  ［ 昨 年 度 21％（ 10 事 業 者 ）］  
○「 責 任 者 以 外 が 参 加 」6％（ 2 事 業 者 ）    ［ 昨 年 度  2％（   1 事 業 者 ）］  
○ 「 誰 も 参 加 し た こ と が な い 」 16％ （ 5 事 業 者 ）  
                                         ［ 昨 年 度 34％（ 16 事 業 者 ）］ 
半 数 の 認 定 事 業 者 で は 分 別 管 理・文 書 管 理 責 任 者 が 常 に 認 定 事 業 者 研 修 に

参 加 し て い る が 、 常 時 で は な く 時 々 参 加 し て い る と す る 事 業 者 も 約 20％ あ

る 。昨 年 度 と 比 べ る と 、時 々 と す る も の の 比 率 は あ ま り 変 わ ら な い が 、常 時

参 加 し て い る と す る 比 率 は 今 年 度 の 方 が 高 い 。反 面 、「 参 加 し た こ と が な い 」

と し た も の の 比 率 は 昨 年 度 に 比 べ 半 減 し て い る 。  
 主 要 業 種 ご と に み る と 、「 責 任 者 が 常 に 参 加 」は 合 板 製 造 業 100％（ 2 事 業

者 ）、 製 材 業 71％ （ 5 事 業 者 ）、 そ の 他 製 造 業 71％ （ 5 事 業 者 ）。「 責 任 者 が

時 々 参 加 」 は 素 材 流 通 業 100％ （ 2 事 業 者 ）、 製 材 業 29％ （ 2 事 業 者 ） そ の

他 製 造 業 29％ （ 2 認 定 事 業 者 ）。「 責 任 者 以 外 が 参 加 」 は 木 材 製 品 流 通 業 で

区分 ともに選任され ともに選任されて ともに選任されて 不明 合計
公表されている いるが いない

公表されて
いない

素材流通業 0 2 0 0 2
製材業 3 2 0 0 5
プレカット 1 2 1 0 4
合板製造業 2 0 0 0 2
その他製造業 5 2 0 0 7
木材製品流通業 0 8 1 0 9

合計 11 16 2 0 29

区分 ともに選任され ともに選任されて ともに選任されて 不明 合計
公表されている いるが いない

公表されて
いない

素材流通業 0% 100% 0% 0% 100%
製材業 60% 40% 0% 0% 100%
プレカット 25% 50% 25% 0% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 71% 29% 0% 0% 100%
木材製品流通業 0% 89% 11% 0% 100%

合計 38% 55% 7% 0% 100%
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22％（ 2 事 業 者 ）。「 誰 も 参 加 し た こ と が な い 」は 木 材 製 品 流 通 業 、プ レ カ ッ

ト 加 工 業 で 比 率 が 高 い 。  
「 誰 も 参 加 し た こ と が な い 」と し た 認 定 事 業 者 の 中 に は 、そ の 理 由 と し て

「 こ れ ま で 認 定 団 体 に よ る 認 定 事 業 者 研 修 が 開 催 さ れ て い な い 」こ と を 挙 げ

て い る と こ ろ も あ る 。   
研 修 会 に つ い て は 、 次 の よ う な 意 見 が 寄 せ ら れ た 。  

 ○ 「 講 習 を 受 け る こ と で 、 原 木 な ら 全 て 同 じ と い う 考 え 方 が な く な っ た 」 
 ○ 「 研 修 会 で は 講 演 会 も 開 か れ る の で 楽 し み に し て い る 」  
 ○ 「 研 修 会 が 情 報 交 換 の 場 に な る 」  
 
表 Ⅱ － １ ５  認 定 事 業 者 研 修 へ の 参 加  

 

 
（ ７ ） 合 法 木 材 推 進 活 動 全 般 に 対 す る 意 見  
○「 合 法 木 材 の 価 値 が 今 ま で 明 確 で は な か っ た の で 、そ れ を 明 確 に す る 取 り  

組 み が 必 要 で あ る 。バ イ オ マ ス 発 電 で 合 法 木 材 が 含 ま れ た の で 、今 後 利 用  
価 値 が 上 が る こ と を 期 待 し て い る 」  

○ 「 県 の 土 木 関 係 で も JAS は 求 め ら れ る が 、 合 法 木 材 を 求 め ら れ る 機 会 は  
少 な い 。認 識 と し て 、取 り 扱 っ て い る の は 全 て 合 法 木 材 な の で 、い ま さ ら  
合 法 木 材 を 言 う 意 味 が ど こ に あ る の か と い う 気 が す る 」  

○「 国 産 材 に は そ も そ も 違 法 な も の は な い と 考 え て い る の で 、で き る だ け 簡  
略 化 し て ほ し い 」  

区分 責任者が 責任者が 責任者以外 参加したこと 不明 合計
常に参加 時々参加 が参加 がない

素材流通業 0 2 0 0 0 2
製材業 5 2 0 0 0 7
プレカット 2 0 0 1 1 4
合板製造業 2 0 0 0 0 2
その他製造業 5 2 0 0 0 7
木材製品流通業 2 1 2 4 0 9

合計 16 7 2 5 1 31

区分 責任者が 責任者が 責任者以外が 参加したこと 不明 合計
常に参加 時々参加 参加 がない

素材流通業 0% 100% 0% 0% 0% 100%
製材業 71% 29% 0% 0% 0% 100%
プレカット 50% 0% 0% 25% 25% 100%
合板製造業 100% 0% 0% 0% 0% 100%
その他製造業 71% 29% 0% 0% 0% 100%
木材製品流通業 22% 11% 22% 44% 0% 100%
合計 52% 23% 6% 16% 3% 100%
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○「 違 法 伐 採 材 の 流 通 ル ー ト が わ か れ ば そ れ に 近 寄 ら な い よ う に す る が 、そ  
れ が わ か ら な い ま ま に や っ て い る の で 、 少 々 ピ ン と こ な い と こ ろ が あ る 」 

○「 合 法 木 材 で あ る こ と を 基 本 に し て 、他 の 認 証 制 度 を 作 れ な い か 。全 て の  
県 産 材 認 証 に 合 法 性 を 組 み 込 め な い か 」  

○「 納 入 先 の 大 手 ハ ウ ス メ ー カ ー で も 、合 法 木 材 の 調 達 と い う こ と で は 過 敏  
に な っ て お り 、 ハ イ リ ス ク 国 か ら の 輸 入 材 は 控 え る よ う に な り つ つ あ る 」 

○「 ラ べ リ ン グ（ 表 示 ）制 度 を 早 急 に 立 ち 上 げ て ほ し い 。現 状 で は あ ま り メ  
リ ッ ト が な い た め 、脱 退 を 考 え る 事 業 者 が 増 え て い る 。信 頼 性・透 明 性 が  
確 保 さ れ て い る 事 業 者 を 検 査 し て 、 ラ べ リ ン グ 事 業 者 と し て 認 定 す れ ば 、 
一 つ の 差 別 化 と な り 、 メ リ ッ ト が 出 て く る 」  
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Ⅲ．合法木材の自主的モニタリング実施体制の検討  
 

                     

１ ． 検 討 の 経 過  
（ １ ） 合 法 木 材 推 進 の 活 動 は 開 始 以 降 7 年 目 を 迎 え た が 、 木 材 に つ い て も  

環 境 に 配 慮 し た 各 種 の 認 証・認 定 制 度 が 活 動 し て い る 中 で 、信 頼 性・透 明 性

の 確 保 が さ ら に 要 求 さ れ る 状 況 に あ る 。こ の た め 合 法 木 材 の 推 進 に お い て も

信 頼 性・透 明 性 の 確 保・向 上 が こ れ ま で 以 上 に 必 要 に な り 、こ れ を 担 保 す る

た め の 認 定 団 体 及 び 認 定 事 業 者 に よ る 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 実 施 が 欠 か せ

な い 要 件 に な っ て き て い る 。  
こ の た め 平 成 24 年 9 月 に 開 催 さ れ た 認 定 団 体 研 修 に お い て 、 今 後 に お け

る 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 必 要 性 に つ い て の 説 明 を 行 う と と も に 、実 施 体 制 に

関 す る 素 案 の ア ウ ト ラ イ ン と し て 下 記 の 事 項 を 提 案 し た 。  
① 年 1 回 、 認 定 団 体 が 傘 下 の 全 認 定 事 業 者 に 対 し ､書 面 に よ る 活 動 実

態 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、問 題 が あ る 場 合 は 是 正 を 指 導 す る 。 
② 一 定 の 抽 出 率 で 認 定 事 業 者 を 抽 出 し 、現 場 確 認 と と も に ヒ ア リ ン グ

を 実 施 し 、 問 題 が あ る 場 合 は 是 正 を 指 導 す る 。  
③ 合 法 木 材 推 進 活 動 の ヘ ッ ド ク オ ー タ を 設 立 し 、認 定 団 体 は ① ② の 状

況 を 含 め た 認 定 団 体 の 活 動 状 況 を ヘ ッ ド ク オ ー タ に 報 告 し 、ヘ ッ ド

ク オ ー タ が 認 定 団 体 の 活 動 に つ い て チ ェ ッ ク す る 。  
 
（ ２ ）同 年 10 月 に 開 催 さ れ た 違 法 伐 採 対 策 ・ 合 法 木 材 普 及 推 進 専 門 委 員 会  
に お い て 、 上 記 の 素 案 を 示 し 意 見 を 聴 取 し た と こ ろ 、「 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ  
の 実 施 は 必 要 だ が 、認 定 団 体 に 出 来 る だ け 負 担 を か け な い よ う に し た 方 が よ  
い 」 と の 意 見 が 出 さ れ た 。  
 
（ ３ ） 同 年 11 月 に 上 記 素 案 の う ち ① ② に つ い て 全 て の 認 定 団 体 に 発 送 し 、  
意 見 を 聴 取 し た 。回 答 の あ っ た の は 中 央 団 体 11、県 木 連 37、県 森 連 18、素  
生 協 等 9 の 75 団 体 で あ っ た 。  

１ ）  自 主 的 モ ニ タ リ ン グ に つ い て  
自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 必 要 性 に つ い て は ､回 答 団 体 75 の う ち 38 団    

体（ 51％ ）が 必 要 性 を 認 め た 。こ の 他 は「 不 必 要 」と す る も の 13 団 体（ 17％ ）、

「 そ の 他 」 と す る も の 23 団 体 （ 31％ ） と な っ た 。  
 な お 、「 モ ニ タ リ ン グ は 不 必 要 」と し た 13 団 体 の う ち 認 定 事 業 者 の 多 い 5  
団 体 と は そ の 後 面 談 を 行 い 、 必 要 性 が あ る こ と の 了 解 を 得 た 。  
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表 Ⅲ － １  自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 必 要 性  

 

 
 ２ ） 認 定 事 業 者 ア ン ケ ー ト に つ い て  
（ ア ）認 定 事 業 者 ア ン ケ ー ト の 実 施 に つ い て は 、素 案 で は「 年 1 回 、認 定 事  
業 者 全 員 を 対 象 に 実 施 す る 」 と し て い た が 、 こ れ に つ い て は 8 団 体 （ 11％ ） 
が 「 現 状 通 り で も 実 施 可 能 」 と し 、 27 団 体 （ 36％ ） が 「 実 施 す る に は 努 力  
が 必 要 」、 21 団 体 （ 28％ ） が 「 素 案 ど お り の 実 行 は 不 可 能 」 と し た 。  
 
表 Ⅲ － ２  事 業 者 ア ン ケ ー ト 実 施 の 可 能 性  

 

 
（ イ ）「 素 案 通 り の 実 行 は 不 可 能 」と し た も の に 対 し て 、「 全 認 定 事 業 者 を 対  
象 と す る の で は な く 、ど の 程 度 の 抽 出 率 で あ れ ば 可 能 か 」と の 質 問 を し た と  
こ ろ 、「 抽 出 率 50％ な ら 可 能 」 と し た も の が 4 団 体 （ 5％ ）、「 抽 出 率 30％ な  
ら 可 能 」 が 13 団 体 （ 17％ ）、「 そ の 他 」 と し た も の が 11 団 体 （ 15％ ） で あ  
っ た 。な お 、ア ン ケ ー ト の 実 施 の 可 能 性 に つ い て「 そ の 他 」と し た 団 体 か ら  
も 回 答 が あ り 、「 素 案 通 り の 実 行 は 不 可 能 」 と し た 21 団 体 以 上 の 28 団 体 か  
ら の 回 答 に な っ た 。  
 
 
 
 
 
 
 

区分 必要 不必要 その他 不明 計

中央団体 6 0 5 0 11
県木連 19 5 12 1 37
県森連 8 7 3 18
素生協等 5 1 3 9
合計 38 13 23 1 75

51% 17% 31% 1% 100%

区分 現状通り可能 努力必要 不可能 その他 不明 計

中央団体 1 5 1 4 0 11
県木連 2 11 14 8 2 37
県森連 4 6 5 3 0 18
素生協等 1 5 1 2 0 9
合計 8 27 21 17 2 75

11% 36% 28% 23% 3% 100%
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表 Ⅲ － ３  全 認 定 事 業 者 ア ン ケ ー ト を 不 可 能 と し た も の が 可 能 と す る 抽 出  
     率  

 
 

３ ） ヒ ア リ ン グ 調 査 に つ い て  
ヒ ア リ ン グ 調 査 の 抽 出 率 に つ い て は 、「 抽 出 率 30％ で あ れ ば 可 能 」と し た

も の 9 団 体 （ 12％ ）、「 抽 出 率 20％ な ら 可 能 」 と し た も の 28 団 体 （ 37％ ）、

「 そ の 他 」 が 30 団 体 （ 40％ ） と な っ た 。  
 ま た 、「 そ の 他 」と し た 30 団 体 う ち 、 14 団 体（ 20％ ）は「 抽 出 率 10％ な

ら 可 能 」 と し た 。  
      
表 Ⅲ － ４  ヒ ア リ ン グ 対 象 事 業 者 の 抽 出 率  

 
 

４ ） 会 費 等 の 徴 収 の 現 状 と 今 後 の 方 針  
認 定 団 体 及 び 認 定 事 業 者 に よ る 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ を 実 施 す る こ と に な

る と 、当 然 の こ と で は あ る が 、特 に 認 定 団 体 に お け る 労 力 、経 費 の 増 加 が 考

え ら れ る 。し か し 現 状 で は 、従 来 の 報 告 書 で も 見 て き た よ う に 、ま た 本 報 告

書 に 掲 載 し た 合 法 木 材 認 定 団 体 ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果 を 見 て も 、こ れ ら 認 定 団

体 の 経 済 的 基 盤 は 大 変 脆 弱 で あ る 。  
 こ の た め 、こ れ ら 認 定 団 体 に 対 し て は「 合 法 木 材 推 進 活 動 の 実 施 の た め に 、

認 定 事 業 者 か ら 会 費 等 の 徴 収 を 行 っ て い る の か ど う か 」、 ま た 「 今 後 、 認 定

団 体 及 び 認 定 事 業 者 に よ る 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ 制 度 を 導 入 し た 場 合 、新 た な

経 費 の 負 担 に 対 処 す る た め に 、会 費 等 の 増 額 も し く は 新 た な 徴 収 を 検 討 し て

い る か ど う か 」 に つ い て の 質 問 を 行 っ た 。  

区分 　　　不可能としたものが
　　可能とするアンケート抽出率

50% 30% その他

中央団体 0 0 1
県木連 2 7 9
県森連 0 5 1
素生協等 2 1 0
合計 4 13 11

回答団体75に対する比率 5% 17% 15%

区分 30% 20% その他 不明 計

中央団体 2 3 5 1 11
県木連 4 12 18 3 37
県森連 1 11 4 2 18
素生協等 2 2 3 2 9
合計 9 28 30 8 75

12% 37% 40% 11% 100%

注）その他の合計30のうち１４（19％）は抽出率10％であれば可能
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（ ア ）現 在 、合 法 木 材 の 推 進 活 動 に 関 し 、会 費 等（ 新 規・更 新 の 際 の 認 定 料

等 も 含 む ）を 徴 収 し て い る 認 定 団 体 は 36 団 体（ 48％ ）、徴 収 し て い な い 認 定

団 体 は 37 団 体 （ 49％ ） で そ れ ぞ れ 回 答 団 体 の 半 数 を 占 め て い た 。  
 

表 Ⅲ － ５  合 法 木 材 推 進 活 動 の た め の 会 費 等 の 徴 収  

 

 
（ イ ）  自 主 的 モ ニ タ リ ン グ を 実 施 す る 場 合 、「 新 た に 会 費 等 の 徴 収 を 検 討 す  
る 」 と し た の は 13 団 体 （ 17％ ）、「 増 額 を 検 討 す る 」 は 3 団 体 （ 4％ ）、「 従

来 ど お り 」 と し た の は 47 団 体 （ 63％ ） で あ っ た 。  
 
（ ウ ）「 従 来 ど お り 」 と 回 答 し た 47 団 体 の う ち 、「 現 在 、 会 費 等 を 徴 収 し て

お り 、 今 後 も 同 額 を 徴 収 す る 」 と す る も の が 27 団 体 （ 35％ ） で あ っ た の に

対 し て 、「 現 在 、 会 費 等 を 徴 収 し て お ら ず 、 今 後 も 徴 収 し な い 」 と す る も の

が 20 団 体 （ 25％ ） で あ っ た 。  
 
表 Ⅲ － ６  合 法 木 材 推 進 活 動 の た め の 会 費 等 の 徴 収 に 関 す る 今 後 の 方 針  

 

 
（ エ ）以 上 か ら 、今 後 新 し い 体 制 に 移 行 し た 時 、会 費 等 を 徴 収 す る と 思 わ れ  
る の は「 新 た に 徴 収 す る 」 13 団 体 、「 増 額 を 検 討 す る 」 3 団 体 、「 今 後 も 従 来  
通 り 徴 収 す る 」 27 団 体 の 合 計 43 団 体（ 57％ ）と 、全 体 の 半 分 強 に す ぎ な い  
こ と が わ か る 。  
     
 

区分 徴収している 徴収していない 不明 計

中央団体 6 5 0 11
県木連 27 9 1 37
県森連 0 17 1 18
素生協等 3 6 0 9
合計 36 37 2 75

48% 49% 3% 100%

区分 　新たに徴収を検討 増額を検討 従来通り その他 不明 計

中央団体（１１） 2 0 9 0 11
県木連（３７） 5 3 20 3 6 37
県森連（１８） 5 0 11 2 18
素生協等（９） 1 0 8 0 0 9
合計（７５） 13 3 47 4 8 75

17% 4% 63% 5% 11% 100%

注）今後の方針における「従来通り」については、現在徴収しているところ２７（３６％）
　　　　　現在徴収していないところ２０（２７％）
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５ ） 合 法 木 材 を 取 扱 っ て い な い 認 定 事 業 者 の 割 合  
認 定 団 体 が 人 的 側 面 及 び 財 政 的 側 面 で 余 裕 の な い 状 況 に あ る 中 で 、彼 等 に  

よ る 自 主 的 な モ ニ タ リ ン グ 体 制 を 構 築 す る に は 、 出 来 る だ け 認 定 団 体 の 手

間・経 費 を 省 く こ と が 必 要 に な る 。こ の た め 合 法 木 材 を 取 り 扱 っ て い な い 認

定 事 業 者 を 、 モ ニ タ リ ン グ の 対 象 か ら 除 外 す る こ と を 検 討 し た 。  
こ れ に つ い て は 平 成 25 年 2 月 に 、 全 国 木 材 組 合 連 合 会 が 集 計 を 行 っ て い

る 「 平 成 23 年 度 分 合 法 木 材 団 体 別 出 荷 量 集 計 表 」 を 基 に 推 計 を 行 っ た 。 し

か し 、こ の 集 計 表 の 原 デ ー タ で あ る「 合 法 木 材 取 扱 実 績 報 告 」の 中 に は 、「 合

法 木 材 の 取 扱 量 は な い 」と す る も の も 含 ま れ て い る こ と か ら 、そ れ ぞ れ の 認

定 団 体 に 対 し 、 平 成 23 年 度 の 取 扱 実 績 報 告 の う ち 、 合 法 木 材 の 取 扱 い の 無

か っ た 事 業 者 数 の 調 査 を 依 頼 し た （ 回 答 団 体 65）。  
こ の 結 果 、 こ の 65 認 定 団 体 の 傘 下 の 認 定 事 業 者 の う ち 、 取 扱 実 績 報 告 を

提 出 し て い た 認 定 事 業 者 数 は 4 ,933 で あ り 、こ の う ち 1 ,533 認 定 事 業 者 が「 合

法 木 材 の 取 扱 い が な か っ た 」 と し て 報 告 し て い た こ と が わ か っ た 。  
こ の こ と か ら 、 認 定 事 業 者 の う ち 、 約 30％ は 合 法 木 材 を 取 り 扱 っ て い な

い と 推 測 で き る 。  
 

表 Ⅲ － ７  合 法 木 材 取 扱 実 績 か ら 見 た 「 取 扱 な し 」 事 業 者 数  

 
 
２ ． 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 実 施 体 制 （ 案 ） の 検 討  
 以 上 の 調 査 に 基 づ き 作 成 し た 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ 実 施 体 制 案 は 次 の と お

り で あ り 、 こ れ は 25 年 3 月 に 開 催 さ れ た 違 法 伐 採 対 策 ・ 合 法 木 材 普 及 推 進

専 門 委 員 会 及 び 違 法 伐 採 対 策・合 法 木 材 普 及 推 進 委 員 会 に お い て 基 本 的 に 了

承 さ れ た 。  
 
（ １ ） ア ン ケ ー ト 調 査  

ア ン ケ ー ト 調 査 に つ い て は 、  
○「 全 認 定 事 業 者 を 対 象 と す る の は 不 可 能 」だ が 、「 抽 出 率 50％ な ら 可 能 」

と し た の は 5％ に 過 ぎ ず 、「 抽 出 率 30％ な ら 可 能 」と し た も の 15％ と「 そ

の 他 」 と し た も の 17％ と を 合 わ せ て 32％ あ っ た こ と  

区分 取扱報告提出 取扱実績なし 取扱実績あり
事業者 事業者 事業者

Ａ Ｂ Ｃ＝Ａ－Ｂ

中央団体 3,888 1,361 2,527
県木連 376 92 284
県森連 343 42 301
素生協等 326 38 288

合計 4,933 1,533 3,400
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○ ア ン ケ ー ト 調 査 を 郵 送 等 に よ っ て 実 施 す る と 、認 定 団 体 の 人 的 負 担 、財  
政 負 担 が 重 く な る こ と  

を 考 慮 し 、ア ン ケ ー ト 調 査 は 郵 送 等 に よ っ て 行 う の で は な く 、認 定 団 体 が 開

催 す る 認 定 事 業 者 研 修 の 際 に 、ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ て 合 法 木 材 を 取 り 扱 っ て

い る か （ 特 に 分 別 管 理 、 出 荷 の 際 の 伝 票 へ の 記 載 、 証 明 書 発 行 、 文 書 管 理 、

研 修 会 へ の 出 席 な ど ）と い っ た 、活 動 実 態 に つ い て の ア ン ケ ー ト を 実 施 す る 。 
な お 、ア ン ケ ー ト に よ っ て ガ イ ド ラ イ ン を 逸 脱 し た 行 為 が あ っ た こ と が 認

め ら れ た 場 合 に は 、認 定 団 体 は 是 正 に 向 け て の 適 切 な 措 置 を 講 じ る こ と が 必

要 に な る 。  
ま た 、信 頼 性・透 明 性 の 確 保・向 上 を 図 る た め に 、認 定 事 業 者 研 修 に お い

て は ガ イ ド ラ イ ン の 周 知 徹 底 と ガ イ ド ラ イ ン の 遵 守 に 当 た っ て 、現 場 の 日 常

活 動 に お い て 注 意 す べ き 事 項 に つ い て の 指 導・講 習 が こ れ ま で 以 上 に 必 要 に

な る 。  
 

（ ２ ） ヒ ア リ ン グ 調 査  
１ ） ヒ ア リ ン グ 対 象 業 者 の 抽 出 率  

（ ア ）団 体 に よ っ て 傘 下 認 定 事 業 者 数 や 認 定 事 業 者 の 立 地 範 囲 に 大 き な 違 い

が あ る こ と か ら 、認 定 事 業 者 数 の 多 さ に よ っ て 抽 出 率 を 変 え る 事 も 検 討 し た 。

傘 下 事 業 者 数 の う ち 合 法 木 材 取 扱 事 業 者 を 算 出 （ 傘 下 事 業 者 数 ×70％ ） し 、

こ の 数 値 を も と に 抽 出 率 20％ 、 15％ 、 10％ で 調 査 対 象 事 業 者 数 を 計 算 し た

が 、出 来 る だ け 認 定 団 体 に 負 担 を か け ず に 実 施 す る 必 要 が あ る た め 、要 件 を

出 来 る だ け 単 純 化 し 、 抽 出 率 を 10％ と し て 統 一 す る こ と が 望 ま し い 。  
 

表 Ⅲ － ８  現 場 検 査 の 対 象 事 業 者 抽 出 率 と 対 象 事 業 者 数  

 
 

さ ら に 、  

1認定団体あたり 合法木材取扱事業者数 　　　　抽出率別検査対象事業者数
傘下事業者数 （傘下事業者数×70％） B×２０％ B×15％ B×１０％

（A) （A×70％）
（B)

40１～450事業者 315 63 47 32
３５１～４００事業者 280 56 42 28
３０１～３５０事業差 245 49 37 25
２５１～３００事業者 210 42 32 21
２０１～２５０事業者 175 35 26 18
１５１～２００事業者 140 28 21 14
１０１～１５０事業者 105 21 16 11
５１～１００事業者 70 14 11 7
５０事業者以下 35 7 5 4
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○ 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ に 関 す る ア ン ケ ー ト に お い て 、ヒ ア リ ン グ の 抽 出 率

に つ い て 回 答 を 寄 せ た 団 体 67 の う ち 、 80％ が 「 全 事 業 者 に 対 し 抽 出 率

10％ ま で な ら 可 能 」 と し て い る こ と  
○ 極 力 、 認 定 団 体 の 負 担 を 軽 く す る 必 要 の あ る こ と  

な ど を 考 慮 す れ ば 、ヒ ア リ ン グ の 抽 出 率 は「 合 法 木 材 の 取 扱 い 実 績 の あ る 認

定 事 業 者 の 10％ 」 が 妥 当 で あ る と 考 え る 。  
な お 、調 査 対 象 の 範 囲 を「 全 認 定 事 業 者 」か ら「 合 法 の 木 材 取 扱 い 実 績 の

あ っ た 認 定 事 業 者 」と す る こ と で 、認 定 団 体 の 負 担 は 素 案 に 比 べ 軽 減 さ れ る

こ と に な る 。  
 
（ イ ）従 来 実 施 し て き た ヒ ア リ ン グ は 、合 法 木 材 の「 取 扱 実 態 の 把 握 」を 目

的 に し て い た 。し か し 、今 後 は 信 頼 性・透 明 性 の 確 保・向 上 を 担 保 す る 一 つ

の 手 段 と し て 、 従 来 の よ う な 「 取 扱 実 態 の 把 握 」 で は な く 、「 現 場 検 査 」 と

し て 実 施 す る 必 要 が あ る 。  
 こ の た め 、現 場 に お い て 認 定 事 業 者 の 分 別 管 理 の 状 況 、合 法 木 材 出 荷 時 の

証 明（ 伝 票 、証 明 書 ）の 状 況 、書 類 整 備・保 管 の 状 況 を 確 認 し 、ガ イ ド ラ イ

ン を 逸 脱 し た 行 為 が あ っ た 場 合 に は 、認 定 団 体 は 是 正 に 向 け て の 適 切 な 措 置

を 講 じ る こ と が 必 要 で あ る 。  
 
（ ウ ）次 回 の ガ イ ド ラ イ ン 改 訂 時 に は 、認 定 団 体 に 対 し て は 現 場 検 査 の 実 施 、

認 定 事 業 者 に 対 し て は 現 場 検 査 受 入 の 義 務 化 を 規 定 す る 必 要 が あ る 。  
 
（ エ ）認 定 団 体 の 担 当 者 は「 現 場 検 査 」の ほ か に 、JAS 検 査 や 県 産 材 認 証 検

査 等 で 認 定 事 業 者 を 訪 問 し た 場 合 に 、余 裕 が あ れ ば 合 法 木 材 の 取 扱 実 態 に つ

い て も 確 認 す る こ と が 望 ま し い 。  
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３ ． 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ 実 施 体 制 （ 案 ） に 対 す る 専 門 委 員 会 の 意 見  
（ １ ）合 法 木 材 推 進 活 動 に お け る 信 頼 性・透 明 性 の 確 保・向 上 の 必 要 性 に 鑑  
   み 自 主 的 検 査 は 必 要 で あ る 。  
 
（ ２ ）全 国 団 体 の よ う に 認 定 事 業 者 数 の 多 く 、ま た 、地 理 的 に 対 象 範 囲 が 広  
   い 場 合 に は 、検 査 に 係 る 労 力・経 費 の 負 担 が 大 き く な る こ と か ら 、実  

施 の 際 に 何 ら か の 対 応 が 必 要 で は な い か 。  
 

（ ３ ）認 定 事 業 者 研 修 の 際 の ア ン ケ ー ト の 項 目 、現 場 検 査 で の 確 認 事 項 は 統  
一 す る 必 要 が あ ろ う 。  

 
（ ４ ） 次 回 の ガ イ ド ラ イ ン 改 定 ま で は 暫 定 期 間 と す る 必 要 が あ ろ う 。  
 
（ ５ ）次 回 の ガ イ ド ラ イ ン 改 定 の 際 に は 、抽 出 率 ま で 記 載 す る 必 要 は な い の  
   で は な い か 。  

 
（ ６ ） 法 律 と し て 定 め る の で は な い た め 、「 義 務 化 」 と い う 言 葉 は 強 す ぎ な  
   い か と の 意 見 が あ っ た が 、こ れ に 対 し て は 林 野 庁 よ り 、「『 最 低 限 、こ  
   こ ま で は 行 う べ き で あ る 』と の 言 い 回 し は 必 要 で あ ろ う 」と の 考 え が  

出 さ れ た 。  
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４ ． 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ に 対 す る 認 定 団 体 の 主 な 意 見  
（ １ ） 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 必 要 性  

○ 必 要 性 は 認 め る が 、 自 主 的 に や る に は 労 力 ・ 経 費 等 で 困 難 が あ る 。  
（ 10 件 ） 

○ 認 定 期 間 内 に 1 回 の ヒ ア リ ン グ は 必 要 で あ る 。        （ 2 件 ）  
 ○ 可 能 な 範 囲 で 実 施 す る 。                  （ 2 件 ）  
 ○ モ ニ タ リ ン グ で 何 を 把 握 す る の か は っ き り し な い 。      （ 2 件 ）  
 
（ ２ ） ア ン ケ ー ト 調 査  
 ○ 傘 下 の 認 定 事 業 者 全 て を 対 象 に 年 １ 回 実 施 す る と 、回 収 率 が 低 く な る 可  

能 性 が あ る 。                       （ 4 件 ）  
 ○ 傘 下 の 認 定 事 業 者 全 て を 対 象 に す る 必 要 は な い の で は な い か 。 （ 2 件 ）  
 ○「 合 法 木 材 取 扱 実 績 報 告 」の 提 出 時 期 に 合 わ せ 、内 容 が 簡 単 な も の で あ  

れ ば 、 実 施 可 能 で は な い か 。                 （ 2 件 ） 
 ○ 不 可 能 で は な い が 、困 難 だ と 思 う 。               （ 2 件 ）  
 
（ ３ ） ヒ ア リ ン グ 調 査  
 ○ 抽 出 率 10％ な ら 実 施 可 能 で あ る 。              （ 4 件 ） 
 ○ 職 員 数 が 少 な く ヒ ア リ ン グ の 実 施 は 困 難 で あ る 。        （ 3 件 ）  
 ○ 地 域 の 広 さ や 認 定 事 業 者 数 に 差 が あ り 、全 国 一 律 の 抽 出 率 に は 無 理 が あ  

る の で は な い か 。                     （ 2 件 ）  
 ○ ヒ ア リ ン グ 調 査 は 必 要 が な い 。               （ 2 件 ）  
 
（ ４ ） モ ニ タ リ ン グ 全 般 に つ い て  
 ○ 認 定 事 業 者 が こ の シ ス テ ム を ど れ だ け 理 解 し て い る の か を 明 ら か に す  

る に は 、 ヒ ア リ ン グ が 必 要 で あ る 。              （ 3 件 ） 
 ○ 信 頼 性 確 保 の た め に 、積 極 的 な 実 施 が 望 ま し い 。       （ 2 件 ）  
 ○ 認 定 団 体 の 運 用 実 態 に 合 わ せ 、 無 理 な く 継 続 的 に 行 う べ き で あ る 。     

（ 2 件 ） 
○ 必 要 性 は 認 め る が 、経 費 の 助 成 措 置 が 必 要 で あ る 。      （ 2 件 ）  
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５ ． 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 実 施 に 向 け て の 提 言  
 こ れ ま で 本 章 の ２ 節 「 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 実 施 体 制 （ 案 ） の 検 討 」、 ３  
節「 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ 実 施 体 制 案 に 対 す る 専 門 委 員 会 に お け る 意 見 」で 述  
べ て き た 考 え 方 や 意 見 、ま た 、Ⅰ 章「 合 法 木 材 認 定 団 体 ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果 」、 
Ⅱ 章「 合 法 木 材 認 定 事 業 者 ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果 」さ ら に は 従 来 実 施 し て き た

モ ニ タ リ ン グ 調 査 の 結 果 を 踏 ま え て 、今 後 の 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ 実 施 に 向 け

て の 考 え 方 を 、「 ア ン ケ ー ト 調 査 」 項 目 （ 案 ） 及 び 「 合 法 木 材 現 場 検 査 」 確

認 事 項（ 案 ）及 び 実 施 に 当 た っ て の 注 意 事 項 」も 含 め て 、提 言 と し て 以 下 に

ま と め る 。  
 
（ １ ） 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 種 類  
   自 主 的 モ ニ タ リ ン グ は ① ア ン ケ ー ト 調 査 、② 現 場 検 査 の ２ 種 類 と す る 。 
   ①  ア ン ケ ー ト 調 査 は 、 認 定 団 体 が 開 催 す る 認 定 事 業 者 研 修 の 際 に 、 

参 加 し た 認 定 事 業 者 全 員 に 対 し て 実 施 す る 。  
   ②  現 場 検 査 は 、 従 来 の よ う な 「 取 扱 実 態 の 把 握 」 で は な く 、「 現 場  

検 査 」 と し て 実 施 す る 。  
毎 年 度 の 合 法 木 材 取 扱 実 績 報 告 を 基 に 、取 扱 実 績 の あ っ た 認 定 事

業 者 の う ち 10％ を 対 象 に し て 、 認 定 団 体 が 実 施 す る 。  
認 定 事 業 者 数 が 多 く 、ま た 、認 定 事 業 者 の 所 在 が 広 範 囲 に 渡 る 認  

定 団 体（ 特 に 全 国 団 体 ）の 場 合 は 、各 地 域 に 存 在 す る 支 部 等 に 依 頼  
し 実 施 す る こ と も 可 能 で あ る し 、ま た 、地 域 を 区 切 っ て 、順 次 、地  
域 ご と に 実 施 す る こ と も 可 能 で あ る 。  
 

（ ２ ） 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 内 容  
   ①  ア ン ケ ー ト 調 査 は 、後 述 す る ア ン ケ ー ト 調 査 項 目 に 従 っ て 実 施 す  

る 。  
     ガ イ ド ラ イ ン を 逸 脱 し た 行 為 が あ っ た 場 合 は 、認 定 団 体 は 当 該 認  

定 事 業 者 に 対 し 是 正 を 要 求 し 、後 日 、是 正 さ れ た か ど う か の 確 認 を

行 う 。  
   ②  現 場 検 査 に お い て は 、後 述 す る 現 場 検 査 確 認 事 項 に 従 っ て 活 動 状  

況 の ヒ ア リ ン グ を 行 う と と も に 、分 別 管 理 現 場 の 確 認 、伝 票・証 明  
書・ラ ベ ル 等 の 確 認 、入 庫・出 庫・在 庫 を 記 録 し た 管 理 簿 の 確 認 な  
ど を 行 う 。  

     ガ イ ド ラ イ ン を 逸 脱 し た 行 為 が あ っ た 場 合 は 、認 定 団 体 は 当 該 認  
定 事 業 者 に 対 し 是 正 を 要 求 し 、後 日 、是 正 さ れ た か ど う か の 確 認 を

行 う 。  
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（ ３ ）「 ア ン ケ ー ト 調 査 」 項 目 （ 案 ）  
１ ） ど の よ う な 方 針 で 合 法 木 材 を 取 り 扱 っ て い る か  

     ① 取 扱 木 材 の 全 て を 合 法 木 材 に す る  
     ② 出 来 る だ け 合 法 木 材 に す る  
     ③ 要 請 の あ っ た と き だ け 合 法 木 材 に す る  
 

２ ） 調 達 相 手 先 が 合 法 木 材 認 定 事 業 体 で あ る こ と を 確 認 し て い る か  
     ① 全 て の 調 達 相 手 先 に つ い て 確 認 し て い る  
     ② 確 認 し て い る と こ ろ が 多 い  
     ③ 確 認 し て い る と こ ろ は 少 な い  
     ④ 全 く 確 認 し て い な い  
 

３ ） 調 達 の 際 、 合 法 木 材 で あ る こ と が 明 記 さ れ た 伝 票 、 合 法 木 材 証 明 書 、 
森 林 認 証 材 の 場 合 は ラ ベ ル な ど に よ っ て 、合 法 木 材 で あ る こ と を 確 認  
し て い る か  

 ① 全 て 確 認 し て い る  
 ② 確 認 す る こ と が 多 い  
 ③ 確 認 す る こ と は 少 な い  
 ④ 全 く 確 認 し て い な い  

 
４ ） 供 給 の 際 、 合 法 木 材 で あ る こ と が 明 記 さ れ た 伝 票 、 合 法 木 材 証 明 書 、 

   森 林 認 証 材 の 場 合 は ラ ベ ル な ど に よ っ て 、合 法 木 材 で あ る こ と を 証 明

し て い る か  
     ① 全 て 証 明 し て い る  
     ② 証 明 す る 場 合 が 多 い  
     ③ 証 明 す る 場 合 は 少 な い  
     ④ 全 く 証 明 し て い な い  
 

５ ） 合 法 木 材 の 保 管 に 際 し 、 ど の よ う な 方 法 で 分 別 管 理 を し て い る か  
     ① 分 別 管 理 場 所 を 特 定 し 、 保 管 し て い る  

② 合 法 木 材 は ロ ッ ト 積 み し 、 表 示 を し て 分 別 管 理 を 行 っ て い る  
 ③ 梱 包 も し く は 製 品 ご と に カ ー ド 等 を 貼 付（ 木 口 等 の 色 分 け を 含  

む ） し て 分 別 管 理 を 行 っ て い る  
     ④ 全 量 合 法 木 材 な の で 、 分 別 管 理 は 行 っ て い な い   
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 ６ ） 文 書 管 理 は ど の よ う に 行 っ て い る か  
     ① 伝 票 か ら 合 法 木 材 管 理 簿 を 作 成 し 、入 荷 、出 荷 、在 庫 の 管 理 を  

行 っ て い る  
     ② 合 法 木 材 管 理 簿 は 作 成 し て お ら ず 、伝 票 綴 り だ け で 管 理 し て い

る  
     ③ 合 法 木 材 管 理 簿 は 作 成 し て お ら ず 、 伝 票 も 綴 っ て い な い  
     ④ 全 量 合 法 木 材 な の で 、 合 法 木 材 だ け の 文 書 管 理 は し て い な い  
 

７ ）伝 票 や 合 法 木 材 管 理 簿 な ど の 文 書（ 全 量 合 法 木 材 の 場 合 は 、通 常 の 伝

票 や 管 理 簿 ） は ５ 年 間 保 管 し て い る か  
     ① ５ 年 間 保 管 し て い る  
     ② 保 管 し て い る が 、 ５ 年 間 で は な い  
     ③ 全 く 保 管 し て い な い  
 

８ ） 認 定 事 業 者 研 修 へ の 参 加  
     ① 分 別 管 理 責 任 者 か 文 書 管 理 責 任 者 が 、 常 に 参 加 し て い る  
     ② 常 に で は な い が 、分 別 管 理 責 任 者 か 文 書 管 理 責 任 者 が 参 加 し て

い る  
     ③ 分 別 管 理 責 任 者 及 び 文 書 管 理 責 任 者 以 外 の 者 が 、常 に 参 加 し て

い る 。  
     ④ 常 に で は な い が 、分 別 管 理 責 任 者 及 び 文 書 管 理 責 任 者 以 外 の 者

が 参 加 し て い る  
     ⑤ 誰 も 参 加 し た こ と が な い  
 
 
（ ４ ）「 合 法 木 材 現 場 検 査 」 確 認 事 項 （ 案 ） 及 び 実 施 に 当 た っ て の 注 意 事 項  

１ ） 調 達 の 際 の 調 達 相 手 先 が 認 定 事 業 者 で あ る こ と を Ｈ Ｐ な ど で 確 認   

し て い る か  
    ① 全 て 確 認 し て い る  
    ② 確 認 す る こ と が 多 い  
    ③ 確 認 す る こ と は 少 な い  
    ④ 全 く 確 認 し て い な い  
  
   ○ 認 定 事 業 者 で あ る 場 合 は 、伝 票 、証 明 書 、製 品・梱 包 等 に 貼 付 さ れ  
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た ラ ベ ル（ 特 に 森 林 認 証 材 の 場 合  以 下 ラ ベ ル と す る ）に 記 載 さ れ  
た 企 業 名 と 認 定 番 号（ 森 林 認 証 材 の 場 合 は 登 録 番 号 ）が 合 致 し て い  
る こ と を 確 認 し な け れ ば な ら な い  

   ○ 森 林 認 証 材 の 場 合 、FSC で は 全 て の 製 品 に ラ ベ ル 貼 付 が 義 務 付 け ら  
れ て い る が 、 PEFC、 SGEC で は ラ ベ ル 貼 付 は 任 意 な の で 、 ラ ベ ル  
が 添 付 さ れ て い な い 場 合 は 伝 票 や 証 明 書 で 確 認 し な け れ ば な ら な  
い 。  

○ 認 定 事 業 者 と 非 認 定 事 業 者 が 混 在 す る と き は 、認 定 事 業 者 を リ ス ト

化 し て お く こ と が 望 ま し い 。  
 

 
２ ）調 達 の 際 、合 法 木 材 で あ る こ と を 明 示 し た 伝 票・証 明 書・梱 包 に 貼 付

さ れ た ラ ベ ル で 確 認 し て い る か  
    ① 全 て 確 認 し て い る  
    ② 確 認 す る こ と が 多 い  
    ③ 確 認 す る こ と は 少 な い  
    ④ 全 く 確 認 し て い な い  
 

○「 調 達 相 手 先 が 認 定 事 業 者 な の で 、全 て 合 法 木 材 で あ る と 認 識 し て  
い る 」と い う 認 定 事 業 者 が 多 い が 、調 達 相 手 先 が 認 定 事 業 者 で あ る  
事 が 確 認 さ れ て も 、そ の と き に 納 入 さ れ た 物 品 が 合 法 木 材 で あ る こ  
と の 証 明 に は な ら な い 。  

○ 調 達 相 手 が 認 定 事 業 者 で あ る こ と の 確 認 と 、調 達 物 品 が 合 法 木 材 で

あ る こ と の 確 認 は 全 く 別 の 事 柄 で あ る 。  
○ 合 法 木 材 推 進 活 動 に と っ て 必 要 な の は 、納 入 さ れ た 物 品 が 合 法 木 材

で あ る こ と を 伝 票・証 明 書・ラ ベ ル に よ っ て 証 明 さ れ て い る か を 確

認 す る こ と で あ る 。そ の 証 明 が 確 認 さ れ た こ と に よ っ て 、調 達 さ れ

た 物 品 が 合 法 木 材 で あ る こ と が わ か る 。  
○ こ の た め 、調 達 の 際 の 伝 票・証 明 書・ラ ベ ル に 、調 達 相 手 先 の 企 業

名 、認 定 番 号 も し く は 登 録 番 号 、樹 種 、品 目 、数 量 、ま た 当 該 物 品

が 合 法 木 材 で あ る 旨 の 文 言 が 記 載 さ れ て あ る か を 確 認 し て い る か

を チ ェ ッ ク す る こ と が 必 要 に な る 。  
○ 但 し 、森 林 認 証 の ラ ベ ル の 場 合 は 、マ ー ク に よ っ て 森 林 認 証 材 で あ

る こ と が 証 明 さ れ て い る た め 、当 該 物 品 が 合 法 木 材 で あ る 旨 の 文 言

の 記 載 は な く て も よ い 。  
   ○「 県 産 材 認 証 の 証 明 が あ る か ら 、合 法 木 材 と し て 扱 っ て い る 」と の
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意 見 が あ る が 、県 産 材 認 証 制 度 は 各 県 に よ っ て 異 な っ て お り 、県 産

材 と し て 認 め る 際 の 定 義 に 合 法 性 が 謳 わ れ て い る と こ ろ と そ う で

な い と こ ろ が あ る 。  
   ○ 認 証 県 産 材 の 定 義 に 合 法 性 が 謳 わ れ て い る 場 合 は 、「 認 証 県 産 材 ＝  

合 法 木 材 」と な る が 、合 法 性 が 謳 わ れ て い な い 場 合 は 、別 途 、合 法

木 材 の 証 明 が 必 要 に な る 。  
   ○ 原 木 市 場 に お い て は 、 伐 採 届 け の 写 し な ど が 必 要 に な る 。  
   ○ 記 載 事 項 が 満 た さ れ て い な い 場 合 、必 要 書 類 が 送 ら れ て き て い な い  

場 合 に は 、 調 達 相 手 先 に 要 請 す る よ う 指 導 す る 必 要 が あ る 。  
 
 

３ ）供 給 の 際 、合 法 木 材 で あ る こ と を 明 ら か に し た 伝 票・証 明 書・ラ ベ ル

を 発 行 し て い る か  
    ① 全 て 発 行 し て い る  
    ② 要 望 が あ っ た 時 だ け 発 行 し て い る  
    ③ 全 く 発 行 し て い な い  
 
   ○ 合 法 木 材 と は 、あ く ま で も「 Co C の 流 れ の 中 で 、伝 票・証 明 書・ラ  

ベ ル に よ っ て 合 法 性 が 証 明 さ れ た 木 材 」 で あ る 。  
   ○「 要 望 が あ っ た 時 だ け 発 行 す る 」と す る 事 業 者 が 多 い が 、合 法 性 を

証 明 す る 伝 票・証 明 書・ラ ベ ル が あ っ て 初 め て 合 法 木 材 で あ る こ と

が 確 認 さ れ る の で 、「 要 請 が な か っ た 」 こ と で 伝 票 ・ 証 明 書 が 発 行

さ れ な け れ ば 、供 給 先 に お い て そ の 物 品 は 合 法 木 材 と は 認 め ら な い

こ と に な る 。  
   ○ こ の た め 、 CoC の 流 れ を 断 絶 さ せ な い た め に も 、「 要 望 が あ っ た 時  

だ け 」 で は な く 、「 全 て 」 に 対 し 伝 票 ・ 証 明 書 を 発 行 す る こ と が 望  
ま し い 。  

  ○ 伝 票 ・ 証 明 書 ・ ラ ベ ル に は 、 調 達 の 際 に 述 べ た よ う に 、 当 該 認 定  
事 業 者 名 、 認 定 番 号 も し く は 登 録 番 号 、 樹 種 、 品 目 、 数 量 、 当 該  
物 品 が 合 法 木 材 で あ る 旨 の 文 言 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

  ○ 当 該 物 品 が 合 法 木 材 で あ る 旨 の 文 言 の 記 載 に つ い て は 、当 該 認 定 事  
業 者 が 取 扱 う 木 材 の 全 て が 合 法 木 材 で あ れ ば 、そ の 旨 を 伝 票 に 印 刷  
し て お く こ と が 可 能 で あ る 。  

   ○ 但 し 、取 扱 う 木 材 の 全 て が 合 法 木 材 で な い 場 合 は 、合 法 木 材 に 対 す  
る 伝 票 に は 、そ の 都 度 、合 法 木 材 で あ る 旨 を ゴ ム 印 等 で 印 字 す る 必  
要 が あ る 。  
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  ○ さ も な け れ ば 伝 票 に 「 合 法 木 材 で あ る 」 旨 、「 合 法 木 材 で な い 」 旨 の  
二 通 り の 文 言 を 印 刷 し て お き 、出 荷 す る 木 材 の 状 況 に 合 わ せ て チ ェ ッ  
ク す る 方 法 も 考 え ら れ る 。  

  ○ 調 達 相 手 先 か ら 受 け 取 っ た 、合 法 木 材 で あ る 旨 記 載 し た 伝 票・証 明 書

を 、そ の ま ま 当 該 認 定 事 業 者 の 証 明 と し て 供 給 相 手 先 に 対 し 受 け 渡 す

こ と は 認 め ら れ な い 。あ く ま で も 、伝 票・証 明 書 は 当 該 認 定 事 業 者 が

作 成 ・ 発 行 し な け れ ば な ら な い 。  
  ○ 素 材 生 産 業 者 の 場 合 は 、 伐 採 届 け 等 の 写 し 等 も 添 付 す る 必 要 が あ る 。 
 
 

４ ） 分 別 管 理 方 針 書 を 制 定 し 、 分 別 管 理 責 任 者 を 選 任 し て い る か  
   ア ）入 荷 、出 荷 、加 工 、在 庫 に お い て 、合 法 木 材 と そ う で な い も の と  
     を 混 在 さ せ な い た め に 、分 別 管 理 方 針 書 を 定 め 、公 表 し て い る か 。 

① 分 別 管 理 方 針 書 は 定 め 、 公 表 し て い る  
② 分 別 管 理 方 針 書 は 定 め て い る が 、 公 表 し て い な い  
③ 分 別 管 理 方 針 書 は 定 め て い な い （ 理 由           ）     

   
   イ ） 分 別 管 理 責 任 者 を 選 任 し 、 公 表 し て い る か  
    ① 分 別 管 理 責 任 者 を 選 任 し 、 公 表 し て い る  
    ② 分 別 管 理 責 任 者 は 選 任 し て い る が 、 公 表 し て い な い  
    ③ 分 別 管 理 責 任 者 は 選 任 し て い な い  
 

○「 調 達 相 手 先 が 全 て 認 定 事 業 体 な の で 、全 て 合 法 木 材 で あ る と 認 識  
し て い る 」 と の 意 見 が 多 い が 、「 認 識 し て い る 」 こ と と 「 全 量 合 法  
木 材 で あ る こ と を 確 認 し て い る 」こ と と は 異 な る の で 、全 量 合 法 木  
材 で あ る こ と が 確 認 さ れ な い 限 り 分 別 管 理 は 必 要 で あ り 、ど の よ う  
な 方 式 で 分 別 管 理 を 行 う の か を 定 め た 分 別 管 理 方 針 書 は 制 定 し て  
お か な け れ ば な ら な い 。  

○ 分 別 管 理 業 務 の 責 任 の 所 在 を 明 ら か に す る た め に 、分 別 管 理 責 任 者  
を 選 任 し な け れ ば な ら な い 。ま た 、信 頼 性・透 明 性 確 保 の た め に 分  
別 管 理 責 任 者 を 公 表 す る こ と が 望 ま し い 。  

 
５ ） 分 別 管 理 方 針 書 に 従 い 、 分 別 管 理 が 行 わ れ て い る か 。  

  ① 分 別 管 理 場 所 を 設 定 し 、 分 別 管 理 を 行 っ て い る  
  ② 合 法 木 材 は ロ ッ ト 積 み し 、 表 示 を し て 分 別 管 理 を 行 っ て い る  
  ③ 梱 包 も し く は 製 品 ご と に カ ー ド も し く は ラ ベ ル を 貼 付（ 木 口 等 の  
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色 分 け を 含 む ） し て 分 別 管 理 を 行 っ て い る  
  ④ い ず れ の 方 法 に よ っ て も 、 分 別 管 理 は 行 っ て い な い  

④ － １ 全 て 合 法 木 材 な の で 、 分 別 管 理 は 行 っ て い な い  
    ④ － ２ そ の 他 （ 理 由                   ） 
 

○ 分 別 管 理 は 合 法 木 材 が 他 の 木 材 と 混 合 し な い よ う 、分 別 管 理 場 所 の  
設 定 、ロ ッ ト へ の 表 示 、梱 包・製 品 へ の カ ー ド・ラ ベ ル の 貼 付 等 の  
い ず れ の か の 方 法 で 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

   ○ 現 場 検 査 に お い て は 、原 料 置 場 、加 工 施 設 内 、製 品 置 場 な ど に お い  
て 、ど の よ う に 分 別 管 理 が な さ れ て い る か を 、実 地 に 確 認 す る 必 要  
が あ る 。  

 
６ ） 分 別 管 理 責 任 者 の 活 動 状 況 は ど う か  

   ア ）分 別 管 理 責 任 者 は 、入 荷・出 荷 の 際 に 伝 票 、証 明 書 、ラ ベ ル に 必  
要 事 項 が 記 載 さ れ て い る か（ 特 に 伝 票 に 合 法 木 材 で あ る 旨 の 記 載  
が あ る か ） を 確 認 し て い る か  

① 常 時 、 確 認 し て い る  
② 常 時 で は な い が 、 確 認 す る こ と が 多 い  
③ 確 認 す る こ と は 少 な い  
④ 全 く 確 認 し て い な い  

 
  イ ） 分 別 管 理 責 任 者 は 、 分 別 管 理 方 針 書 に 沿 っ て 分 別 保 管 が 適 切 に     

な さ れ て い る か を チ ェ ッ ク し て い る か  
① 常 時 チ ェ ッ ク し て い る 。  

     ② 常 時 で は な い が 、 チ ェ ッ ク す る こ と が 多 い  
        ③ チ ェ ッ ク す る こ と は 少 な い  
        ④ 全 く チ ェ ッ ク し て い な い  
 
  ○ 分 別 管 理 責 任 者 は 、 責 任 者 と し て 、 入 荷 、 出 荷 に 際 し 伝 票 、 証 明

書 、 ラ ベ ル 等 に 必 要 事 項 が 記 載 さ れ て い る か を 常 時 確 認 す る 必 要

が あ る 。  
  ○ 分 別 管 理 責 任 者 は 、 責 任 者 と し て 、 合 法 木 材 が 合 法 木 材 で な い も  

の と 間 違 う こ と の な い よ う 保 管 さ れ て い る か に つ い て 、 常 時 確 認  
す る 必 要 が あ る 。  

    ○ 分 別 管 理 責 任 者 は 、 文 書 管 理 責 任 者 と と も に 、 問 題 発 生 時 に は 外  
部 に 対 し て 説 明 で き る 体 制 を 整 え て お か な け れ ば な ら な い 。  
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７ ） 文 書 管 理 は 行 わ れ て い る か  
ア ） 合 法 木 材 の 入 荷 、 加 工 、 出 荷 、 在 庫 な ど の 情 報 を 把 握 ・ 管 理 す  
  る た め 、 文 書 管 理 方 針 書 を 定 め て い る か  

① 分 別 管 理 方 針 書 を 定 め 、 公 表 し て い る  
② 文 書 管 理 方 針 書 は 定 め て い る が 、 公 表 し て い な い  
③ 文 書 管 理 方 針 書 は 定 め て い な い  

 
   イ ） 文 書 管 理 責 任 者 を 選 任 し 、 公 表 し て い る か  
      ① 文 書 管 理 責 任 者 を 定 め 、 公 表 し て い る  
      ② 文 書 管 理 責 任 者 は 定 め て い る が 、 公 表 し て い な い  
      ③ 文 書 管 理 責 任 者 は 定 め て い な い  
 

ウ ）伝 票 類 の 整 理・保 管 す る と と も に 、こ れ ら 伝 票 に 基 づ い て 合 法 木  
材 の 入 荷 量・出 荷 量・在 庫 量 を 一 覧 で き る 管 理 簿 を 整 備 し 、合 法  
木 材 取 扱 実 績 報 告 な ど に 活 用 す る と と も に 、問 題 発 生 時 に 確 認 で  
き る よ う な 体 制 が と ら れ て い る  

①  伝 票 、 管 理 簿 と も に 整 備 ・ 保 管 さ れ 、 合 法 木 材 取 扱 実 績  
 報 告 な ど に は 伝 票 が 活 用 さ れ て い る と と も に 、 問 題 発 生 時  

に 確 認 で き る よ う な 体 制 が と ら れ て い る  
② 管 理 簿 は 整 備 さ れ て い な い が 、 伝 票 類 は 整 理 ・ 保 管 さ れ て  
 お り 、 合 法 木 材 取 扱 実 績 報 告 な ど に は 伝 票 が 活 用 さ れ て い  
 る と と も に 、 問 題 発 生 時 に 確 認 で き る よ う な 体 制 が と ら れ  

て い る  
      ③ 伝 票 類 は 整 理・保 管 さ れ て い る が 、管 理 簿 は 整 備 さ れ て お ら  

ず 、合 法 木 材 取 扱 実 績 報 告 な ど に は 伝 票 も 活 用 さ れ て い な い  
し 、 問 題 発 生 時 に 確 認 で き る 体 制 も と ら れ て い な い  

      ④ 取 扱 は 全 て 合 法 木 材 な の で 、合 法 木 材 だ け を 取 り 出 し て 伝 票  
を 整 理 ・ 保 管 し 、 管 理 簿 を 整 備 す る こ と は し て い な い  

 
エ ） 文 書 類 は 5 年 間 保 管 さ れ て い る か  
   ① 5 年 間 保 管 さ れ て い る  

      ② 保 管 さ れ て い る が 5 年 間 で は な い  
      ③ 保 管 さ れ て い な い  
 
   ○ 文 書 管 理 の 成 果 は 軽 視 さ れ が ち で は あ る が 、合 法 木 材 の 入 荷 、出 荷 、 

在 庫 を 常 に 把 握 し て い る こ と は 必 要 で あ る 。  
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   ○ 入 荷・出 荷・在 庫 を 日 頃 把 握 し 、こ れ ら の 数 量 の 整 合 性 を 確 認 す る  
こ と は 、合 法 木 材 の 取 扱 が 適 切 に 行 わ れ て い る か ど う か を チ ェ ッ ク  
す る た め の 材 料 に な る 。  

   ○ 合 法 木 材 取 扱 実 績 報 告 も 、こ れ ら 文 書 に 基 づ い て 作 成 さ れ な け れ ば  
    な ら な い 。  
   ○ 信 頼 性・透 明 性 確 保 の た め に は 、後 日 、何 ら か の 問 題 が 発 生 し た と  

き に 直 ち に 対 応 す る こ と が 必 要 に な る た め 、そ れ に 対 応 で き る 体 制  
を 構 築 し て お か な け れ ば な ら な い 。  

   ○ 取 扱 物 品 が い つ 、ど こ か ら 調 達 さ れ 、ど の よ う な 処 理（ 分 別 管 理 の  
方 法 等 も 含 む ）を 経 て 、ど こ へ 供 給 さ れ た の か を 、文 書 と し て 常 に  
明 ら か に 出 来 る よ う に し て お く 必 要 が あ る 。  

   ○ 文 書 管 理 業 務 の 責 任 の 所 在 を 明 ら か に す る た め に 、文 書 管 理 責 任 者  
を 選 任 し な け れ ば な ら な い 。ま た 、信 頼 性・透 明 性 確 保 の た め に 分  
別 管 理 責 任 者 を 公 表 す る こ と が 望 ま し い 。  

 
 

８ ） 文 書 管 理 責 任 者 の 活 動 状 況 は ど う か  
   文 書 管 理 責 任 者 は 、責 任 者 と し て 、合 法 木 材 管 理 簿 等 に 入 荷 先 、入 荷

量 、出 荷 量 、在 庫 量 、出 荷 先 が 記 載 さ れ て い る か を チ ェ ッ ク す る と と

も に 、 こ れ ら の 数 量 の 間 に 齟 齬 が な い こ と を 、 確 認 し て い る か  
① 常 に 確 認 し て い る  
② 定 期 的 に 確 認 し て い る  
③ 確 認 す る こ と は 少 な い  
④ 全 く 確 認 し て い な い  

 
  ○ 文 書 管 理 責 任 者 は 、文 書 上 、当 該 社 で 取 り 扱 っ た 合 法 木 材 の 流 れ を 整

理 し て お く 必 要 が あ る 。  
  ○ 文 書 管 理 責 任 者 は 、分 別 管 理 責 任 者 と と も に 、問 題 発 生 時 に は 外 部 に  

対 し て 説 明 で き る 体 制 を 整 え て お か な け れ ば な ら な い 。  
 
 

９ ） 認 定 事 業 者 研 修 へ の 参 加  
①  常 に 分 別 管 理 責 任 者 か 文 書 管 理 責 任 者 が 出 席 し て い る  
②  分 別 管 理 責 任 者 か 文 書 管 理 責 任 者 が 時 々 出 席 し て い る  
③  こ れ 以 外 の 者 が 常 に 出 席 し て い る  
④  こ れ 以 外 の も の が 時 々 参 加 し て い る  
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⑤  誰 も 参 加 し た こ と が な い  
  ○ 認 定 団 体 が 主 催 す る 認 定 事 業 者 研 修 は 、合 法 木 材 推 進 活 動 を 行 う 上 で  

の 、 様 々 な 情 報 や 注 意 事 項 等 が 伝 達 さ れ る と と も に 、 関 連 事 項 に 関  
す る 講 演 な ど も 行 わ れ る の で 、分 別 管 理 責 任 者 及 び 文 書 管 理 責 任 者 は  
出 席 す る 必 要 が あ る 。  

○ 研 修 会 で の 情 報 や 注 意 事 項 な ど の 内 容 は 、出 来 る だ け 関 係 者 に 伝 達 し 、 
組 織 全 体 と し て の レ ベ ル 向 上 に 寄 与 さ せ る こ と が 望 ま し い 。  
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Ⅳ．まとめ  
 
１ ． 合 法 木 材 認 定 団 体 ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果  
（ １ ）  今 回 ヒ ア リ ン グ の 対 象 と な っ た 認 定 団 体 で あ る 県 木 連 事 務 局 の 役 職  
員 数 は 平 均 2 .7 人 で あ り 、こ の う ち 合 法 木 材 推 進 活 動 に 携 わ っ て い る の は 平

均 1 .7 人 で あ る 。ま た 、こ れ ら 団 体 は 県 木 連 本 来 の 事 業 の 他 に 、合 法 木 材 推

進 も 含 む 様 々 な 事 業 を 抱 え て お り 、認 定 団 体 は 人 的 、ま た 財 政 的 に 余 裕 が な

い 状 況 に あ る 。  
 
（ ２ ）  審 査 委 員 会 は 全 て の 団 体 で 設 置 さ れ 、適 宜 も し く は 定 期 的 に 開 催 さ れ  
て い る が 、 第 3 者 委 員 の 選 任 に つ い て は 選 任 し て い な い と こ ろ が 多 い 。「 必

要 性 が 認 め ら れ な い 」、「 討 議 内 容 が 専 門 的 す ぎ る 」「 第 3 者 が い な い 方 が 動

き や す い 」な ど の 理 由 は あ げ ら れ て い る が 、信 頼 性・透 明 性 の 確 保 の 点 か ら

す れ ば 第 3 者 委 員 の 選 任 が 望 ま し い 。ま た 、合 法 木 材 推 進 の 活 動 を 木 材 業 界

だ け で な く 、他 業 種 や 一 般 消 費 者 に ま で 拡 大 し て い く た め に 、第 3 者 委 員 と

し て 木 材 業 界 以 外 の 者 に 参 加 し て も ら う こ と は 意 義 が あ る と 考 え ら れ る 。  
 
（ ３ ）多 く の 認 定 団 体 で は 、認 定 事 業 者 の 活 動 実 態 に つ い て 、JAS 検 査 、そ

の 他 の 事 案 で 認 定 事 業 者 を 訪 問 し た 際 に 合 法 木 材 に つ い て の 情 報 収 集 を 行

っ て い る と こ ろ 、合 法 木 材 取 扱 実 績 を 依 頼 す る 際 に 情 報 収 集 を し て い る と こ

ろ が あ る 他 は 、 特 別 に 把 握 す る こ と は ほ と ん ど し て い な い 。  
 

（ ４ ）し か し 、認 定 期 間 に 1 回 の ロ ー テ ー シ ョ ン で 傘 下 認 定 事 業 者 の 活 動 実

態 を 把 握 す る た め 、認 定 団 体 職 員 が 多 く の 認 定 事 業 者 を 訪 問 し 、分 別 管 理 ・

文 書 管 理 の 実 態 を 調 査 し 、問 題 の あ る 場 合 は 改 善 に 向 け 指 導 を 行 っ て い る と

こ ろ も あ る 。但 し 、こ の よ う な 活 動 を 行 っ て い る と こ ろ は 、こ れ ま で の ア ン

ケ ー ト 調 査 、ヒ ア リ ン グ 調 査 の 結 果 か ら 見 て 、例 外 的 な も の の よ う に 考 え ら

れ る 。  
 
（ ５ ）全 国 木 材 組 合 連 合 会 が 開 催 す る 団 体 研 修 に は 、全 て の 認 定 団 体 が 参 加

し て い る 。団 体 研 修 の 内 容 は 、認 定 団 体 が 行 う 認 定 事 業 者 研 修 に お い て 紹 介

さ れ る こ と が 多 い が 、認 定 事 業 者 研 修 の 開 催 が 数 年 に 1 度 と い っ た と こ ろ で

は 、関 連 の 会 議 の 際 、ま た 、ニ ュ ー ス と し て 印 刷 物 で 紹 介 す る と い っ た と こ

ろ も あ る 。ま た 、団 体 研 修 の テ ー マ と し て 、今 後 、現 場 に 密 着 し た 課 題・話

題 を 取 り 上 げ て も ら い た い と の 意 見 が あ る 。  
 こ れ に つ い て は 、昨 年 度 の 調 査 に お い て も 示 さ れ て お り 、特 に 今 後 、信 頼
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性・透 明 性 の 確 保 を 重 視 し て い く 中 に あ っ て は 、現 場 作 業 で の 注 意 点 な ど に

関 す る 研 修 や 先 進 的 な 事 例 の 紹 介 な ど が 必 要 に な る 。  
 
（ ６ ）認 定 団 体 に よ る 認 定 事 業 者 研 修 に つ い て は 、数 年 に 1 度 開 催 し て い る

と こ ろ が 多 い が 、開 催 し て い な い 団 体 も あ る 。研 修 内 容 は 団 体 研 修 の 資 料 を

利 用 す る と こ ろ が 多 い が 、別 途 独 自 の 企 画 を 立 て て 、関 係 者 に 講 演 を 依 頼 し

て い る と こ ろ も あ る 。  
 

（ ７ ）認 定 団 体 が 主 催 す る 認 定 事 業 者 研 修 と 全 国 木 材 組 合 連 合 会 が 主 催 す る

認 定 団 体 研 修 と の 間 に 、あ ま り 関 連 性 が 見 ら れ な い 。認 定 団 体 研 修 も 出 来 る

だ け 現 場 の 要 求 を 考 慮 し た テ ー マ の 選 択 が 望 ま し い し 、ま た 、認 定 団 体 も 認

定 団 体 研 修 で 示 さ れ た 注 意 事 項 や 新 し い 動 き な ど に つ い て 、認 定 事 業 者 に 伝

達 し て 行 く 必 要 が あ る 。  
 
（ ８ ） 国 産 材 に つ い て は 次 の よ う な 意 見 が 寄 せ ら れ た 。  

①  国 産 材 に は 違 法 伐 採 は な い と 考 え て い る の で 、外 材 へ の 対 応 に 力 を 入

れ る べ き で は な い か 。  
②  県 産 材 認 証 で 認 め ら れ た も の は 、 当 然 合 法 で あ ろ う 。  
③  伐 採 届 出 制 度 に 対 す る 罰 則 を も っ と 厳 格 に 執 行 す れ ば 、合 法 木 材 推 進

活 動 で 国 産 材 を 対 象 に す る 必 要 は な く な る の で は な い か 。  
 
（ ９ ）県 産 材 認 証 と 合 法 性 証 明 と の 関 係 は 様 々 で 、県 産 材 認 証 の 条 件 と し て

合 法 性 が 含 ま れ て い る と こ ろ と 、含 ま れ て い な い と こ ろ が あ る 。こ の た め 県

産 材 認 証 の 条 件 と し て 合 法 性 が 含 ま れ て い な い 場 合 で も 、② で 示 し た 考 え に

基 づ い て「 県 産 材 認 証 を 取 得 し て い る の だ か ら 、当 然 合 法 木 材 で あ る 」と 考

え 、合 法 木 材 ガ イ ド ラ イ ン に 則 っ た 確 認・証 明 を し て い な い 例 が あ る 。こ の

点 に つ い て は 、当 該 県 の 県 産 材 認 証 の 条 件 に 合 法 性 が 含 ま れ て る か ど う か を

確 認 す る 必 要 が あ り 、含 ま れ て い な い 場 合 は 合 法 木 材 ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ た

作 業 が 必 要 に な る 。  
 
（ １ ０ ）認 定 団 体 傘 下 の 未 認 定 事 業 者 及 び 行 政 、建 築 業 界 、DIY 業 界 、一 般

消 費 者 と い っ た 他 の 分 野 へ の 働 き か け は ほ と ん ど 行 わ れ て い な い 。合 法 木 材

の 直 接 的 な 需 要 者 で あ る 建 築 業 界 に 対 す る 働 き か け は 不 可 欠 で は な い か 。  
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２ ． 合 法 木 材 認 定 事 業 者 ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果  
（ １ ）調 達 方 針 と し て ｢全 量 合 法 木 材 に す る ｣、｢出 来 る だ け 合 法 木 材 に す る ｣

と し て い る と こ ろ が 多 い 。ま た 、調 達 方 針 、供 給 方 針 と も に 定 め て い な い と

こ ろ も あ る が 、 そ う い っ た と こ ろ で の 考 え 方 と し て も 、 ｢全 量 合 法 木 材 に す

る ｣、 ｢出 来 る だ け 合 法 木 材 に す る ｣が 多 い 。  
 

（ ２ ）調 達 相 手 先 が 合 法 木 材 の 認 定 事 業 者 か ど う か に つ い て は 、確 認 し て い

る と こ ろ が 多 く 、調 達 相 手 先 か ら 認 定 書 の 写 し を 受 け 取 っ て い る と こ ろ も あ

る 。  
 
（ ３ ） し か し 、 こ の よ う な 認 定 事 業 者 の 中 に は 、「 調 達 相 手 先 が 合 法 木 材 認  
定 業 者 で あ る か ら 、そ こ か ら の 品 物 は 全 て 合 法 木 材 で あ る 」と 考 え 、入 荷 の

際 の 伝 票・証 明 書 の チ ェ ッ ク を ほ と ん ど 行 っ て い な い と こ ろ も あ る 。こ れ で

は 相 手 が 合 法 木 材 認 定 業 者 で あ る こ と は 証 明 さ れ て も 、そ の 時 、動 い て い る

品 物 が 合 法 で あ る か ど う か の 証 明 に は な ら な い 。  
 
（ ４ ） メ ー カ ー な ど で 、 大 口 の 販 売 先 が あ る 程 度 固 定 し て い る と こ ろ で は 、 
年 度 当 初 に 合 法 木 材 で あ る こ と を 合 意 し て 供 給 し て お り 、伝 票・証 明 書 は 発

行 し て い な い と こ ろ も あ る 。  
 
（ ５ ）出 荷 の 際 に 常 時 、伝 票・証 明 書 で 合 法 木 材 で あ る こ と を 明 示 し て い る  
と こ ろ は 、ほ と ん ど な い 。販 売 相 手 先 か ら 要 請 が あ っ た 時 だ け 、調 達 相 手 先

か ら 証 明 書 を 発 行 し て も ら い 、自 社 の 証 明 書 を つ け て 要 請 の あ っ た 販 売 先 に

渡 す と い う こ と が 行 わ れ て い る 。こ の た め 、調 達 の 際 に も 伝 票・証 明 書 で 合

法 木 材 で あ る こ と を 明 示 し て い る 場 合 は 少 な い よ う に 思 わ れ る 。  
 
（ ６ ） 分 別 管 理 に つ い て は 、  

○ 場 所 を 決 め て 分 別 管 理 を 行 っ て い る  
○「 調 達 相 手 先 が 合 法 木 材 認 定 業 者 で あ る こ と か ら 、そ こ か ら の 荷 物 は 全  

て 合 法 木 材 で あ る 」 と の 認 識 の も と で 、 分 別 管 理 を 行 っ て い な い  
○ 流 通 業 者 で は 入 荷 ト ラ ッ ク 単 位 で ロ ッ ト を 作 っ て 伝 票・コ ン ピ ュ ー タ で  

管 理 す る た め 、 特 別 に 場 所 を 区 分 す る 必 要 は な い  
○ 合 法 木 材 と し て 森 林 認 証 製 品 だ け を 分 別 管 理 し て い る  

な ど が あ る 。  
 
（ ７ ） ｢森 林 認 証 材 ＝ 合 法 木 材 ｣で あ る こ と か ら 、 輸 入 材 に お い て ｢早 生 人 工  
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林 材 ＝ 環 境 に 配 慮 し た 材 ＝ 森 林 認 証 材 に 準 じ た 木 材 ｣と 考 え 、｢人 工 林 材 ＝ 合

法 木 材 ｣で あ る と 錯 覚 し て い る と こ ろ が あ る 。こ の た め「 合 法 木 材 」の 定 義 、

「 森 林 認 証 材 」 の 定 義 を は っ き り 認 識 さ せ る 必 要 が あ る 。  
 
（ ８ ） 国 産 材 に つ い て は 、「 国 産 材 に は 違 法 伐 採 材 は な く 、 全 て 合 法 木 材 で  
あ る ｣と の 認 識 は 極 め て 強 く 、「 国 産 材 の 合 法 性 を 云 々 す る よ り 、も っ と 輸 入

材 に 対 す る 対 応 を 強 化 す べ き だ 」と の 意 見 も あ る 。こ の た め こ の 合 法 木 材 推

進 活 動 に お い て 「 合 法 木 材 」 と は 何 な の か を 、 さ ら に P R す る 必 要 が あ る 。 
 
（ ９ ）現 在 の ガ イ ド ラ イ ン だ け で は 、現 場 作 業 か ら 見 る と 解 り 難 い の で 、も

っ と 現 場 作 業 に 適 し た マ ニ ュ ア ル が ほ し い と の 意 見 も あ る 。  
 
 
３ ． 合 法 木 材 の 自 主 的 モ ニ タ リ ン グ の 実 施 体 制 の 検 討  
 今 後 、合 法 木 材 の 信 頼 性・透 明 性 の 確 保・向 上 を さ ら に 進 め て い く た め に

は 、合 法 木 材 認 定 団 体 及 び 認 定 事 業 者 に よ る 自 主 的 な モ ニ タ リ ン グ が 必 要 に

な る こ と を 考 慮 し て 、合 法 木 材 認 定 団 体 及 び 認 定 事 業 者 に よ る 新 し い 自 主 的

モ ニ タ リ ン グ 制 度 の 検 討 を 行 い 、今 後 は 以 下 の 2 通 り の 方 法 が 考 え ら れ る こ

と を 示 す と と も に 、 今 後 の 方 向 に 向 け て の 考 え 方 を 提 言 と し て ま と め た 。  
  
（ １ ） ア ン ケ ー ト 調 査  

ア ン ケ ー ト 調 査 は 、認 定 事 業 者 が ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ て 合 法 木 材 を 取 扱 っ

て い る か（ 特 に 分 別 管 理 、出 荷 の 際 の 伝 票 へ の 記 載 、証 明 書 発 行 、文 書 管 理 、

研 修 会 へ の 出 席 ）な ど 認 定 事 業 者 の 活 動 実 態 に つ い て 、認 定 団 体 が 開 催 す る

認 定 事 業 者 研 修 の 際 に 実 施 す る 。な お 、ガ イ ド ラ イ ン を 逸 脱 し た 行 為 が あ っ

た 場 合 に は 、 認 定 団 体 は 是 正 に 向 け て の 適 切 な 措 置 を 講 じ る も の と す る 。  
 
（ ２ ） 現 地 検 査  

従 来 の ヒ ア リ ン グ を 現 地 検 査 に 変 更 す る 。現 地 検 査 は 認 定 団 体 が 信 頼 性 ・

透 明 性 の 確 保 の 手 段 と し て 責 任 を 持 っ て 実 施 す る も の と す る 。現 場 検 査 で は

「 合 法 木 材 の 入 荷・出 荷 時 の 証 明（ 伝 票 、証 明 書 ）の 状 況 」、「 分 別 管 理 の 状

況 」、「 文 書 整 備・保 管 の 状 況 」な ど に つ い て 認 定 事 業 者 の 活 動 現 場 に 出 向 い

て ヒ ア リ ン グ を 行 う と と も に 現 場 確 認 、書 類 確 認 を 行 い 、ガ イ ド ラ イ ン を 逸

脱 し た 行 為 が あ っ た 場 合 に は 、是 正 に 向 け て の 適 切 な 措 置 を 講 じ る も の と す

る 。  
現 地 調 査 対 象 者 の 抽 出 率 は 「 合 法 木 材 の 取 扱 い 認 定 事 業 者 」 の 10％ と す
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る 。し か し 、全 国 団 体 の よ う に 認 定 事 業 者 数 が 多 く 、ま た 、地 理 的 に 対 象 範

囲 の 広 い 場 合 に は 、検 査 に 係 る 労 力・経 費 の 負 担 が 大 き く な る こ と か ら 、各

地 域 に 支 部 な ど が 存 在 す る 場 合 は 、こ れ ら 支 部 等 を 通 じ て 実 施 す る こ と も 考

え ら れ る 。ま た 、全 体 を い く つ か の 地 域 に 区 切 っ て 、地 域 ご と に 順 次 実 施 す

る こ と も 考 え ら れ る  
な お 、次 回 の ガ イ ド ラ イ ン 改 訂 時 に は 、認 定 団 体 及 び 認 定 事 業 者 と し て 最

低 限 要 求 さ れ る 事 項 の 一 つ と し て 、 現 認 定 団 体 に 対 し て は 現 場 検 査 の 実 施 、

認 定 事 業 者 に 対 し て は 現 場 検 査 受 入 を 規 定 す る 必 要 が あ る 。  
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